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II 検出された遺構と遺物
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1．縄 文時 代
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II 検出された遺構と遺物
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• 1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物

＝＝＝ー霜謳霞 ＝日ー ミ．／ハ こ＜ークで

Dt30Gヽ／］胄曇I／→］
琴二I)t30G-7

言1□疇］／
Dt30G-10 Dt30G-ll 

鼻［
Dt31G-3 

!I賢］
Ea28G-4 

二
Ea28G-3 

，．ぅ心0-

』．う、、こ、

Ea28G-9 

2
 

門
日
は
霞a
 

t

-
E
 

、ク

Ea28G-10 ’‘ii"a7[J 
Ea28G-12 _ Ea29G-5 

星，口象
応？QC-7 / I 

｀ ＾ I!:'-ーと
冨0

， 9,  ・唇需
て和”匹r

‘̀てへ̀`̀‘̀

ta29G3 t -`  11つQ疇］三／］
Ea29G-4 Ea29G-8 Ea29G-g 

二三月ヘ一｝／―直疇］
Ea30G-3 

Ea30G-2 

縄文前期グリッド出土土器(2)

I I 
Ea30G-4 

10cm 

196 



1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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199 



II 検出された遺構と遺物

Ds29G-13 

I I / 

Ds29G-16 

ー冗”/Ds29G-18 

口Ds30G-4 

I I 
Dt29G-24 

＼
 

Ds29G-17 
／ 

Ds30G-5 -.,_碕心・ / 

Ds31G-3 

バ
／
Dt29G-25 

口Dt30G-14 
Dt30G-15 

', 

，
 

2
 
G
 ，
 

2
 
t
 
D
 

I

O

I

 

云
ぐ
芍三

言言

‘ 

G-30 

.I
h
月

Dt29G-26 

／
 

Dt32G-5 

第145図 縄文中期グリッド出土土器(1) 。

Dt32G-6 

1:3 10cm 

200 



1.縄文時代
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時 代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄 文 時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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1.縄文時代
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第174図 107 • 108号住居跡出土石器
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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I I 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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I I 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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ì

•'

, 

~
C
.
.
.J
.
 

t・r,.

‘
 

：i 四~ 賢
，；図

苓

予

・
・
?
.§
ぃ
．J,．．万`
9

．-}.
§

忍

急

江

屯`

．．
 
，

ヽ
ー、
；
1
.

、．し』・分．
，．．．． 

且
‘
ー
：
＇
．
，
．
．
．
．
＇

・~
i

・

帝

魯

噂

．

ヤ

~.,9,', 

.

.
 

ぶ
ぎ
i
l
し
・
・
・

・・
g
.

f〉
:
笠
で

．
 ；
＇
，

：
 ．．
 

ぶ

J
·

J
,
9
,
\

•
·

．．，

，
 ．

．．． 

,a~ 

120住ー6

.i..... :.. •. ・ •.. • ●. •.:,··:.·. ．さ磁

i •....•.. 
.¥・；． ．
;.,.. 

冒
＾
 
口

120住ー7

゜
120住— 8

゜
I : 3 10cm 

第186図 120号住居跡出土石器

241 



II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代

こ
ご118土坑— l

€)-(()-~ 
女

119土坑ー1

I I / こ 18土坑ー2

/
/

¥

5
 

パ
ロ
／
コ

乙

こ文二乞竺こ

マ——---、-'

l ――l 

T
_ー
4

。

刃(
 
2
 
坑土

，
 

ーー

：
 

ト ー一→

（
 

＿` 
I 121土坑ー2

ニこニロニニニ＞ 天ニーーニ戸＞ 凶
120土坑ー 2

レー一
I I 

I 

こ
121土坑ー1

ハ

_

_
ー
《

八
い
い
囚
E
い
田
山
)
_
ー

口 。
I : 2 5cm 

10cm 

l : 3 

第200図 118 • 119 • 120 • 121号土坑出土石器

255 



II 検出された遺構と遺物
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1.縄 文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物

三 iりfI1バぃ摩ー。
全翠孟こー ： 

｀ ここ坑ー1 （しこ］＼
、{~1 ー~-~~ ~土坑2(/)

〕

二坑l(½I ~〖［こロロ［／
こ ｀ こニニニニ

/
-

；
し
｝

／

冒こ
臼

》
、
守

｀

[

．‘
）

●

）
 

½ 

八

―
□

〗
]

｀

゜
□

`
 

‘ 

こ こ 185土坑ーl O 1:2 ~cm 
10cm 

1 : 3 

第205因 177 • 178 • 181 • 184 • 185号土坑出土石器

260 



1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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I.縄 文時代
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II 検出された遺構と遺物

ー坑

\
~
V

土348 

—

~1] 

<

三芝ラ

I 350土坑ー1

こ

い
□冒
u

・‘
 

-1 

l

:

 
2
 
坑土

。
5
 
3
 

]CJ<

乙
I □348土坑ー3

I I 

355土坑ー1 (¼) 

゜

ーこ
350土坑— 3

5 cm 1 _: 3 
10cm 

I : 4 

20cm 

第219図 348 • 350 • 355号土坑出土石器

274 



1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1．縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と遺物
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1.縄文時代
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II 検出された遺構と逍物
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2.弥生時代 3.古墳時代

2.弥生時代 3.古墳時代

(1) 遺 構

明確に弥生時代と言える遺構は、住居跡・土坑と

も確認されなかった。ピットについても弥生時代の

遺物を出土したものはなかった。

(2) 遺 物

明確に弥生時代と考えられる遺物は、 E区m-35

グリッドで検出された磨製石鏃 1点のみである（第

236図）。この石鏃は先端部と基部の片方が欠損して

おり、中央の下端近くには両側穿孔による孔が 1つ

開く。石質は珪質準片岩であり、かなり薄手のつく

りである。

なお、周辺のグリッドから他の打製石斧とはやや

作りの違う大形で部厚い作りの打製石斧も出土し

た。それは弥生時代に属する可能性も考えられるが、

その周辺からは同時に縄文土器も出土しており、や

や他のものとは雰囲気が違うからと言って弥生時代

とする根拠にはならず、ここでは縄文時代のものと

して取り扱った。

噂］員=・=::;, (½) 
Em-35G-1 

(1) 遺 構

明確に古墳時代と言える住居跡や土坑はまった＜

検出されなかった。しかし、調査区の北半で小ピッ

ト3基が並ぶように確認されたもののみであり、こ

れらの上面には Hr-FAが薄く堆積していた。これ

ら3基の掘り方は浅く、周辺をよく確認したが他に

同様な穴は無く、掘立柱建物跡になる可能性は低い

と思われる。棚列になる可能性はあるが、 3基のみ

でまわりには他に同様な穴は無く、集落内での役割

や住居跡との関係など不明確な点も多い。また、本

当に 3基が有機的な繋がりを持つものかどうかも厳

密には不明と言わざるを得ない。

しかし、調査区の南側や東側、その他固辺地域に

は陣場岩屑なだれの流れ山の頂部を利用した古墳が

多く存在する。その数は頂部のほとんどが古墳とし

て利用されていると言っても良いほどである。調査

区東側の畑の中の古墳周辺では形象埴輪の破片や鉄

製品なども見つかっているし、調査区南東の「大岩」

の周りの畑でも埴輪の破片も確認されているが、路

線内では古墳及び古墳の周壕等は検出されなかっ

た。

。
9
』．．
 

ー 5 cm 

(2) 遺 物

明確に古墳時代と言える遺物は73号住居跡の埋没

土中から出土した埴輪破片（73住 4) 1点のみであ

り、それ以外のものはまったく検出されなかった。

古墳時代にはこの調査区内では住居跡やそれに伴

う遺物もほとんど検出されず、周辺地域に日常生活

の痕跡はほとんど感じられない。反対に古墳が多く

造られていることからすると、この地域周辺は一大

墓域となっていたことが想定される。

第236図 弥生時代磨製石鏃
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II 検出された遺構と遺物

4.平安時代

(1) 遺構

ここでも縄文時代同様、住居跡、土坑の順に説明

し、出土遺物は別にまとめた。説明順は基本的に調

査時における遺構番号を重視した。土坑計測表につ

いては観察表にまとめたので参照していただきた

し％。

古墳時代から平安時代と考えられる遺構は、住居

跡68軒、土坑100基、ピット約200基が検出された。

しかし、そのうちの99％以上のものが平安時代のも

のであり、北部のピット数基のみがその覆土の上層

にHr-FAを薄く含み、古墳時代と考えてもいいも

のであった。住居跡はその全てが平安時代のもので

あり、しかもそのほとんどが10世紀中頃から11世紀

代に属するものであった。一般的に見つかることが

多い奈良時代8世紀代のものや平安時代初期9世紀

代のものは 1軒も確認されなかった。極限られた期

間のみに居住した集落であるということが言える。

全体の遺構配置を見てみるとそのあり方は調査区

南端の午王頭川寄りの部分、中央西側の部分、北端

西寄りの部分を除く一段低い部分に集中していた。

要するに遺跡のなかで高い部分を避けるように分布

していたことになる。中央西寄りの高い部分には大

きい攪乱が入っていてはっきりしない面もあるが、

中央の道路西寄りの部分では遺構分布はなく空白部

を持つ可能性もある。そうなると縄文時代同様中央

の高い部分を取り巻くように環状に配置される可能

性も否定できない。東側はまだ畑等で残っている可

能性は高いが、残念ながら調査区西側から南側にか

けては午王頭川により台地が削られており、西側全

体は残っていないものと思われるが。

住居群は大きく分けると調査区南半の攪乱集中部

を挟む南側とその北側から北半南道路寄りの土坑群

南部分、その土坑群から北側部分の 3つに分けるこ

とができる。中央住居群の72号住居跡以外いずれの

住居とも東向きカマドであり、ここにも集落内での
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統一性が認められる。それぞれの住居群のなかをも

う少し細かく見てみると方向性を同じくして少しず

つずれて重複していたり、同じ場所にわずかにずれ

ながら重複している一群が認められる。それを土層

断面や土器から検討すると、南から北、東から西ま

たは西から東への移動であったり、と一定の方向性

が認められる。また、それぞれの住居群には10世紀

中頃を前後する時期の住居跡が1~2軒程あり、そ

うしたものが核になりそれ以後の住居が増えていっ

たようにも見える。規模的にも小形のものが多く、

あまり極端に大きな住居跡はない。住居の形態とし

ては全体としては隅丸正方形に近いものが多いが、

l1世紀代になるとカマドに対し横長や縦長のものが

多くなってくる。

土坑・ピットは住居同様大きく調査区南半の攪乱

集中部を挟む南側と、その北側から北半南道路寄り

の部分、そこから北側部分の 3つに分けることがで

きる。南側では88号住居跡の東側を取り巻くように

分布する長方形～楕円形の一群、攪乱の一群のとこ

ろから南向きに半円形に分布する一群が認められ

る。しかし、そのほとんどは中央道路より北側に集

中している。北側の土坑群は住居と重複するものは

少なく住居を避けるように配置されているようにも

見える。北側の集中部のなかをさらに分解して見る

と縄文時代ほど明瞭ではないが、中央にやや分布状

況の薄い空白部をもつ集中部分があるようにも見え

る。以前別の遺跡の整理をした時にも土坑・ピット

群の配置が円形もしくは楕円形に並ぶ状況が見えた

こともあったが、偶然ではないかという人もおり、

あえて触れなかったが、もしそうだとすると時代を

越えて同じような遺構配置を持つ可能性もある。地

形に左右されたからとも言えるかもしれないが、反

対に言うとわざとそういう場所を選んだからとも言

えるかもしれない。
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a 住居跡

22号住居跡（第241• 314 • 340因、 PL144・165・182) 

位置 F区b-38• 39 

主軸方位 N88゚E

重複無し。

規模縦2.90mX横3.00mX深さ0.34m

形状隅丸方形

埋没土 As-C及びローム漸移層ブロックを多く含

む茶褐色土である。

掘り方 As-Cを含むロームに近い茶褐色土により

埋められていた。カマド前に 2基床下土坑がある。

床下土坑1は長径約86cm、短径約60cm、深さ約24cm、

床下土坑2は長径約56cm、短径約50cm、深さ約18cm

床面貼り床有り。床面はほぼ平坦であるが、地形

の影響で若干北側に傾斜する。しまりはやや弱い。

貯蔵穴位置南西隅

規模長径約66cm 短径約53cm 深さ約13cm

形状ほぼ円形

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 カマド及びその周辺からほとんどの

遺物が出土した。それ以外のところからはほとんど

出土しなかった。

カマド 位置 ほぼ東壁中央やや南寄り

規模全長68cm 最大幅115cm 焚き口幅54cm

袖有り。

煙道住居壁を切り込んで、約38cm外へ延びる。

遺存状態左袖は残りが悪く不明瞭であった。角

礫・亜角礫はカマドの構築材として使用していたも

のと考えられる。中央部に約10cm程の炭を含む灰層

があった。掘り方は深くしっかりしていたが、上部

はかなり削平されているものと思われる。

遺物出土状態 陣場岩屑なだれのものと考えられる

角礫・亜角礫が多く出土した。左袖に近い部分から

杯 (22住1)が、掘り方から羽釜 (22住4)、瓦等が

出土した。

備考 10世紀後半の住居と考えられる。

4.平安時代

23号住居跡（第242• 338図、 PL144 • 181) 

位置 F区a-38 

主軸方位 N82゚E

重複 23号住→85号住→24号住→75号住

規模縦 (0.90)mX横2.60mX深さ0.17m

形状隅丸方形か？

埋没土茶褐色土を斑状に含む暗褐色土である。全

体に85号住の埋没土よりも明るい。

掘り方 ロームを多く含む茶褐色土により埋められ

ていた。カマド右前が窪むが、他は全体的に平均し

て約5~6cm程下がる。平面とほぽ同じ形状をして

いる。

床面貼り床有り。床面はほぼ平坦であり、あまり

良くしまっていなかった。

貯蔵穴無し。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 カマド及び北壁から円礫及び角礫と

若干の土器片が出土したが、明確な時期判定の出来

る遺物の出土はなかった。

カマド位置東壁南寄り

規模全長63cm 最大幅60cm 焚き口幅36cm

袖無し。

煙道住居壁を切り込んで、約38cm外へ延びる。

遺存状態奥壁の礫は据えられていたものと考えら

れる。中央部には約18cm程の焼土層があった。カマ

ド右前が窪む。上部はかなり削平されていた。

遺物出土状態無し。

備考時期不明。

24号住居跡（第242• 243 • 314図、 PL144 • 165) 

位置 E区t-37、F区a-37 • 38 

主軸方位 N91°E 

重複 23号住→85号住→24号住→75号住

規模縦2.20mX横4.00mX深さ0.22m

形状隅丸長方形

埋没土 ¢約 3~5mm程のやや大きめの As-Cを

多く含む暗褐色土である。しまりは弱い。
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II 検出された遺構と遺物

掘り方 ロームを多く含む茶褐色土により埋められ

ていた。 85号住掘り方の埋土よりもやや暗い。床よ

り約5~6cmほど窪む。南半部を中心に径約50cm前

後の床下土坑があく。西側や北側が若干高い。しま

りはやや弱い。

貯蔵穴位置 南東隅

規模 長径約44cm 短径約40cm 深さ約32cm

形状 円形

周溝 無し。

柱穴 無し。

遺物出土状態 杯や椀類を中心にほぽ住居全体から

散在的に出土した。左袖北床直から小形の杯 (24住

3)がほぽ完形で出土した。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長110cm 最大幅116cm 焚き口幅58cm

袖 有り。

煙道 住居壁を切り込んで、約64cm外へ延びる。

遺存状態 カマド構築材には陣場岩屑なだれに伴う

角礫や亜角礫が出土した。上部は削平されていた。

手前の焚き口部分には焼土と灰が拡がっていた。掘

り方は使用面より約14cm窪む。奥の方が良く焼けて

いた。

遺物出土状態 左袖近くから羽釜、右袖近くから杯

と甕破片が出土した。燃焼部より甕の破片が出土し

た。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

25号住居跡 （第244・315・340~342図、PL144・145・

165 • 182 • 183) 

位置 E区s• t -38 • 39 

主軸方位 N74゚E

重複 26号住→25号住

規模 縦 (2.20)m X横5.70m X深さ0.31m

形状 不明。

埋没土 As-Cと茶褐色土ブロックを多く含む暗褐

色土である。中心に As-Cが多く、周辺は茶褐色土ブ

ロックの割合が多い。

掘り方 北側は平面とほとんど変わらないが、南側
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は約12cm程下がる。焼土粒子を少量含む黒褐色～暗

褐色土により埋められていた。湿気取りのため灰を

撒いているものと思われる。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であるが、地形の影響

で北側に傾斜する。住居中央部に（約130cmX80cm、

深さ約15cm)の土坑 1がある。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 西壁南半に一部分残る。幅約20cm、深さ約4cm 

柱穴 ピット 1直径約34cm、深さ約30cmの円形、ピッ

ト2直径約45cm、深さ約22cmの円形、ピット 3直径

約40cm、深さ約22cmの円形ピ ットがある。

遺物出土状態 北東部と南西部から比較的まとまっ

て出土した。南西部のものは角礫、亜角礫が多い。

カマド 位置 不明。東壁に位置するものと考えら

れる。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

26号住居跡 （第244 · 315 • 343図、 P L144・145・166・ 

183) 

位置 E区s• t -38 • 39 

主軸方位 N6TE 

重複 26号住→41号土坑 26号住→25号住

26号住→27号住

規模 縦3.lOmX横 (3.60)m X深さ0.30m

形状 隅丸方形か？

埋没土 As-Cを含む黒褐色～暗褐色土である。 25

号住の埋没土よりも全体にやや暗い。

掘り方 As-Cを少量含む黒褐色～暗褐色土により

埋められていた。 As-Cの量は埋没土に比べて少な

い。ロームブロックや黒褐色土ブロック、焼土粒子

も場所によって若干含まれる。北西隅に長径約94cm、

短径約74cm、深さ約45cmの床下土坑がある。

床面より北側で約12c皿南側はほとんど下がらない。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、良くしまって

いた。

貯蔵穴位置 北東隅

規模 長径約72cm 短径約62cm 深さ約27cm

形状 ほぽ円形



周溝 無し。

柱穴 無し。

遺物出土状態 北西隅より出土した 2点の灰釉陶器

の皿片 (26住 1)が接合した。羽釜や須恵器の甕は

貯蔵穴周辺より破片で出土した。

カマド 位置 不明。 25号住に壊されているものと

思われる。

備考 10世紀前半頃の住居と考えられる。

27号住居跡 （第245• 315図、 PL145 • 166) 

位置 E区s-38 

主軸方位 NlOl゚E

重複 26号住→27号住

規模 縦2.90mX横3.lOmX深さ0.22m

形状 方形

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。周辺部

には茶褐色土ブロックが多く混じる。

掘り方 焼土粒子を少量、炭化物粒子をやや多く含

む黒褐色土により埋められていた。カマド灰を撒い

ているものと考えられる。掘り方は床面より約10cm

程下がる。南半部に床下土坑が多く認められた。

床面 貼り床有り。床面はほぼ平坦であり、良くし

まっていた。

貯蔵穴位置 南壁中央。角礫及び若干の土器破片

が出土した。

規模 長径約70cm 短径約60cm 深さ約18cm

形状 楕円形

周溝 無し。

柱穴 無し。

遺物出土状態 27住 1は西壁中央床直上より出土し

たが、その他は中央部を除く周辺部から散在的に出

土した。

カマド位置 南東隅

規模 全長157cm 最大幅105cm 焚き口幅58cm

袖 無し。

煙道 住居壁を切り込んで、約96cm外へ延びる。

遺存状態 燃焼部壁は比較的良く焼けていた。構築

材には陣場岩屑なだれ層中の角礫及び円礫が使用さ

4.平安時代

れていた。焚き口部分には厚さ約10~16cm程の灰層

が残っていた。掘り方は焚き口部分で径約25~30cm、

深さ約10cm程の小ピットが3基検出された。

遺物出土状態 若干の羽釜や甕の破片が出土してい

る。

備考 10世紀前半頃の住居と考えられる。

28号住居跡 （第246 • 316 · 338図、 P L 145 • 166 • 181) 

位置 E区s• t -37 

主軸方位 NlOO'E 

重複 28号住→29号住

規模 縦 (4.20)m X横(1.80)m X深さ0.28m

形状 隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多く含む黒褐色土である。下半の

方がやや軟質でAs-Cの量も少ない。

掘り方 29号住に近い部分で若干凹凸を持ち床面よ

りも約12cm程下がるが、それ以外のところは特別な

掘り方は持たない。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、非常に良くし

まっていた。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 西半部より出土した。特に北西部を

中心に土器破片の出土が多くみられた。それととも

に角礫や円礫の出土もみられた。

カマド 位置 不明。東壁側と考えられるが、攪乱

により切られている。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

29号住居跡 （第246• 316図、 PL145 • 166) 

位置 E区s • t -36 • 37 

主軸方位 N90゚E

重複 28 • 80号住→29号住

規模 縦4.00mX横（3.50)m X深さ0.26m

形状 方形

埋没土 As-Cを多く含む茶褐色土である。北側の

方がAs-Cの量が少なく、しまりもやや強い。

299 



II 検出された遺構と遺物

掘り方 白色鉱物粒を含む茶褐色土により埋められ

ていた。北東隅がやや高く残っていた。平均床面よ

り約10cm前後低くなる。北西隅に長径約90cm、短径

約50cm、深さ約4cmの床下土坑がある。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であるが、北東隅付近

が若干下がる。

貯蔵穴位置南東隅。断面図で見る限りでは埋め

戻され床が貼ってあったが、位置的に貯蔵穴の可能

性が高い。

規模長径約80cm 短径約50cm 深さ約16cm

形状楕円形

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 住居のほぼ中央に土器小破片及び礫

が出土した。

カマド位置東壁やや南寄り

規模全長93cm 最大幅67cm 焚き口幅32cm

袖無し。

煙道住居壁を切り込んで、約46cm外へ延びる。

遺存状態使用面より上は削平されており、ほとん

ど残っていなかった。掘り方で焚き口部分が、約8

cm程窪むだけであった。

遺物出土状態 掘り方より土器小破片が出土しただ

けである。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

30号住居跡（第247・316・338図、 PL145・166・181) 

位置 E区t-36

主軸方位 Nl11°E 

重複 30号住→31号住

規模縦 (2.10)mX横（2.00)m X深さ0.17m

形状方形か？

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。下半部

の方が暗く、炭化物も含まれていた。

掘り方北東隅に直径約33cm、深さ約10cm、直径約

25cm、深さ約15cmの円形小ピット 2基と長径約50cm、

短径約46cm、深さ約9cmの楕円形土坑がある。前 2

基の小ピットは柱穴の可能性もある。
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床面貼り床無し。床面はほぽ平坦であり、良くし

まっていた。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態調査範囲内のほぽ中央付近からまと

まって出土した。ほぼ完形で出土したのは、掘り方

調査時に検出された30住 lの小形杯 1点のみであ

る。その他に平面、掘り方ともに若干の円礫、角礫

が出土した。

カマド位置不明。東壁か？

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

31号住居跡（第247• 248 • 316図、 PL146 • 166) 

位置 E区s-36、t-35 • 36 

主軸方位 N94°E 

重複 30母住→31号住

規模縦 (2.60)m X横 (3.00)m X深さ0.40m

形状隅丸長方形か？

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色～茶褐色土であ

る。

掘り方 As-C及びロームブロックを少量含む黒褐

色土により埋められていた。床面より約5cm程下が

る。カマドの焚き口手前に長径約70cm、短径約58cm、

深さ約12cm程の床下土坑があり、中には灰が詰まっ

ていた。

床面貼り床有り。床面はほぽ平坦であるが、緩い

凹凸を有する。

貯蔵穴位置南東隅。 31住 1の小形の杯、その他

の土器片が出土している。

規模長径約70cm 短径約54cm 深さ約16cm

形状楕円形

周溝無し。

柱穴 不明。カマド左袖前に長径約58cm、短径約50

cm、深さ約20cmで、底面に約20cm程の礫が置いてあっ

たピットがある。

遺物出土状態 カマド手前から甕や羽釜の破片がま

とまって出土したが、床直のものは少なかった。



カマド位置 東壁ほぽ中央

規模 全長75cm 最大幅130cm 焚き口幅50cm

袖 有り。

煙道 住居壁を切り込んで、約47cm外へ延びる。

遺存状態比較的良く残っていた。燃焼部から煙道

にかけて火熱を受け若干赤変していた。カマドの構

築材には主として粘土が使われ、礫は煙道の先端と

燃焼部内側の左右に据えられていた。床面には約5

cm程の焼土層があった。掘り方は使用面より約12cm

程下がり、その部分には灰が堆積していた。

遺物出土状態 左袖部より31住4の羽釜が、カマド

内から、他は羽釜破片が出土した。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

32号住居跡 （第249• 317 • 343図、 PL 146 • 167 • 183) 

位置 E区r • s -35 

主軸方位 N103゚E

重複 35号住→32号住→33号住→34号住

規模 縦 (2.20)m X横2.60mX深さ0.43m

形状 方形

埋没土 As-Cを多く含む茶褐色～暗褐色土であ

る。上部の方がAs-Cが多く、全体に明るい。下部の

方がAs-Cが少なく、全体に暗い。

掘り方 As-Cを少量、焼土粒子を含む暗褐色土に

より埋められていた。中央部が若干窪むが周辺部は

床面のままほとんど下がらず、あまり大きな変化は

ない。北東隅に長径約48cm、短径約40cm、深さ約28

cmの床下土坑 1、南西隅に長径約54cm、短径約42cm、

深さ約11cmの床下土坑2がある。

床面貼り床有り。比較的平坦であった。しまりは

比較的良かった。

貯蔵穴位置 不明。掘り方で検出された床下土坑

1 • 2がその可能性がある。

周溝無し。

柱穴 無し。

遺物出土状態 ほぼ全体から破片の状態で出土した

が、周辺部のものは出土レベルが高い。大形の礫に

ついては床面直上から検出された。その周辺は何ら

4.平安時代

かの作業場の可能性がある。 32住6の甕は、南東隅

より出土した小破片が接合したものである。

カマド位置 東壁やや南寄り

規模 全長73cm 最大幅61cm 焚き口幅38cm

袖 無し。

煙道 住居壁を切り込んで、約33cm外へ延びる。

遺存状態煙道の先端部は東側の攪乱により壊され

ていたが、構築材には角礫を用いそのまわりを粘土

でかためて作られていた。燃焼部は良く焼けており、

礫も焼土も赤変していた。底面には約5~7cm程の

焼土層があった。掘り方は使用面より約20cm下がる。

遺物出土状態 ほとんど遺物は出土しなかった。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

33号住居跡 （第250• 317図、 PL146 • 167) 

位置 E区r• s -34 • 35 

主軸方位 Nl35゚E

重複 36号住→35号住→32号住→33号住→34号住

規模 縦(1.80)m X横(1.70) m X深さ0.32m

形状 隅丸長方形か？

埋没土 As-Cを多く含む茶褐色土である。 34号住

の埋没土よりも As-Cの量はやや少ない。

掘り方 カマド部分以外はほとんど残存していな

かった。セクションで見る限りにおいては特別な掘

り方は持たない。

床面 貼り床無し。床面はほぼ平坦である。

貯蔵穴位置不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。

カマド位置 東壁中央

規模 全長85cm 最大幅80cm 焚き口幅46cm

袖 無し。

煙道 住居壁を切り込んで、約60cm外へ延びる。

遺存状態集落内の住居中では比較的良く残ってい

た。煙道先端には礫が置かれ、粘土で全体は形成さ

れていた。燃焼部の両壁は良く焼けていた。

遺物出土状態 右袖内側に須恵器の甕破片が、煙道

先端部から須恵器や土師器の甕破片が出土した。
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II 検出された遺構と遺物

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

34号住居跡（第250・251・317・343図、 PL146・167・ 

183) 

位置 E区r• s -34 • 35 

主軸方位 N131゚E

重複 36号住→35号住→32号住→33号住→34号住

規模縦（1.80)m X横 (2.20)m X深さ0.25m

形状隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。下半部

は粘性を持つ灰黄褐色土である。

掘り方 ローム漸移層ブロック及びAs-Cを含む褐

色土により埋められていた。北側は床面よりほとん

ど下がらないが、南側は遺物がまとまって出土した

部分を中心として床面より約15cm前後下がる。明確

な床下土坑、ピット等は検出されなかった。

床面貼り床有り。床面はほぽ平坦であるが、掘り

方がある部分については緩やかに窪む。床は特別に

硬くしまってはいなかった。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 カマド内から甕の破片が、カマド手

前から 2点ほどの土器片が出土した。他はすべて掘

り方調査時に破片で出土したものである。

カマド 位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長90cm 最大幅55cm 焚き口幅31cm

袖有り。

煙道住居壁を切り込んで、約75cm外へ延びる。

遺存状態 非常に良く残っていた。カマド構築材に

は主に角礫や亜角礫が使用され、その間を粘土で埋

めて全体が形作られていた。手前の大形の礫はもと

もとは両袖の上に載っていたものと考えられる。燃

焼部から煙道にかけてはよく焼けていたが、床面に

純粋な焼土層や灰層はなかった。

遺物出土状態 カマド壁や左袖から瓦の破片が出土

したが、礫とともにカマドの構築材として使用され

たものと思われる。
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備考時期不明。

35号住居跡（第252• 318図、 PL147 • 167 • 181) 

位置 E区r• s -34 • 35 

主軸方位 N83゚E

重複 36号住→35号住→32号住→33号住→34号住

規模縦3.50mX横 (2.40)m X深さ0.22m

形状長方形か？

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。 34号

住の埋没土よりも As-Cの量は多い。

掘り方北半部は掘り方を持たないが、南半部は床

面より約3cm前後下がる。砂質で単一的な褐色土が

堆積していた。特に明確な床下土坑、床下のピット

等は検出されなかった。

床面貼り床有り。床面はほぼ平坦であり、良くし

まっていた。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 灰釉陶器破片 (35住 1)が南東隅か

ら、北西隅から土器小破片が3点、その他は小破片

が散在的に出土した。

カマド位置不明。南壁の可能性有り。

備考 10世紀前半頃の住居と考えられる。

36号住居跡（第252図、 PL 147) 

位置 E区r-35 

主軸方位 N86°E 

重複 36号住→37号住

規模縦2.00mX横 (0.90)mX深さ0.12m

形状不明。

埋没土 As-Cを多量、ローム漸移層ブロック溶混

を含む暗褐色土である。

掘り方 明確な掘り方は持たない。床下土坑、床下

のピット等もない。

床面 貼り床無し。ほぼ平坦であるが、若干の凹凸

を有する。

貯蔵穴位置不明。



周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態 時期判定の参考にできるような遺物

は出土しなかった。

カマド位置不明。

備考 10世紀中頃以前と考えられるが、明確な時期

は不明である。

37号住居跡（第253• 318図、 PL147 • 167) 

位置 E区Q • r -34 • 35 

主軸方位 N88゚E

重複 38号住→37号住→39号住 37号住→84号住

規模縦2.80mX横2.70mX深さO.llm

形状隅丸方形

埋没土 As-Cを多く、暗褐色土プロックを斑状に

含む茶褐色～黄褐色土である。南側の方が、As-Cの

量がやや多い。

掘り方 As-Cを少量、焼土粒子や灰白色粘質土、

ローム漸移層ブロック溶混等が混じる暗褐色～褐色

土により埋められていた。床面より深いところで約

15cm程下がる。カマド手前の 2基の土坑は本住居跡

に伴うものとは考えられない。

床面貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬く良くしまっ

ていた。

貯蔵穴位置南東隅

規模 長径約50cm 短径約40cm 深さ約5cm 

形状楕円形

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 中央部よりやや南西寄りの部分に小

破片で散在的に出土した。全体的に遺物量も少な

かった。

カマド 位置東壁中央よりやや北寄り

規模全長91cm 最大幅88cm 焚き口幅48cm

袖無し。

煙道住居壁を切り込んで、約65cm外へ延びる。

遺存状態極めて良く残っていた。角礫や亜角礫を

配置して、その間を粘土で固定して全体の形を整形

4.平安時代

していた。燃焼部は特に良く組まれており、礫は赤

変していた。焚き口南側には約5cm程の灰層があっ

た。掘り方は使用面より約8cm程下がる。

遺物出土状態 わずかに甕破片等の土器片が出土し

ている。角礫及び亜角礫が多く検出された。

備考 10世紀前半頃の住居と考えられる。

38号住居跡（第253• 318図、 PL147・167)

位置 E区Q • r -34 • 35 

主軸方位 N89゚E

重複 38号住→37号住→39号住

規模縦 (3.30)m X横4.00mX深さ0.24m

形状隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。

掘り方 As-Cや暗褐色土ブロックを斑状に含む暗

灰黄褐色～黄褐色土である。床下土坑1、長径約88

cm、短径約65cm、深さ約25cm、床下土坑2、長径約

95cm、短径約85cm、深さ約45cmがある。部分的に床

面より約10cm程下がる。

床面貼り床有り。全体にやや凹凸が有り、特に床

下土坑1は凹凸が大きい。床下土坑1上で約10cm程

の貼り床があるが、それ以外のところでは見られな

し）。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 西半部、特に南西部から比較的まと

まって小破片の状態で出土した。図化した杯 (38住

1 • 2)はいずれも床下土坑の西側から検出された

ものである。

カマド位置東壁に位置するものと考えられる

が、 37号住に壊されているため不明である。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

39号住居跡（第254• 255 • 318因、 PL147・167)

位置 E区q-35 

主軸方位 N90°E 

重複 38号住→39号住 40号住→39号住
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規模縦2.lOmX横3.10mX深さ0.09m

形状隅丸長方形

埋没土 As-Cを少量、茶褐色土ブロックを斑状に

含む暗褐色土である。

掘り方 As-Cを少量含む暗褐色土により埋められ

ていた。西側の床下土坑上では灰や炭化物の層が確

認された。（なお、これらの床下土坑が40号住に伴う

ものか、 39号住に伴うものかは不明であるが、調査

時所見では40号住のものと推定した。）

床面貼り床有り。ほぽ平坦であり、特別に硬くし

まってはいなかった。

貯蔵穴無し。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 角礫及び亜角礫は出土したが、土器

片はほとんど出土しなかった。わずかに須恵器甕破

片が若干検出されたのみであり、明確な時期判定に

使えるような遺物は 1点もなかった。

カマド位置東壁やや南寄り

規模全長127cm 最大幅118cm 焚き口幅63cm

袖無し。

煙道住居壁を切り込んで、約83cm外へ延びる。

遺存状態比較的良く残っていた。円礫や亜角礫を

配置し、その間を粘土でおさえ全体を形作る手法は

37号住のカマドと良く似ているが、こちらの方がや

や角が丸い礫が多いように思われる。礫は火熱のた

め若干赤変していた。焚き口か、燃焼部に部分的に

焼土が残っていた。

遺物出土状態遺物はまったく出土しなかった。

備考住居の切り合い関係から、 10世紀後半以降～

11世紀代のものと考えられる。

40号住居跡（第254•255•318•338図、 P L148•168• 

181) 

位置 E区Q-35 • 36 

主軸方位 N86'E 

重複 40号住→39号住

規模縦（1.50)m X横3.20mX深さ0.14m
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形状不明。

埋没土 As-Cを多く含む灰褐色土である。下半部

は灰褐色粘質土ブロックを含む。

掘り方 カマド手前等に約3cm前後の灰を含む暗褐

色土が認められた。カマド手前を除く部分に 6基の

床下土坑が検出された。径約60cmの円形で小形の床

下土坑2• 3、長径約140cm、短径約75cmの長楕円形

の床下土坑4、径約75cm前後の中形の床下土坑l、

長径約100cm以上のやや楕円形を呈するも床下土坑

5 • 6（このうち39号住内に位置する床下土坑2.

5 • 6は40号住に伴うものとは言えないと思われ

る。）

床面貼り床有り。ほぼ平坦であり、比較的良くし

まっていた。

貯蔵穴無し。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 北東部から土器の小破片が出土した

が、それ以外はほとんどカマド内もしくはその手前

からの出土である。

カマド位置東壁やや南寄り

規模全長122cm 最大幅82cm 焚き口幅38cm

袖無し。

煙道住居壁を切り込んで、約35cm外へ延びる。

遺存状態 カマド燃焼部は若干の礫と粘土によって

形作られていたものと考えられる。 39号住などに比

べると使用されている礫の量は少ない。右袖側には

未固結凝灰岩と角礫と焼土が部分的に残っていた。

左袖側には厚さ約10cm程の粘土層が残っていた。使

用面に焼土層や灰層は残っていなかった。

遺物出土状態 カマド内から甕の小破片が、カマド

手前から右袖側にかけて甕破片が出土した。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

41号住居跡（第256• 318図、 PL148 • 168) 

位置 E区r-38 

主軸方位 N86゚E

重複無し。



規模縦(1.80)m X横 (2.50)mX深さ0.29m

形状不明。

埋没土茶褐色土ブロックを斑状に、 As-Cを少量

含む暗褐色土である。

掘り方 As-Cを少し含む暗褐色土により埋められ

ていた。確認された部分の中央が東西にやや高く、

それを境に南側と北側が緩やかに窪む。北東部と南

東部に径約65cm程で、深さ約5cm程の浅い床下土坑

がある。

床面 貼り床有り。南半部は比較的平坦であるが、

北半部は緩やかに窪む。差ほど硬質な面は残ってい

なかった。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態埋没土中より若干の土器小破片が出

土した。

カマド位置不明。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

42号住居跡（第257·258•318·338·344図、 PL148・ 

168 • 181 • 184) 

位置 E区r-37、s-38 

主軸方位 N91゚E

重複 41号住→42号住 39号住→42号住

規模縦3.00mX横3.80mX深さ0.31m

形状隅丸方形

埋没土 As-Cを多く、茶褐色土ブロックを斑状に

炭化物を多く含む暗褐色土である。下半部の方がわ

ずかに暗い。

掘り方 北半は床面からほとんど下がらず、明確な

掘り方は持たないが、南側のカマド手前付近は床面

より約7、8cm~20cm程下がる。掘り方調査時に長

径約55cm、短径約45cm、深さ約10cmのピット 2が、

長径約70cm、短径約54cm、深さ約18cmのピット 1が

検出された。

床面貼り床有り。ほぼ平坦であるが、 北側の39号

土坑に近い部分は若干窪む。

4.平安時代

貯蔵穴位置不明。ピット 2がその可能性がある。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態遺物は北東隅及び北西隅を除いた、

部分から出土した。南西部は攪乱により壊されてい

た。ピット 1から42住3の杯が、カマド右脇から鉄

製紡錘車の芯棒（鉄10)が検出された。

カマド位置東壁南寄り

規模全長172cm 最大幅178cm 焚き口幅40cm

袖 右袖はあまりはっきりしないが、左袖は長さ約

65cm、高さ約18cm程残っていた。

煙道住居壁を切り込んで、約80cm外へ延びる。

遺存状態比較的良く残っていた。角礫や亜角礫、

円礫を用いてカマドを組み上げ、その間を粘土で埋

める手法により形作られていた。カマド手前からは

多くの炭化物片が検出された。掘り方は焚き口部分

が約10cm程緩やかに窪む。

遺物出土状態 右袖部から須恵器の甕 (42住4)破

片が、カマド内より甕の破片等が出土した。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

43号住居跡（第259• 319図、 PL148 • 168) 

位置 E区Q • r -38 

主軸方位 N88゚E

重複 43号住→37号土坑

規模縦 (0.90)mX横(1.10)m X深さ0.25m

形状隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多量、礫(<I>約1~3cm)を含む暗

褐色土である。中心部に As-Cの量が多く、周辺部は

少ない。

掘り方 As-Cをほとんど含まない暗褐色土で埋め

られていた。床面より約5cm程下がるが、目立った

床下土坑、ピット等はなかった。

床面貼り床有り。ほぼ平坦であり、あまり硬くし

まった面はなかった。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴不明。
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遺物出土状態 土器破片は特に集中する部分はな

く、ほぽ全体から散在的に出土した。

カマド位置 不明。

備考 時期不明。

44号住居跡 （第260• 319図、 PL149 • 168) 

位置 E区P-38

主軸方位 N72゚E

重複 無し。

規模 縦 (0.90)mX横3.20mX深さ0.41m

形状 隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多く、茶褐色土ブロックを斑状に

含む暗褐色土である。

掘り方 As-Cを少量含む暗褐色土により埋没して

いた。北半部は床面より約5cm程下がるが、床下土

坑等明確な掘り方はなかった。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、特に硬くしまっ

た面は認められなかった。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 無し。

遺物出土状態 埋没土中より須恵器椀の小破片が出

土したが、床面か掘り方から検出された遺物は縄文

土器や石器等、縄文時代の遺物であった。

カマド位置 不明。

備考 時期不明。

45号住居跡 （第261• 262 • 319図、 PL149 • 168) 

位置 E区P• Q -34 • 35 

主軸方位 N91゚E

重複 77号住→45号住→46号住

規模 縦3.50mX横3.70m X深さ0.32m

形状 隅丸方形

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色～褐色土である。

下半部の方がやや明るく、 As-Cの量もやや少ない。

かなりしまりが良く、人工的に埋め戻されている可

能性がある。

掘り方 As-Cを少量含む褐色～暗褐色土により埋
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没していた。下半部は暗褐色土に褐色土ブロックが

斑状に混じる。南側中央部分は幅約90cm、床面から

の深さ約20cm程窪む。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、良くしまって

いた。

貯蔵穴 位置 不明。

規模 長径約58cm 短径約54cm 深さ約15cm

形状 円形

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 住居南側中央より若干の小破片が出

土したが、それ以外はほとんどカマド内及びその周

辺からの出土であった。

カマド位置 東壁南東隅

規模 全長113cm 最大幅61cm 焚き口幅34cm

袖 無し。

煙道 住居壁を切り込んで、約100cm程外へ延びる。

遺存状態 上半部は削平されたものと思われる。燃

焼部に落ち込んでいた細長い礫は、カマドの焚き口

の上に載っていた可能性がある。構築材には礫と粘

土が用いられていた。カマド手前には灰層があった。

右袖側に残る石組みは、北側のカマドを作り変える

前の古いカマドの可能性がある。

遺物出土状態 カマド煙道先端部から、まとまって

羽釜の大形破片が出土した。カマドの上半部が削平

されているため判断が難しいが、カマドで使用され

ていた可能性があるものもあった。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

46号住居跡 （第261・262・319・320図、 PL149・168・

169) 

位置 E区P• Q -34 • 35 

主軸方位 N95°E 

重複 77号住→45号住→46号住

規模 縦3.20mX横4.lOmX深さ0.46m

形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色～黒褐色土であ

る。上半部は礫(ef,約 1~3cm)や茶褐色土プロッ



クを斑状に含む。下半部は As-Cの量がやや少なく、

ロームブロックを含む。

掘り方 南半は黒褐色土を含む暗褐色土、北半は暗

褐色土を含むにぶい黄褐色土により埋められてい

た。全体に床面より約5cm前後下がる。長径約70cm、

短径約65cm、深さ約27cmの床下土坑がある。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴位置 北壁寄り中央。、本住居跡よりも新し

い可能性もある。

規模 径約70cm 深さ約36cm

形状 ほぼ円形

周溝 幅約10cm、深さ約3cm前後で南東隅からカマ

ド左袖手前まで廻る。

柱穴 無し。

遺物出土状態 カマド及びカマド手前等を除くと、

ごくまばらに小破片が出土しただけである。

カマド位置 東壁やや南寄り

規模 全長125cm 最大幅97cm 焚き口幅25cm

袖 両袖には石と粘土が用いられていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約65cm外へ延びる。

遺存状態 比較的良く残っていた。カマド構築材に

は主に礫と粘土が用いられていたが、他のカマドに

比べ円礫が多かった。燃焼部壁は赤く焼けていた。

支脚には円礫が2つ立てられていた。手前の大きめ

の角礫は焚き口の上に載っていたものと思われる。

カマド底には約10cm程の焼土と灰の層が堆積してい

た。掘り方では焚き口部分は緩やかに窪む。

遺物出土状態 カマド内及びその手前からは多くの

甕破片、杯等が出土していたが、ほとんどのものが

カマド構築材の一部に使用されていたものと思われ

る。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

47号住居跡 （第263・320・338・345図、 PL149・169・

181・184)

位置 E区m-35

主軸方位 N86°E 

4.平安時代

重複 無し。

規模 縦3.20mX横4.10mX深さ0.47m

形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色～黒褐色土であ

る。下半部は As-Cの量は少なく、ローム漸移層ブ

ロックを多く含む。

掘り方 As-Cを少量、焼土粒子を微量含む黒褐色

土により埋められていた。床面より約5~10cm程下

がる。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴位置 不明。掘り方調査時に、ピット 4（長

径約80cm、短径約60cm、深さ約20cm)が確認された

が、これが貯蔵穴の可能性がある。

周溝 無し。

柱穴 掘り方調査時に長径約45cm、短径約23cm、深

さ約5~10cmのピット 3基が検出されたが、明確な

柱穴は確認できなかった。

遺物出土状態 住居全体から小破片が散在的に出土

したが、ほとんどがカマド内及びカマド手前からの

ものであった。カマド手前からまとまって出土した

破片は接合し、 47住4の甕となった。同甕は底部表

面は剥落しており、胴上部までススが付着していた

ので、カマドで火にかけて使用していたものが転げ

落ちたものと考えられる。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長102cm 最大幅70cm 焚き口幅20cm

袖 左袖は角閃石安山岩の切り石の上に円礫が載せ

られていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。

遺存状態 良好に残っていた。角礫や角閃石安山岩

の切り石を利用して組まれており、左袖ばかりでな

＜焚き口部分にも切り石が敷かれていた。燃焼部か

ら煙道部分にかけては良く焼けていた。手前の角礫

や切り石は構築材として使用していたにしては量が

多すぎる。掘り方は使用面より約20cm窪み、その中

には焼土粒子や炭化物を含む灰が堆積していた。

遺物出土状態 カマド奥から正位で出土した鉢 (47

307 



II 検出された遺構と遺物

住2) は支脚として据えられていたものと考えられ

る。羽釜の大形破片が焚き口から左袖側にかけて出

土した。手前から多くの角礫、切り石が出土した。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

48号住居跡 （第264• 320 • 346図、 PL150・ 169・184)

位置 E区 I• m-34 

主軸方位 N84゚E

重複 無し。

規模 縦3.00mX横2.90mX深さ0.39m

形状 隅丸方形

埋没土 中央部は As-Cを多く含む暗褐色土、その

周辺は As-Cと漸移層ブロックを多量に含む茶褐色

土、さらに住居縁辺は As-Cを少量含む黒褐色土で

ある。

掘り方 黒褐色土とロームの混合土により埋められ

ていた。床面より約 2、3cm~5、6cm程下がる。

カマド西側に長径約95cm、短径約55cm、深さ約20cm

の床下土坑がある。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であるが、北西隅の土

坑付近はやや下がる。

貯蔵穴位置 北西隅。セクションでは上部にしま

りの良い層があり床下土坑の可能性も否定できない

が、本土坑がその可能性が高い。

規模 長径約95cm 短径約85cm 深さ約50cm

形状 ほぼ円形

周溝 幅約15cm、深さ約5cmで北東付近と西壁～南

西隅にかけて廻る。

柱穴 無し。

遺物出土状態 北西隅を除き、ほぽ住居全体から破

片の状態で出土した。南半、北半で分けると南半部

の方に集中する傾向が見られた。床面よりもやや浮

いているものが多かった。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長100cm 最大幅115cm 焚き口幅68cm

袖 左袖は粘土で、右袖は細長い円礫を使用してい

た。

煙道 住居壁を切り込んで、約35cm外へ延びる。
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遺存状態 石組みのものに比べるとあまり良好とは

言えない。東壁に対して直交せず、やや北向きに作

られていた。左袖の粘土は赤く焼けていた。掘り方

は焚き口部分で使用面より約20cm程下がり 、そのう

ち約18cm程は焼土粒や炭化物を含む灰層であった。

遺物出土状態 カマド奥と両袖部分から羽釜の破片

等が出土した。両袖のものは構築材の一部として使

用されていたものと思われる。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

49号住居跡 （第265・321・346図、PL150 ·170•184) 

位置 E区k-35

主軸方位 NllO゚E

重複 無し。

規模 縦2.60mX横2.60mX深さ0.33m

形状 隅丸方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。床面

近くには、 As-Cをわずかに含むやや黄色味を帯び

るしまりの良い暗褐色土が約 2~3cm堆積してい

た。

掘り方 カマド周辺を除き、明確な掘り方は持たな

し＼。

床面 貼り床無し。ほぽ平坦で硬くしまっていた。

床面にはやや粘性のあるしまりの良い土が堆積して

いた。

貯蔵穴位置 北東。西壁中央の長径約80cm、短径

約45cm、深さ約20cmの長楕円形を呈する土坑がその

可能性がある。

規模 長径約50cm 短径約40cm 深さ約35cm

形状 楕円形

周溝 幅約15cm前後、深さ約3cm前後で北壁～南壁

カマド右側まで廻る。

柱穴 無し。

遺物出土状態 小破片がごくわずかに住居東半部よ

り散在的に出土した。それ以外にほとんど礫が出土

した。

カマド位置 南東隅。

規模 全長65cm 最大幅62cm 焚き口幅25cm



袖 両袖は 1つの細長い石を 2分割し、その上に角

礫が据えられていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約32cm外へ延びる。

遺存状態 天井は崩れていたが、比較的良く残って

いた。焚き口部分にあった未囲結凝灰岩は天井石の

可能性がある。手前の礫も構築材の可能性が高い。未

固結凝灰岩は近くから切り出してきているものと思

われるが、風化のため削り痕は確認できなかった。両

袖よりも奥側は粘土で作られており赤変していた。

遺物出土状態 燃焼部とカマド右前から出土した内

黒土器が接合した(49住 l)。その他に小形杯破片(49

住2)が若干出土しただけで目立った遺物はなかっ

た。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

50号住居跡 （第266• 321図、 PL150 •170)

位置 E区i • j -34 • 35 

主軸方位 N95゚E

重複 50号住→北東隅土坑

規模 縦2.80mX横3.40mX深さ0.38m

形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多く含む黒褐色～暗褐色土であ

る。下半部の方が明るく、 As-Cの量も少ない。

掘り方 As-Cを少量含む黒褐色土である。掘り方

の土というよりも床面に踏み固められた土という感

じであり、特別な床下土坑等は持たない。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴位置 ピット 1長径約55cm、短径約50cm、

深さ約22cm及びピット 2長径約60cm、短径約40cm、

深さ約26cmもその可能性がある。

規模 長径約50cm 短径約45cm 深さ約10cm

形状 ほぼ円形

周溝 有り。

柱穴 不明。

遺物出土状態 カマド及びカマド周辺部を中心とし

て、東半部より出土した。小破片が多かった。遺物

量は少ない。

4.平安時代

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長133cm 最大幅120cm 焚き口幅50cm

袖 左幅は円礫と粘土により作られていたが、右袖

は不明瞭であった。

煙道 住居壁を切り込んで、約60cm東へ延びる。

遺存状態燃焼部底面及び壁は、良く焼けており赤

変していた。左袖に使われていた石の内側とカマド

手前に散っていた礫も焼けており、構築材に使用さ

れていたものと考えられる。掘り方は使用面より約

27cm下がり、その中には灰がつまっていた。

遺物出土状態 羽釜や甕破片が、燃焼部から右袖側

にかけて出土した。カマド構築材として使用されて

いた可能性もある。

備考 11世紀代の住居と考えられる。

51号住居跡 （第267・268・321・322・338図、 PL150• 

170 • 171・181)

位置 E区j • k-33 

主軸方位 N91゚E

重複 52号住→51号住

規模 縦3.00mX横3.80mX深さ0.28m

形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。下半

部はロームブロックを少量含みやや明るい。

掘り方 ロームブロックを含む黒褐色土により埋め

られていた。掘り方の底に近い方が、含まれるロー

ムブロックの割合が多い。全体にかなり凹凸を持ち、

南東隅から西壁にかけては不規則に窪む。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であるが、若干北側に

傾斜している。部分的に硬くしまった部分もあった

が、全体的にはあまり硬くしまった状態ではなかっ

た。

貯蔵穴 位置 南東隅。土坑1長径約115cm、短径約

95cm、深さ約20cmの楕円形、これもその可能性があ

る。

規模 長径約64cm 短径約60cm 深さ約17cm

形状 ほぽ円形

周溝 幅約20cm、深さ約3cmで西壁中央～カマド左
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側手前約50cmまで北側に廻る。

柱穴 不明。南西隅に角礫があったが、柱の根石の

可能性も否定できない。

遺物出土状態北壁側を除き、ほぼ全体から多量の

遺物が出土した。床面から浮いたものもあるが、床

に付いたものも多かった。接合関係はカマド内同士

やカマド内とその手前の遺物等、カマドを中心とす

る接合関係のものが多いが、北東隅の土坑の端から

出てきたものとカマド内の羽釜の接合例 (51住10)

もある。

カマド位置東壁やや南寄り

規模全長115cm 最大幅110cm 焚き口幅42cm

袖 手前に長く延びるものではないが、角礫と粘土

により構築されていた。

煙道住居壁を切り込んで、約65cm外へ延びる。

遺存状態 天井部分は崩落して残存していなかった

が、比較的良く残っていた。角礫を用いてその間を

粘土で埋める手法は他のカマドと同じであるが、燃

焼部の掘り方からも多くの羽釜破片が出土してお

り、下に敷かれていた可能性もある。掘り方は使用

面より約15cm程下がり、そのうち厚さ約8cmは灰層

であった。カマド手前は長径約65cm、短径約55cm、

深さ約9cm程窪む。

遺物出土状態破片に割れた状態で多量の羽釜が出

土した。掘り方からも多くの羽釜が出土したが、使

用面のものと接合するもの (51住11) もある。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

52号住居跡（第267・268・322・338・347図、 PL151・

171 • 181 • 185) 

位置 E区k-32• 33 

主軸方位 N89゚E

重複 52号住→51号住

規模縦2.lOmX横3.lOmX深さ0.15m

形状隅丸長方形

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。炭化材

を多く含む。

掘り方 陣場泥流層の小礫やロームを含む黒褐色土
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で埋められていた。全体的にかなり凹凸を持つ。北

西の大形礫のまわりは、若干土の色調は暗く掘り方

をもつものと思われる。掘り方も北側の方がやや下

がる傾向にある。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であるが、若干北側の

方が下がる。南側の方が、陣場泥流層の礫層までの

厚さが薄いためと考えられる。

貯蔵穴位置南東隅。かなり浅く明瞭なものはな

いが、掘り方調査時に確認された本土坑がその可能

性がある。

規模長径約80cm 短径約75cm 深さ約 5cm 

形状ほぽ円形

周溝無し。

柱穴 不明。南西隅の径約35cm、深さ約10cmのピッ

ト2基、カマドから50cm程手前の同様な小ピットと

北西隅の同様な小ピットもその可能性がある。北西

部の大形礫も柱の根石の可能性がある。

遺物出土状態 住居南東部のカマド手前からの出土

が多かった。羽釜破片等が多いが、 52住 1のように

ほぽ完形の杯も出土した。住居そのものは浅く上は

かなり削平されているものと思われるが、全体から

多くの炭化材や炭化物粒子が出土しており、焼失家

屋の可能性が高い。南壁より鉄—15が出土した。

カマド位置東壁南寄り

規模全長67cm 最大幅 (45)cm 焚き口幅35cm

袖不明。

煙道住居壁を切り込んで、約35cm外へ延びる。

遺存状態 使用面より上は削平されており残ってい

なかった。焚き口部分にかろうじて、長径約35cm、

短径約25cmの炭化物や焼土粒子を含む範囲を確認し

た。掘り方はやや不規則に窪むが、石の下とその対

面側の凹みが両袖の痕跡の可能性がある。

遺物出土状態焚き口部分から羽釜が 1点出土し

た。それ以外の羽釜破片はカマド右前の貯蔵穴付近

からの検出であった。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

53号住居跡（第269• 323 • 338図、 PL151・171・181)



位置 E区i • j -32 • 33 

主軸方位 N95゚E

重複無し。

規模縦3.lOmX横3.lOmX深さ0.36m

形状 隅丸方形、西壁は段を有する。

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。下部

はAs-Cの量はやや少なく、暗黄褐色土ブロックや

ローム漸移層ブロックを含む。

掘り方 As-Cを含む黒褐色～暗褐色土により埋め

られていた。カマド手前の床下土坑の壁には粘土が

貼り付けられており、中には暗褐色土とロームの混

合土が詰められていた。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であるが、わずかに北

側に傾斜する。

貯蔵穴位置南東隅。ピット 1長径約80cm、短径

約60cm、深さ約26cm、ピット 2長径約70cm、短径約

65cm、深さ約25cmの隅丸方形がある。

約26cm程の礫が右袖に近い方から出土している。

規模長径約50cm 短径約40cm 深さ約24cm

形状楕円形

周溝無し。

柱穴なし。

遺物出土状態 全体的に遺物量はあまり多くない。

カマド部分を除き住居内全体から小破片の状態で散

在的に出土したが、レベル的には床面近くのものが

多い。

カマド位置東壁南寄り

規模全長 (60)cm 最大幅95cm 焚き口幅40cm

袖 左袖には角礫と瓦が使用されていた。右袖は粘

土で作られていた。

煙道攪乱で切られ不明。

遺存状態 東側を攪乱で切られていたため、残りは

あまり良く無かった。燃焼部中央と両袖の粘土を使

用した部分は良く焼けており赤変していた。焚き口

部分から燃焼部にかけては、炭化物と焼土粒子が

散っていた。掘り方は使用面より約15cm程下がり、

そのうち約10cm程が灰層であった。灰層の下には硬

くしまった暗黄褐色土があった。

4.平安時代

遺物出土状態 カマド燃焼部から内黒の椀(53住 1)

が、左袖部から燃焼部壁にかけて瓦5.6が出土した。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

54号住居跡（第270• 323図、 PL151 • 171) 

位置 E区j-31、k-31• 32 

主軸方位 Nl09゚E

重複 86号住→84号住→56号住→54号住→82号住

規模縦 (0.70) m X横(1.20)m X深さ0.16m

形状縦長方形

埋没土 As-Cを多量に、焼土粒子をやや多く含む

暗褐色土である。 82号住の埋没土よりもやや暗い。

掘り方明確な掘り方は持たない。

床面貼り床無し。比較的平坦であり、良くしまっ

ていた。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態 北壁から西壁にかけて、かなり壁に

近い部分から出土した。 82号住や86号住と重複する

部分も多く平面的にどの住居に伴うものか難しいと

ころであるが、セクションや床面のつながりから本

住居に伴うものと判断した。

カマド位置東壁中央

規模全長80cm 最大幅100cm 焚き口幅52cm

袖 陣場泥流層を掘り残して作られていた。

煙道住居壁を切り込んで、約60cm外へ延びる。

遺存状態上部は削平されており、あまり良好とは

言えない。燃焼部中央の礫は支脚の可能性がある。

袖も含めカマド全体が陣場泥流層を掘り貫いて作ら

れているため使用面からほとんど下がらないが、袖

の内両側に小ピットが検出された。手前から粘土が

検出された。

遺物出土状態 遺物はほとんど出土しなかった。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

55号住居跡（第271・272• 323 • 338図、 PL151・171・

181) 
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II 検出された遺構と遺物

位置 E区j • k -31 

主軸方位 N8TE 

重複 86号住→84号住→56号住→54号住→81号住→

55号住

規模縦2.10mX横3.30mX深さ0.08m

形状隅丸横長方形

埋没土 As-Cを多量に含むしまりの良い暗褐色土

である。

掘り方特別な掘り方は持たない。

床面貼り床無し。ほぼ平坦であり、硬くしま って

いた。

貯蔵穴 無し。南西部の土坑はセクションで確認し

たが、明らかに住居よりも新しいものであった。

周溝無し。

柱穴無し。

遺物出土状態掘り方及び埋没土中より小破片で甕

や杯類が出土したが、完形の遺物等はなかった。

カマド位置東壁中央やや北寄り

規模全長85cm 最大幅85cm 焚き口幅37cm

袖 右袖は不明瞭であるが、左袖は礫を粘土で挟み

込む様に形作られていた。

煙道掘り方は住居壁を切り込んで、約50cm程外へ

延びるが使用面はほとんど出ない。

遺存状態 上部は削平されており、あまり良好では

なかった。一部には礫が用いられていたが、ほぼ全

体は粘土より形作られていた。中央部の礫は天井に

使用されていた可能性がある。燃焼部奥壁は良く焼

けており、手前には径約70cmX70cmの範囲の炭化物

を含む焼けた粘性土があった。掘り方は使用面より

約7cm程下がる。

遺物出土状態杯や甕の小破片が若干出土した。そ

の他は角礫であった。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

56号住居跡（第273• 323 • 338図、 PL152•172•181) 

位置 E区j • k -31 • 32 

主軸方位 N89゚E

重複 86号住→84号住→56号住→82号住
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規模縦3.70mX横2.20mX深さ0.16m

形状隅丸縦長方形

埋没土 As-Cを多量、焼土ブロック少量、礫を含む

暗褐色土である。

掘り方 カマド手前に、炭化物粒子や焼土粒子を少

量含む暗灰褐色土により埋められた長径約110cm、短

径約80cm、深さ約10cmの楕円形の床下土坑があるが、

それ以外は目立ったものはない。

床面 貼り床一部有り。ほぼ平坦であるが、やや南

側が下がる傾向がある。床下土坑の影響でその上は

若干窪む。

貯蔵穴無し。

周溝 幅約15cm、深さ約5cmで北壁と西壁の一部に

廻る。

柱穴無し。

遺物出土状態 ほぽ全体から出土したが、図化した

完形もしくはそれに近い杯類はレベル的には床面よ

りもやや浮いた状態ではあったが、北壁に近い部分

から出土した。 56住2と3は2枚重ねで正位の状態

で出土した。カマド手前の床下土坑内から若干の土

器が出土した。

カマド位置東壁中央

規模全長188cm 最大幅78cm 焚き口幅60cm

袖無し。

煙道住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。

遺存状態 削平されており、ほとんど残っていな

かった。カマド右側には若干粘性土が残っており、

袖の一部であった可能性もある。カマド中央の角礫

は天井石の一部もしくは支脚の可能性がある。

遺物出土状態 ほとんど遺物の出土はなかった。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

57号住居跡（第274~276• 323 • 324 • 338 • 347 • 348 

図、 PL 152 • 172 • 181 • 185) 

位置 E区g• h -33 • 34 

主軸方位 N89゚E

重複 58号住→57号住

規模縦3.80mX横4.70m X深さ0.38m



形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。下部

に行くに従って As-Cの量は少なくなり、ロームブ

ロックや炭化物粒子を含むようになる。

掘り方 ロームブロックを含む暗褐色～黒褐色土で

ある。南壁中央付近に径約80cm、深さ約20cm程の床

下土坑3基が、北壁中央に同規模の床下土坑があっ

た。いずれの土坑の埋土にも粘土が含まれており、

特に床下土坑3の壁面には灰紫色の粘土が貼られて

いた。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、硬くしまって

いた。北東側で58号住と重複しており、その部分で

は若干下がっていた。

貯蔵穴 無し。

周溝 幅約10cm、深さ約4cmで西壁側のみで検出さ

れた。

柱穴 不明。掘り方調査時に北西隅より長径約45cm、

幅約30cm、深さ約8cmの小ピットが検出された。

遺物出土状態 ほぼ全体から出土したが、北東部分

はやや少ない傾向が見られた。ほとんどのものが床

よりあまり浮かない状態で検出された。カマド以外

では住居中央部にまとまりが見られた。土器では羽

釜、内黒の椀、甕が、鉄器では鉄釘が出土した。そ

れ以外に西壁側で台石が南西隅付近で大形の砥石

(S 3)が出土した。西側の小鍛冶遺構 (61号住居

跡）と何らかの関係を推定させる。

カマド位置 東壁やや南寄り

規模 全長130cm 最大幅151cm 焚き口幅32cm

袖 礫を用い、粘土で形作られていた。

煙道 無し。

遺存状態 天井部分は崩落していたものの、 比較的

良く残っていた。焚き口から左袖にかけて検出され

た細長の礫はその可能性が高い。燃焼部は板状の円

礫や角礫を立てて用い、その間を粘土で埋めて形作

られていた。中央には細長い円礫が立てられていた。

支脚と思われる。内壁は良く焼けており赤変してい

た。底には約10cm程の灰が堆積していた。掘り方は

使用面より約25cm程下がる。

4.平安時代

遺物出土状態 燃焼部から左袖側にかけて多くの椀

や杯類が出土した。カマドの構築材の一部として使

用されていた可能性もある。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

58号住居跡 （第274・275・324・325・339図、 PL152 • 

173 • 181) 

位置 E区g• h -33 • 34 

主軸方位 N84°E 

重複 58号住→57号住

規模 縦3.20mX横3.80mX深さ0.32m

形状 隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。ロー

ムブロックも少量含まれるが、下部の方が含まれる

量はやや多い。

掘り方 ロームと黒褐色土の混合土により埋められ

ていた。南側の 2/3は緩やかに窪む。その中に長径

約85cm、短径約60cm、深さ約20cmの楕円形の床下土

坑がある。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴位置 北東隅

規模 長径約85cm 短径約74cm 深さ約21cm

形状 ほぼ円形

周溝 幅約10cm、深さ約3cmで東壁から北壁にかけ

て廻る。

柱穴 不明。掘り方調査にp1~p 3までの径約

30cm、深さ約15cm前後の小ピット 3基を検出した。

遺物出土状態 カマド及び貯蔵穴を除くと、北東隅

から鉄製の紡錘車や土器片が出土した。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長124cm 最大幅100cm 焚き口幅60cm

袖 無し。

煙道 住居壁を切り込んで、約50cm外へ延びる。

遺存状態 上部は削平され、天井は崩れておりあま

り良好ではなかった。燃焼部左右の立っていた礫は

原位置を動いていないものと思われる。中央部にみ

られる長い円礫は天井石と思われる。カマド手前に
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II 検出された遺構と遺物

は焼土及び炭化物の粒子が散っていた。掘り方は使

用面より約15cm下がる。約10cm程の灰層があった。

遺物出土状態 構築材の礫の上や礫と礫の間から土

片が出土した。カマド内から出土したものと右脇の

貯蔵穴内から出土したものとが接合した須恵の椀

(58住3)掘り方からも羽釜 (58住4)が出土して

おり下に敷かれていた可能性がある。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

59号住居跡 （第277・278・325・349~351図、 PL 153• 

173 • 185~187) 

位置 E区f • g -34 

主軸方位 Nl06゚E

重複 60号住→59号住

規模 縦(1.20)m X横4.00mX深さ0.26m

形状 不明。

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。上部

はやや砂質で、ロームブロックは含まない。下部は

As-Cの量が少なく、ロームブロックを含む。

掘り方 総社砂層ブロックを多く含む明褐色土によ

り埋められていた。カマド手前を除き、特別な土坑

とは確認できなかった。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、特別にしまり

は良くなかった。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。掘り方調査時にカマドの左右の袖前に

それぞれ径約40cm、深さ約20cm程の小ピットが検出

された。カマドの施設に伴うものか、あるいは柱穴

になる可能性もある。

遺物出土状態 住居西側のほとんどを攪乱で壊され

ているため、カマド内及びその周辺を除くとほとん

ど遺物は出土しなかった。

カマド位置 東壁南東隅

規模 全長182cm 最大幅100cm 焚き口幅55cm

袖 左袖は亜角礫と円礫が、右袖には角閃石安山岩

の切り石が用いられていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約125cm外へ延びる。先
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端に長径約30cm、短径約25cmの煙突が開く。

遺存状態 非常に良好な状態で残っていた。燃焼部

の上には黄褐色粘性土が残っており天井と考えられ

る。煙道もこの集落の中では一番良い。燃焼部から

煙道にかけては良く焼けていた。角閃石安山岩は焚

き口中ほどに落ちていたが上に載っていた可能性が

ある。掘り方は使用面より約15cm程下がる。

遺物出土状態 煙突部分を除き、焚き口から燃焼部

にかけて多くのものが出土した。遺物は多岐に亘り、

灰釉陶器の椀 (59住 1)、内黒の椀 (59住4)、須恵

器の杯 (59住3)、羽釜 (59住8)、甕 (59住6)な

どが出土した。甕や羽釜はカマドの壁内からも破片

の状態で検出された。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

60号住居跡 （第277• 326図、 PL153 • 174)

位置 E区f • g -34 

主軸方位 N109°E 

重複 60号住→59号住

規模 縦 (2.80)m X横4.30mX深さ0.25m

形状 隅丸横長方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色～黒褐色土によ

り埋没していた。下部は、ロームブロックや焼土粒

子を少量含む。

掘り方 地山の総社砂層ブロックを多く含む黒褐色

～明褐色土により埋められていた。南西隅には径約

20cm、深さ約10cm程の小ピットが不規則に並ぶ。南

東隅から西壁にかけて一列に浅い窪みが3基並ぶ。

それ以外は不規則に凹凸を持つ。

床面 貼り床有り。カマド手前を除きほぽ平坦であ

り、非常に良くしまっていた。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 南半部から散在的に小破片に割れた

状態で出土した。 60住4の羽釜底部は59号住のカマ

ドから出土した破片とカマド右前から出土した破片

が接合したものである。



カマド 位置 調査区壁のセクションから東壁南寄

りと確認できた。

規模 不明。

袖 左袖の一部と考えられる粘土が確認された。

煙道 不明。

遺存状態 カマド本体は調査区の東壁と考えられ

る。壁セクションで焼土や粘土が確認された。掘り

方は使用面より約6cm程窪み、その間には灰が堆積

していた。

遺物出土状態 焚き口右側から羽釜 (60住3)や須

恵器の椀 (60住2)が出土した。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

61号住居跡 （第279・326・352~354図、 PL153・174・ 

187 • 188) 

位置 E区g-32• 33 

主軸方位 Nll2゚E

重複 無し。

規模 縦2.20mX横3.50mX深さ0.14m

形状 隅丸横長方形北東隅がやや張り出す。比較

的浅かった。

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。

掘り方 ロームブロック、焼土粒子を少量含む暗褐

色土である。全体にかなり凹凸を持ち、平面に比べ

て新たに径約20~30cm程の小ピットが4基ほど検出

された。

床面貼り床有り。緩やかな凹凸を持ち、北側が若

干高くなる。床面は硬くしまってはいなかった。

貯蔵穴位置 南東隅

規模 長径約65cm 短径約64cm 深さ約9cm 

形状 ほぼ円形

周溝無し。

柱穴 不明。掘り方調査時に確認された小ピットが

その可能性がある。

遺物出土状態 遺物の大半が南半部から出土した。

特に、貯蔵穴及び炉跡や台石の周辺からまとまって

検出された。 61住7の羽口は先が炉の方を向いてお

り、その場所に据えられていたものと思われる。ま

4.平安時代

た炉の南隣りには円礫と亜角礫の台石 (S1•2)

があり、それらの周辺には微細なチップが散ってい

た。小スラグも確認されたがあまり大きなものはな

く、鉄製農具等を直す程度の仕事をしていたものと

考えられる。その他に羽釜の破片も散っていた。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長95cm 最大幅65cm 焚き口幅52cm

袖 無し。

煙道 住居壁を切り込んで、約50cm外へ延びる。

遺存状態 かなり上は削平されているものと思わ

れ、ほとんど残っていなかった。手前の部分からは

焼土と炭化物を含む粘性土が確認された。位置から

してカマドの可能性が高いが、炉跡の可能性も完全

には否定できない。

遺物出土状態 中央部から円礫 (S5)が、その隣

りからは鉄錆の付着した亜角礫 (S6)が出土した。

羽釜 (61住2• 4)出土した。

炉跡位置 住居内ほぼ中央

規模 長径約50cm 短径約50cm 深さ約10cm

形状 ほぼ円形

遺存状態 あまり良好な状態とは言えないが、床面

及び壁は焼けており上が赤くその下が青く変色して

いた。

遺物出土状態 土器小破片や周辺から羽口 (61住

6 • 7)が出土している。炉内からは小スラグ、鉄

滓も出土している。

台石周辺施設位置 住居内中央寄りやや西壁寄り

規模 円礫の周辺は長径約65cm、短径約43cm、深さ

約10cmの楕円形に窪む

遺存状態 多少動いている可能性はあるが、原位置

からあまり大きくは動いていないものと思われる。

台石を置く際に下をやや掘り窪めてから設置したも

のと思われる。西側の亜角礫のまわりにはそうした

施設はなかった。。

遺物出土状態 敲石や砥石に使用されたと考えられ

る礫 (S3・4)が出土した。かなり多量のチップ

が散っていた。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。
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II 検出された遺構と遺物

62号住居跡（第280·327•339·354図、 P L154・174・ 

181 • 188) 

位置 E区g• h -30 

主軸方位 N90゚E

重複 78号住→62号住

規模縦2.20mX横2.20mX深さ0.10m

形状隅丸方形

埋没土 しまりの良くないAs-Cを多く含む暗褐色

土である。

掘り方 ロームブロックを含む暗褐色～黒褐色土に

より埋められていた。埋没土に比べると As-Cの量

は少ない。掘り方は床面より約3cm程下がる。

床面 貼り床有り。北東部の攪乱部分を除きほぼ平

坦であり、非常に硬くしまっていた。

貯蔵穴位置南東隅。中央に円礫があり、若干の

土器片も出土した。

規模長径約48cm 短径約35cm 深さ約10cm

形状ほぽ円形

周溝幅約10cm、深さ約 3cmで東壁～北壁にかけて

と南壁中央で確認された。

柱穴不明。南隅に長径約50cm、短径約48cm、深さ

約25cmで土器片を出土した円形のピット 1がある。

南壁中央には長径約40cm、短径約38cm、深さ約8cm

の円形ピットがある。

遺物出土状態 北東部の攪乱部分を除き、ほぽ全体

から出土した。住居は上部がほとんど削平されてお

り約10cm程しか残っていなかったが、多くの遺物が

検出された。そのせいか床面に近いものが多かった。

個体としては羽釜が多かったが、 62住 lのような杯

も検出された。東壁中央付近からは刀子の（鉄21)

も出土した。南東部の貯蔵穴上から検出された円礫

は台石と考えられるが、穴の重石に転用された可能

性もある。

カマド位置東壁南寄り

規模 全長125cm 最大幅95cm 焚き口幅28cm

袖 左袖は明瞭ではなかったが、その位置に粘土が

残っていた。

煙道住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。
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遺存状態 削平されており上部施設はほとんど残っ

ていなかった。使用面までも約5cm程であった。カ

マド手前から貯蔵穴上を覆うように焼土粒子と炭化

物粒子を含む灰層が検出された。灰層を除いていく

過程で貯蔵穴上の円礫が確認された。掘り方は使用

面より約10cm程下がる。燃焼部両袖は粘土により形

作られておりそれをはずすと両脇が広がる。

遺物出土状態 カマド内のものは燃焼部の両壁に近

いところから出土した。カマド手前の羽釜(62住3)

はカマドで使用されていた可能性がある。燃焼部中

央の細長い角礫は変色状況から壁に立っていた可能

性がある。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

63号住居跡（第281• 327因、 PL154 • 175) 

位置 E区f • g -29 • 30 

主軸方位 Nll2゚E

重複 78号住→63号住→40号土坑

規模縦2.80mX横3.40mX深さ0.27m

形状隅丸方形

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色～黒褐色土である。

掘り方 As-Cを多く、ロームブロックを少量含む

黒褐色土により埋められていた。床面より平均約2

~3 cm、深い所でも約5cm程であり特別な床下土坑

等は持たない。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であるが、中央より北

寄り部分で長径約80cm、短径約60cm、深さ約10cmの

浅い窪みがある。

貯蔵穴位置不明。

周溝幅約10cm、深さ約5cmで、東壁から北壁と西

壁まで廻る。

柱穴不明。

遺物出土状態 カマド部分を除くと破片の状態でほ

ぼ全体から散在的に検出された。床直のものよりも

やや浮いたものが多かった。

カマド位置東壁やや南寄り

規模全長135cm 最大幅(50)cm 焚き口幅(14)cm

袖 左袖のみ検出された。右袖は40号土坑により壊



されていた。

煙道住居壁を切り込んで、約100cm外へ延びる。

遺存状態南側は40号土坑により壊されており、北

壁だけ残存していた。左袖の先端には円礫が使用さ

れ、粘土で固定されていた。奥の円礫も掘り方壁に

付けるように立てられていた。要所要所に円礫を用

い、その間を粘土に土器片を貼り付けて作られてい

た。掘り方は使用面より約10cm程下がり、燃焼部か

ら煙道部分にかけて 2カ所窪みを有する。

遺物出土状態 カマド内からは多くの羽釜(63住5)

や甕 (63住4)が検出されたが、壁に突き刺さって

いるものや粘土で貼り付けたようなものもあるので

構築材として使用されていた可能性が高い。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

64号住居跡（第282• 327 • 339図、 PLl54・175・181) 

位置 E区e• f -29 • 30 

主軸方位 NlOO゚E

重複 無し。

規模 縦2.80mX横3.20mX深さ0.29m

形状 隅丸方形

埋没土 As-Cを多く含む黒褐色土である。下部は

茶褐色土ブロックが混じる。

掘り方 As-Cを含む暗褐色～明褐色土によ り埋め

られていた。 茶褐色土ブロックも含まれるが、なぜ

か埋没土と比べあまりしまった土ではなかった。掘

り方は床面より約10cm程下がる。平面と比べてそれ

ほど大きな違いはないが、南西隅で長径約80cm、短

径約60cm程の不規則に窪む床下土坑が検出された。

床面貼り床有り。比較的平坦であるが、特に硬く

しま った面はなかった。南壁中央寄り部分で径約75

cm、深さ約7cm程の浅いピット 1が確認された。

貯蔵穴位置不明。カマド左脇の長径約45cm、短

径約40cm、深さ約15cmのピット 2が可能性がある。

周溝 無し。

柱穴 不明。南西隅の床下土坑の一部がその可能性

もある。

遺物出土状態 カマド及びカマド周辺を除くと、わ

4.平安時代

ずかに羽釜破片 (64住4)や灰釉陶器の椀破片 (64

住 1)が西壁付近から出土しただけであった。全体

的に遺物量は少ない。

カマド位置 東壁南東隅

規模 全長105cm 最大幅100cm 焚き口幅45cm

袖 手前に据えられていた礫が袖先と考えられる。

煙道 住居壁を切り込んで、約70cm外へ延びる。

遺存状態 天井は検出されなかったものの比較的良

い状態で残っていた。構築材には主に円礫や亜角礫

を、左袖側には多くの粘土を用い、一部には羽釜破

片をも利用して全体が形作られていた。粘土部分は

薄く赤変していた。袖石の内側も赤く焼けていた。

燃焼部中央の礫は天井の一部の可能性が高い。掘り

方は使用面より約10cm程下がる。

遺物出土状態 カマド内及び両袖脇から羽釜破片が

出土した。両袖脇のものは粘土のところに貼り付い

て出土したのでカマドの構築材として使用されてい

た可能性がある。右袖脇の高い位置から64住2のよ

うな杯類も検出された。

備考 10世紀後半頃の住居と考え られる。

65号住居跡 （第283図、 PL154) 

位置 E区C-29 • 30 

主軸方位 N103゚E

重複 無し。

規模 縦 (2.20)m X横2.10mX深さ0.28m

形状 隅丸方形。他の住居と比べても小形である。

東側は攪乱で切られる。

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色～黒褐色土であ

る。しまりは弱い。

掘り方 明確な掘り方は持たない。床下土坑、ピッ

ト等も検出されなかった。

床面 貼り床無し。ほぼ平坦であり、特に硬くしまっ

た面は持たない。西側は段状になる。

貯蔵穴 無し。

周溝 無し。

柱穴 無し。

遺物出土状態 比較的床に近い位置で、小破片が出
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II 検出された遺構と遺物

土しただけである。

カマ ド 位置 不明。有るとすれば東壁しか考えら

れないが、攪乱の底の状況からするとカマドを持た

ない可能性もある。

備考 明確な時期は不明であるが、 11世紀前半頃か

と思われる。

66号住居跡（第284・285・328・354図、 PL154•155· 

175 • 188) 

位置 E区C-28 • 29 

主軸方位 N105゚E

重複 無し。

規模 縦3.20mX横3.40mX深さ0.30m

形状 隅丸方形。北西部は試掘トレンチによって切

られる。

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。下部

の方がAs-Cの量はやや少なく、ロームブロックを

含む。

掘り方 As-Cを少量含む黒褐色土により埋められ

ていた。下部は黄褐色土ブロックを少量含みしまり

も上部より弱い。カマド手前の42号土坑の中には灰

や焼土等はなく、住居よりも古い段階のものと判断

した。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴 位置 南東隅。若干の土器片及び礫が出土

している。中には灰層が詰まっており、人為的に詰め

た可能性が高く他の貯蔵穴とは違う可能性もある。

規模 長径約60cm 短径約56cm 深さ約52cm

形状 ほぽ円形

周溝 幅約10cm、深さ約3cmで北壁と南壁に廻る。

柱穴 不明。北西隅に長径約55cm、短径約45cm、深

さ約12cmのピット 1がある。

遺物出土状態 小破片の状態で出土したものが多い

が、比較的床もしくは壁に付いて出土したものが多

かった。住居中央よりやや北東寄り部分で内黒の椀

(66住3)が出土した。それ以外はカマド及び貯蔵

穴周辺であった。

318 

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長135cm 最大幅80cm 焚き口幅25cm

袖 両袖先には円礫が用いられ、粘土で形作られて

いた。

煙道 住居壁を切り込んで、約75cm外へ延びる。

遺存状態 天井は崩落していたがそれ以外の施設は

良く残っていた。袖から燃焼部にかけて円礫を立て

て配置し、その間を粘土で埋め補助的に羽釜破片等

が貼り付けられていた。礫の内側及び壁は焼けて赤

変していた。燃焼部の中央にやや小形の細長い礫を

立て、その上に杯をかぶせ接地面が安定するように

作られていた。掘り方の小さな穴は石が立っていた

部分である。掘り方は使用面から約10cm程下がる。

遺物出土状態 カマド燃焼部から煙道にかけての両

壁から羽釜 (66住5)が出土していたが、構築材の

一部として使用されていたものと考えられる。左壁

からはスラグが出土したが、これもその一部と思わ

れる。また、中央部の支脚にかぶせるように66住 1

の杯が出土した。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

67号住居跡 （第286・328・339図、 PL155・175・176・ 

181) 

位置 E区b• c -30 

主軸方位 N96゚E

重複 無し。

規模 縦3.60mX横2.90mX深さ0.45m

形状 隅丸縦長方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。上、

中、下の 3層に分けると中間がやや暗い。

掘り方 As-Cを少量含む暗褐色土が底面に堆積し

ていた。掘り方は床面より約5cm程下がる。住居中

央やや北寄りに径約25cm、深さ約5cmの浅い小ピッ

トがあるが、それ以外は目立ったカマド周辺を除く

と土坑、ピット等はなかった。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴 無し。



周溝幅約10cm、深さ約3~7cmで南東隅を除く部

分に廻る。

柱穴 不明。掘り方調査時に確認されたカマド左脇

の小ピットと中央北寄りの小ピット等がその可能性

がある。

遺物出土状態西半部からはほとんど出土しなかっ

た。カマド及びカマド手前から集中して検出された。

全体に遺物量は多く杯の破片も出土したが、圧倒的

に羽釜の破片が多かった。埋没土中から 1本、掘り

方調査時に 2本、計3本の鉄釘が出土している。

カマド位置東壁やや南寄り

規模全長120cm 最大幅85cm 焚き口幅45cm

袖 両袖には礫が立てられていた。

煙道住居壁を切り込んで、約50cm外へ延びる。

遺存状態 天井部分はなかったものの比較的良好で

あった。手前の大形礫は天井石と考えられる。細長

い角礫及び亜角礫を立てて配置し、その間を粘土で

埋め羽釜破片を補助的に貼って形作られていた。壁

及び底面は非常に良く焼けており赤変していた。燃

焼部の立てられた角礫2個は支脚と考えられる。掘

り方は使用面から壁際で約20cm程下がる。

遺物出土状態 カマド及びその周辺から 4個体以上

の羽釜破片が出土した。燃焼部の底面から敷かれた

ような状態で出土したものもあるが、天井の崩落と

ともに潰されて散乱した個体もある。 67住5の羽釜

は壁に貼られたような状態で出土しており、構築材

の一部と考えられる。

備考 10世紀前半頃の住居と考えられる。

68号住居跡（第287• 329 • 339因、 PL155•176•181) 

位置 E区a• b -29 

主軸方位 Nll6°E 

重複無し。

規模縦3.lOmX横3.50mX深さ0.34m

形状 隅丸長方形。中央部は攪乱によって切られて

いた。

埋没土 As-Cを多鼠、小礫（¢約 1~2cm)を含む

黒褐色土である。

4.平安時代

掘り方 As-Cを少量含む暗褐色土により埋められ

ていた。掘り方は中央部が攪乱により壊されている

ためはっきりしないが、残っている部分からは床下

土坑、ピット等は検出されなかった。床面より約4

~5cm程下がる。

床面貼り床有り。比較的平坦であり、硬くしまっ

ていた。

貯蔵穴位置不明。

周溝 幅約10cm、深さ約7cmでカマド部分を除き全

周するものと思われる。

柱穴不明。

遺物出土状態 カマド周辺を除くとほとんど出土し

なかったが、東壁中央付近で鉄鏃（鉄25)が出土し

た。西側から出土したものは縄文土器片が多い。

カマド位置東壁南東

規模 全長93cm 最大幅77cm 焚き口幅28cm

袖 あまり内側に長くは入り込まない。左袖先の礫

は内側に倒れているものと思われる。

煙道住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。

遺存状態天井部分は崩落していたものの比較的良

好に残っていた。天井部についてはカマド手前に礫

や土器片とともに落ちていた。両袖と支脚は角礫を

用い、奥壁は粘土と土器片で形作られていた。燃焼

部の壁及び底面は良く焼けており赤変していた。掘

り方は中央部で使用面より約5cm程下がる。

遺物出土状態 68住1の台付鉢を割ってカマドに貼

り付けたように出土した。燃焼部奥の円礫の上には

カープのある破片が載せられていた。左袖脇の円礫

と角礫はカマドとは直接関係はないものと考えられ

る。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

69号住居跡（第288• 329 • 355図、 PLl55·176•189) 

位置 E区h-35• 36 

主軸方位 Nll9°E 

重複無し。

規模縦2.20mX横3.60mX深さ0.50m

形状 隅丸横長方形。南東隅に段を有する。
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II 検出された遺構と遺物

埋没土 しまりあまり良くない。 As-Cを多く含む

暗褐色土である。

掘り方 As-Cを少量含む黒褐色土により埋められ

ていた。床面より約5cm程下がるが特別な土坑、ピッ

ト等は検出されなかった。なお、掘り方で出土した

遺物のほとんどは縄文の石器や土器であった。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であるが、中央部がや

や高くなる。非常に硬くしまっていた。

貯蔵穴位置北西隅。穴の周辺が土手状にわずか

に高くなっていた。底面には円礫があった。

規模 長径約40cm 短径約30cm 深さ約9cm 

形状 円形

周溝 有り。

柱穴 不明。北西隅の貯蔵穴としたものがその可能

性がある。

遺物出土状態 ほぽ全体から出土したが、全般的な

傾向としては石は底面から高い位置からで土器片は

底面に近い位置からであった。カマド及びその周辺

に集中がみられた。

カマド位置 東壁南東隅。

規模 全長107cm 最大幅75cm 焚き口幅23cm

袖 両袖とも先端に角礫が立てられ、粘土で固定さ

れていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。

遺存状態 天井部分は崩落していた。手前の円礫や

角礫はそれと思われるが、量が多いのでかなり手前

まで構築物がきていた可能性もある。両袖と奥に礫

が使われており、それ以外の部分は粘土で作られ土

器片が貼られていた。壁は良く焼けていた。手前に

は灰が径約60cm程の範囲に散っていた。さらにその

手前には焼土が散っていた。掘り方は住居壁際で約

10cm程窪む。

遺物出土状態 69住 lの杯はカマド右壁上のかなり

高い位置からの出土であった。左壁からは69住2.

4のような杯が出土したが、粘土で固定されており

構築材として使用されていた可能性が高い。燃焼部

から検出された羽釜 (69住6)についてもその可能

性がある。掘り方からは甕破片 (69住5)が出土し
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た。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

70号住居跡 （第289• 329図、 PL156 • 177) 

位置 E区o• P -37 

主軸方位 Nl04゚E

重複 無し。

規模 縦 (0.70) m X横（1.70) m X深さ0.32m

形状 不明。カマド周辺のみ残存していた。

埋没土 しまりはあまり強くない。 As-Cを多く含

む暗褐色土である。下部はロームプロックを斑状に

含む。

掘り方 手前を攪乱で切られており不明。

床面 不明。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 不明。

柱穴 不明。

遺物出土状態 カマド手前の攪乱の中から多くの杯

や縄文の石器等が出土した。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長 (82)cm 最大幅70cm 焚き口幅45cm

袖 両袖先には円礫が立てられていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約75cm外へ延びる。

遺存状態 天井部はなかったが、比較的良好であっ

た。両袖及び燃焼部両壁には円礫及び板状の角礫が

立てられており、その間を粘土で埋め全体が形作ら

れていた。支脚も 2つ細長い礫が立てられていた。

燃焼部壁は良く焼けており、礫の内側も赤変してい

た。

遺物出土状態 70住3の杯が左側の支脚にかぶせら

れた状態で出土した。燃焼部中央から破れた状態で

羽釜 (70住 4)が出土した。カマドで使用していた

ものと思われる。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

71号住居跡（第290• 291 • 330図、 PL156 • 177) 

位置 E区o• P -35 • 36 

主軸方位 N80゚E



重複 71号住→72号住

規模 縦3.00mX横(1.90) m X深さ0.43m

形状 隅丸方形か？

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。上部の

方がローム漸移層ブロックを多く含む。 72号住の埋

没土に比べ、全体にやや明るい。

掘り方 特別な掘り方は持たないが、北東部付近で

長径約70cm、短径約55cm、深さ約10cm程の床下土坑

と長径約30cm、短径約25cm、深さ約5cm程の浅い小

ピットを検出した。

床面 貼り床無し。ほぼ平坦であり、特に硬くしまっ

てはいなかった。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。掘り方調査時の床下土坑やピットがそ

の可能性がある。

遺物出土状態 住居の埋没土中より須恵器の杯や羽

釜破片等が若干出土した。遺物量は少なかった。掘

り方から縄文土器等が出土した。

カマド 位置 不明。南壁の可能性がある。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

72号住居跡 （第290・291・330・355図、 PL156·177• 

189) 

位置 E区P-35• 36 

主軸方位 N93゚E

重複 71号住→72号住

規模 縦3.90mX横3.40mX深さ0.33m

形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多く含む暗褐色土である。上部の

方がローム漸移層ブロックが多く含まれる。 71号住

の埋没土に比べてやや暗い。

掘り方 As-Cを多く含む黒褐色～黒褐色土とロー

ム漸移層ブロックの混合土により埋められていた。

掘り方は床面から約5~8cm程下がり、西壁中央手

前部分を除き、床下土坑2やピットが確認された。

床面 貼り床有り。比較的平坦であるが、中央部は

やや高かった。中央部分は硬くしまっていたが、周

4.平安時代

辺部はさほどしまってはいなかった。

貯蔵穴位置 不明。位置からして、掘り方調査時

に南西隅で確認された長径約65cm、短径約40cm、深

さ約8cmの楕円形小ピットがその可能性がある。

周溝 無し。

柱穴 不明。掘り方調査時の土坑、ピットがその可

能性がある。

遺物出土状態 ほぽ全体から多くのものが出土し

た。小さく割れたものが多く、また床面から浮いた

状態のものが多かった。後から投げ込まれた可能性

が高い。平面的には北西部付近と北東部付近に集中

する傾向がみられた。

カマド 位置 不明。南壁やや西寄りと推定される。

遺存状態 カマド本体は南側の攪乱で壊されている

ものと思われるが、住居南壁西寄り部分で焼土粒子

や炭化物が散る部分が検出された。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

73号住居跡 （第292• 293 • 330図、 PL156 • 177) 

位置 E区m-36• 37、n-36

主軸方位 N96゚E

重複 74号住→73号住

規模 縦2.90mX横4.lOmX深さ0.54m

形状 隅丸横長方形

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。上部

はローム漸移層ブロックを含むが、下部は焼土粒子

を含む。

掘り方 主に白色粘土ブロック及び焼土粒子を少量

含む黒褐色土により埋められていた。掘り方面はか

なり凹凸を持ち床面から約5~10cm程下がる。住居

のほぼ中央に長径約75cm、短径約55cm、深さ約20cm

の楕円形の床下土坑2があった。その中には As-C

や焼土粒子を少量含む暗褐色土が詰められていた。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴位置 不明。掘り方調査時に北東隅約径100

cm、深さ約28cmの床下土坑 1が検出されたが、その

中から炭化物や灰が発見された。
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II 検出された遺構と遺物

周溝 無し。

柱穴 不明。北壁手前から長径約50cm、短径約40cm、

深さ約12cmの楕円形小ピットが検出された。

遺物出土状態 ほぽ全体から破片の状態で出土した。

東半部にややまとまる傾向がみられた。土器片は比

較的床に近いものが多かったが、礫は南西隅の 2点

を除き高い位置からのものが多かった。住居の中央

よりやや北寄り部分で埴輪(73住 4)が検出された。

カマド位置 東壁南東隅

規模 全長119cm 最大幅82cm 焚き口幅52cm

袖 明確な袖はなかったが、左袖の位置には焼けた

粘土が残っていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約70cm外へ延びる。

遺存状態 あまり良好とは言えないが、燃焼部底面

及び壁は赤く焼けていた。特に北側は良く焼けてい

た。掘り方調査時に燃焼部両脇から径約15~20cm、

深さ約10cm程の小ピットが検出された。燃焼部奥壁

に煙道方向に斜めに入る径約5cm程の小ピットも発

見された。両脇のものが袖につながる施設で奥のも

のが支脚の据えられていた痕の可能性がある。

遺物出土状態 カマド手前からは羽釜 (73住 3)等

が比較的まとまって出土したが、カマド内からは小

破片が少量検出されたのみであった。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

74号住居跡 （第294・331・355・356図、 PL156・177・ 

189) 

位置 E区m-35• 36 

主軸方位 N99°E 

重複 74号住→73号住

規模 縦3.lOmX横3.70m X深さ0.56m

形状 隅丸長方形

埋没土 As-Cを多量、ローム漸移層ブロックを多

く含む暗褐色～黒褐色土である。下部の方がAs-C

の量は少なく、焼土粒子も少量含まれる部分も多い。

掘り方 As-Cを少量含む暗褐色～黒褐色土であ

る。住居中央から北壁側にかけては、白色粘土ブロッ

クを少量含む暗褐色土により埋められていた。住居
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の床面に粘土混じりの土を撒いて固めたものと思わ

れる。住居中央部からは底面や壁に灰白色粘土を貼

り付けた長径約115cm、短径約85cm、深さ約20cmの楕

円形の床下土坑が検出された。その中の土は粘土が

焼けたブロック及び粒子を多く含む暗褐色土が詰

まっていた。カマド右手前には長径約90cm、短径約

80cm、深さ約13cmの楕円形の床下土坑がある。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、硬くしまって

いた。床下土坑の上はやや高く盛り上がっていた。

貯蔵穴位置 南東隅。掘り方調査時に確認された

北東隅の径約40cm、深さ約10cmの円形ヒ゜ットもその

可能性がある。

規模 長径約56cm 短径約36cm 深さ約14cm

形状 楕円形

周溝 幅約15cm、深さ約3cmで東壁から西壁まで廻

る。

柱穴 不明。

遺物出土状態 ほぼ全体から小破片の状態で出土し

た。住居西半部から出土したものが多く、特に南西

隅のものは床面から浮いた位置で検出されたものが

多い。焼礫についてはカマド手前だけでなく住居中

央部から西側にかけても出土した。

カマド位置 東壁南東隅。

規模 全長 (106)cm 最大幅65cm 焚き口幅31cm

袖 左袖部分には粘土が残っていた。

煙道 73号住に切られていた。

遺存状態 天井は残存していない。東側も73号住に

切られており良好な状態とは言えないが、焚き口部

分から燃焼部にかけては良く焼けていた。燃焼部両

側と左奥壁には礫が立てられており、その間を粘土

で埋めて全体が形作られていた。かなり手前まで焼

土と粘土が広がっていた。掘り方は使用面より約

15~20cm程下がる。その間は焼土を含む黄褐色粘性

土であった。

遺物出土状態 カマド内からは小破片のみである

が、掘り方から椀の破片（74住 1)や甕の破片 (74

住4)が出土していた。構築材にはほとんど土器は

使用されていないものと思われる。



備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

75号住居跡（第242• 243図、 PL157) 

位置 F区a-37 

主軸方位 N69゚E

重複 23号住→85号住→24号住→75号住

規模不明。

形状不明。

貯蔵穴位置不明。

周溝不明。

柱穴不明。

カマド位置東壁南寄りと考えられる。

規模全長(45)cm 最大幅(79)cm 焚き口幅不明

袖不明。

煙道手前が試掘トレンチで切られているため、ど

の程度住居外に延びるか不明である。

遺存状態上部は削平されており、深さ約 5cm程

残っていただけである。掘り方は使用面より約10cm

程下がる。

遺物出土状態 遺物はほとんど出土しなかった。

備考 時期判定できるような遺物は出土しなかった

が、 24皆住を切り込んでいるため11世紀代と考えら

れる。

76号住居跡（第295図、 PL157) 

位置 E区0-37 

主軸方位 N61゚E

重複無し。

規模縦（1.80)mX横（1.70) m X深さ0.32m

形状 不明。西側と南側を攪乱に壊されていた。

埋没土 As-Cを多く含む黒褐色～茶褐色土であ

る。下部の方がしまりは強く、ロームブロックも含

まれる。

掘り方 白色小粒子を含むしまりの良い暗褐色土に

より埋められていた。ロームブロックを斑状に含む

部分もみられた。平面的には床面の状況とあまり変

わらず、約10cm下がるだけで床下土坑等は検出され

なかった。

4.平安時代

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であるが、西側は若干

緩やかに窪む。硬く良くしまっていた。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態 床面はもちろん、埋没土中からもほ

とんど出土しなかった。

カマド位置不明。 70局住とは住居埋没土の違い

や住居プランなどから別のものと判断した。

備考時期不明。

77号住居跡（第296• 331 • 356図、 PL157・178・189) 

位置 E区q-34 

主軸方位 N105゚E

重複 77号住→45号住→46号住

規模縦2.80mX横（4.00)m X深さ0.22m

形状隅丸長方形

埋没土 As-Cを少量含む褐色～暗褐色土である。

下部の方が暗い。

掘り方暗黄褐色土ブロック溶混を少量、 As-Cを

わずかに含む暗褐色土により埋められていた。しま

りは良い。掘り方は床面より約6cm前後下がる。南

側の攪乱に近い部分等に多少凹凸はあるものの目

立った床下土坑やピットは検出されなかった。

床面貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。床面で土坑、ピット等に検出されなかった。

貯蔵穴位置不明。遺物の出土状況等を考慮する

と南東隅の可能性がある。

周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態 ほぽ全体から出土しているが、やや

東半部にまとまる傾向がある。特にカマド及びその

周辺に集中がみられる。カマド右脇は比較的大きな

土器片がまとまって出土いた。貯蔵穴と言えるよう

な明確な穴は検出されなかった。レベル的には上部

が削平されているためか床面に近いものが多かった。

カマド 位置東壁ほぼ中央。壁に直角というより

もやや北向きである。

323 
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規模 全長90cm 最大幅70cm 焚き口幅38cm

袖 先端部には角礫及び亜角礫が使用されていた。

煙道住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。

遺存状態 上部のほとんどが削平されており、良好

とは言えない。左右の袖先端には角礫や亜角礫が使

用されていたが、それ以外の礫は天井等の構築材が

崩れたもので原位置を動いているものと思われる。

燃焼部壁等は主に粘土により形作られていた。掘り

方は使用面より約10cm程下がるが、良く焼けた焼土

や灰層は検出されなかった。

遺物出土状態 右袖～燃焼部右壁側にかけての出土

が多かった。 77住3の杯のように壁近くから伏せら

れたように出土したものもあるし、右袖部から右脇

にかけて出土したものが接合した77住7• 8のよう

な羽釜もある。

備考 10世紀後半頃の住居と考え られる。

78号住居跡（第297• 332図、 PL157 • 178) 

位置 E区g• h-30 

主軸方位 Nl00°E 

重複 78号住→62• 63号住

規模縦 (2.00)m X横（2.50)m X深さ0.10m

形状隅丸長方形か？

埋没土 As-Cを多 く含む黒褐色～暗褐色土であ

る。南東部ではロームブロックや焼土粒子が少量含

まれる。

掘り方 As-Cをごく少量、ロームブロック粒子を

少量含む暗褐色土により埋められていた。床面より、

約10cm程下がるが平面と比べさほど大きな変化はな

し％

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であるが、南東部はや

や窪む。硬くしまっていた。

貯蔵穴位置南東隅。掘り方調査時の検出であっ

たが、位置的にはこれが貯蔵穴と考えられる。

規模長径約75cm 深さ約26cm

形状楕円形か？

周溝無し。

柱穴不明。
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遺物出土状態 カマド及び貯蔵穴内を除くとほとん

ど遺物は出土しなかった。

カマド位置東壁やや南寄り

規模 全長105cm 最大幅120cm 焚き口幅30cm

袖 粘土部分が相当するものと思われる。

煙道住居壁を切り込んで、約60cm外へ延びる。

遺存状態 燃焼部から煙道部にかけては62号住で壊

されておりほとんど残っていなかった。カマドの範

囲は焼土粒子や炭化物の散布範囲から確定した。両

袖部には粘土が用いられ、他よりも若干高く残って

いた。焚き口から左袖前にかけては焼土ブロック、

粒子が散っており、天井の崩落の一部の可能性があ

る。掘り方は使用面より約10~15cm程下がる。

遺物出土状態 破片の状態で燃焼部掘り方と右袖部

分から出土した。貯蔵穴内からも土器片が出土した。

羽釜（78住3) については使用されていたものと言

うよりも構築材の一部の可能性が高い。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

79号住居跡（第298• 332図、 PL157 • 178) 

位置 E区t-37 • 38 

主軸方位 NllTE 

重複不明。

規模不明。

形状不明。カマドのみ残存。

埋没土不明。

掘り方不明。

床面不明。

貯蔵穴位置不明。

周溝不明。

柱穴不明。

カマド位置東壁

規模全長ll5cm 最大幅74cm 焚き口幅26cm

袖不明。

煙道住居壁を切り込んで、約llOcm外へ延びる。

遺存状態 あまり良好な状態とは言えない。奥の部

分と手前には良く焼けて赤変した粘土がみられた。

手前の攪乱の中からは大形の円礫や角礫も発見され



たので、もともとは粘土だけでなく礫も構築材とし

て使用されていた可能性がある。掘り方では燃焼部

に浅い窪みが検出された。これは支脚を固定した掘

り方の可能性もある。

遺物出土状態 焚き口～煙道部にかけて破片の状態

で若干出土した。使用面で検出されたものもあるが、

掘り方で検出されたものもある。

備考 時期不明。

80号住居跡 （第299・332・339・357・358図、 PL157・ 

158 • 178 • 179 • 181 • 189 • 190) 

位置 E区t • F区a-36 • 37 

主軸方位 N131゚E

重複 80号住→29号住

規模 縦 (3.40)m X横 (2.60)m X深さ0.05m

形状 隅丸方形か？ 上部はほとんど削平されてい

た。

埋没土 As-Cをわずかに含む茶褐色～暗褐色土で

ある。

掘り方 ロームを多く含む暗褐色土より埋められて

いた。中央部分を除きかなりの凹凸を持ち、多くの

床下土坑、ピットを有する。掘り方は床面より約3

~5cm程下がる。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であり、比較的良くし

まっていた。

貯蔵穴位置 不明。掘り方調査時に検出された南

東部の直径約100cm、深さ約25cmの土坑がその可能性

もあるがあまり判然とはしない。

周溝 無し。

柱穴 不明。掘り方で調査された土坑、ピット類が

その可能性がある。

遺物出土状態 カマド周辺を除くと住居中央部分か

ら円礫や角礫とともに小破片の状態でまとまって80

住4の羽釜が出土した。調査時には当初カマドにな

ることを想定して調査を進めたが、住居プランもつ

かめずカマドという確証も把握できず80号住に伴う

ものと判断した。特に西側は削平が顕著であり、重

複でもう 1軒あった可能性も完全には否定できな

4.平安時代

い。試掘トレンチにかかる東側の床下土坑からは鉄

鏃（鉄26)が出土した。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長106cm 最大幅54cm 焚き口幅30cm

袖 袖先には円礫が立てられていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約70cm外へ延びる。

遺存状態 上部がかなり削平されており、良好な状

態ではなかった。両袖及び要所要所には礫が用いら

れていたが、右袖側から出土した瓦も構築材として

使用されていたものと思われる。甕破片についても

奥と手前に分かれて 2つのまとまりが見られること

から、カマドにかかっていたものと言うよりも構築

材の一部と考えた方が良さそうである。掘り方では

北側よりも南側が広がりを持ち、配置された礫もや

や不自然なところがあるので南側から北側に作り変

えている可能性もある。

遺物出土状態 左袖先部分と煙道の一番奥からは甕

(80住5)破片が、右袖内側～煙道先端手前部分か

らは瓦（瓦 7)が出土した。

備考 11世紀後半頃の住居と考えられる。

81号住居跡 （第300図、 PL158) 

位置 E区j • k -31 

主軸方位 N94゚E

重複 86号住→84号住→56号住→54号住→82号住→

81号住→55号住

規模 縦2.50mX横3.20mX深さO.Olm

形状 隅丸横長方形

埋没土 床面より上は削平されており、残っていな

かった。

掘り方 As-Cを多く、ロームブロック粒子をやや

多く含む暗褐色～黒褐色土により埋められていた。

床面より約5~10cm程下がる。南西部に長径約73cm、

短径約60cm、深さ約40cmの楕円形の床下土坑1が、

西部に長径約110cm、短径約100cm、深さ約25cmの楕

円形の床下土坑2がある。前者からは中に詰めたよ

うに 3点の角礫が出土した。

床面 貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって
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いた。

貯蔵穴位置不明。

周溝無し。

柱穴 不明。カマドの手前に長径約25cm、短径約22

cm、深さ約8cmのほぼ円形のピット 1がある。

遺物出土状態掘り方から若干の礫は出土したが、

土器片は出土しなかった。

カマド 位置東壁やや北寄り。使用面は残ってい

なかったが、掘り方で確認した。

規模全長44cm 最大幅40cm 焚き口幅32cm

袖不明。

煙道住居壁を切り込んで、約35cm外へ延びる。

遺存状態 55号住に壊されており、使用面はまった

く残っていなかった。手前に炭化物を含む灰の散布

する範囲があっただけであり、掘り方もわずかに

残っていたのみであった。掘り方は使用面より約8

cm程下がる。掘り方の土にもわずかに焼土粒子や炭

化物粒子が含まれていた。重複している他の住居と

同様、カマドにはほとんど礫を使用しないタイプと

推定される。

備考住居の切り合いから、 10世紀後半～11世紀前

半頃の住居と推定される。

82号住居跡（第301• 302 • 333図、 PL158 • 179) 

位置 E区j-31、k-31• 32 

主軸方位 N112°E 重複 86号住→84号住→56号

住→54号住→82号住→81号住→55号住

規模縦(1.90)m X横2.60mX深さ0.04m

形状隅丸縦長方形か？

埋没土 As-Cを多量に、焼土粒子少量含む暗褐色

土である。 54号住の埋没土よりもやや明るい。上部

はかなり削平されており、わずかに床上約4~5cm 

程が残っていただけである。

掘り方 明確な掘り方は持たない。

床面貼り床有り。ほぽ平坦であり、比較的良くし

まっていた。

貯蔵穴位置南東コーナー。焼土ブロックや炭化

物を多く含む暗褐色土により埋められていた。下部
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はロームブロックや小礫を含む。

規模 長径約60cm 短径約50cm 深さ約22cm

形状楕円形

周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態 54号住や55号住と重複する部分も多

く、カマドを除くと本住居に伴うものと考えられる

遺物はほとんど出土しなかった。

カマド位置東壁やや南寄り

規模 全長81cm 最大幅94cm 焚き口幅47cm

袖 左袖前にも粘土があり、そこまで袖が延びてい

た可能性がある。

煙道住居壁を切り込んで、約55cm外へ延びる。

遺存状態使用面より上はほとんどが削平されてお

り、良好な状態ではなかった。地山の陣場泥流の岩

塊をえぐり、その内側に粘土を貼り形作られていた。

奥の角礫手前と左袖前部分にも粘土があった。焚き

口手前部分には焼土の上に粘土が載っており、天井

の構築材の崩落の可能性がある。掘り方は奥の部分

で使用面より約25cm程下がる。

遺物出土状態左袖や煙道奥壁部分からは小破片が

出土した。須恵器の杯小破片もあり、構築材に使用

されているのは本遺跡内では珍しい。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

83号住居跡（第303図、 PL158) 

位置 E区s-38 • 39 

主軸方位 Nl8°W 

重複北側の張り出し部分は別遺構の可能性が高

し＼。

規模不明。

形状不明。隅丸長方形か？

埋没土 As-Cを多く、ローム漸移層ブロックを含

む暗褐色土である。下部の方がローム漸移層ブロッ

クの量が多い。

掘り方 床下土坑、ピット等の明確な掘り方は持た

ない。

床面貼り床無し。ほぼ平坦であり、比較的良 くし



まっていた。床面には約 1~3cm程のローム漸移層

ブロックを多く含む暗褐色土が堆積していた。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 ほとんど出土しなかった。

カマド位置 不明。

備考 時期不明。

84号住居跡（第304• 333図、 PL159・179)

位置 E区j • k -31 • 32 

主軸方位 Nl28°E 

重複 86号住→84号住→56号住→54号住→82号住→

81号住→55号住

規模 縦3.60mX横 (3.50)m X深さ0.14m

形状 隅丸横長方形か？

埋没土 As-Cを多量、ロームブロックを含む暗褐

色土である。周辺部の方がロームを多く含む。

掘り方 床下土坑、ピット等の特別な遺構は持たな

し＼。

床面 貼り床無し。床面はほぽ平坦であるが、 56号

住の床面より高い。

貯蔵穴位置北東コーナー。南東コーナーの可能

性も完全には否定しきれないが、これが一番可能性

が高い。

規模 長径約65cm 短径約55cm 深さ約17cm

形状 楕円形

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 西部から内黒の椀 (84住 1)が伏せ

られたような状態で検出された。その他に角礫が貯

蔵穴内他から出土した。

カマド位置 東壁南寄り

規模 全長58cm 最大幅34cm 焚き口幅22cm

袖 粘土等で成形されてはいない。

煙道 住居壁を切り込んで、約50cm外へ延びる。

遺存状態 上部は削平されており、あまり良好な状

態ではなかった。陣場泥流層の地山を切り込んで、

4.平安時代

全体が形作られていた。天井や壁等に粘土が使用さ

れていた可能性は否定できないが、調査では確認さ

れなかった。掘り方では焚き口中央と右前に小ピッ

トが検出された。掘り方は焚き口部分で約10cm下が

る。

遺物出土状態 角礫は何点か出土したが、土器等は

ほとんど出土しなかった。

備考 10世紀後半頃の住居と考えられる。

85号住居跡（第242• 243 • 333図、 PL159•179)

位置 E区t • F区a-37 • 38 

主軸方位 N84°E 

重複 23号住→85号住→24号住→75号住

規模 縦(1.60)m X横3.60mX深さ0.18m

形状隅丸長方形か？

埋没土 As-Cをやや多く含む茶褐色～暗褐色土で

ある。

掘り方 As-Cを少量含む黒褐色土により埋められ

ていた。全体に約3~4cm程床面より下がり大小の

凹凸はあるもののカマド部分を除き、床下土坑、ピッ

ト等は検出されなかった。

床面 貼り床有り。ほぽ平坦であるが、若干北西側

ヘ傾斜していた。床面は硬くしまっていた。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 東壁及び南壁から若干出土したが、

東壁のものは縄文の遺物が多かった。カマド手前か

らは多くの円礫や角礫が出土した。住居そのものが

かなり削平されていたためか床面近くから出土した

ものが多かった。

カマド位置 東壁やや南寄り

規模 全長75cm 最大幅70cm 焚き口幅36cm

袖 左袖部分には亜角礫が使用されていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約60cm外へ延びる。

遺存状態上部はかなり削平されており、あまり良

好な状態ではなかった。カマド手前の多くの礫は天

井等の構築材として使用されていたものと考えられ
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る。燃焼部奥から煙道部分の底面には黄褐色の粘土

層が検出された。掘り方は焚き口部分で約10cm程窪

む。

遺物出土状態 左袖から燃焼部左壁側にかけて甕の

破片 (85住 1)が出土したが、壁に喰い込んでいる

と言うよりも上に載る感じであったのでカマドで使

用されていたものと考えられる。

備考 11世紀代と考えられる。

86号住居跡（第305図、 PL 159) 

位置 E区i • k -31 • 32 

主軸方位 Nl33゚E

重複 86号住→84号住→56号住→54号住→82号住→

81号住→55号住

規模縦2.70m X横3.40mX深さ0.06m

形状長方形

埋没土 ほとんど他の住居により削平されており、

床面より上は残っていなかった。

掘り方 ロームブロックを多量、炭化物を少量含む

暗褐色土により埋められていた。かなり凹凸を持ち、

鋤状農具で突いたような三日月形の穴が無数にみら

れた。カマド手前に長径約90cm、短径約75cm、深さ

約 7cmの浅い凹みがあり、中には炭化物粒子や焼土

粒子を含む黒褐色土が詰まっていた。北壁中央には

灰白紫色粘土を床面に貼付した長径約55cm、短径約

45cm、深さ約10cmの楕円形ピットがあった。

床面貼り床有り。ほぼ平坦であり、硬くしまって

いた。

貯蔵穴北壁手前に長径約65cm、短径約50cm、深さ

約28cmの楕円形と、南壁手前に長径約75cm、短径約

60cm、深さ約15cmの楕円形を呈するものがある。

周溝 幅約10cm、深さ約 2cmで東壁のみで確認され

た。

柱穴 不明。住居のほぼ中央と南西部で径約18cm、

深さ約10~20cmでAs-C少量、小礫をわずかに含む

暗褐色砂質で埋まった小ピットが検出された。

遺物出土状態掘り方で土器小破片が、 2号貯蔵穴

内で黒曜石の小剥片が出土した。
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カマド位置東壁中央

規模全長27cm 最大幅40cm 焚き口幅23cm

袖 不明。ほとんど確認できなかった。

煙道住居壁を切り込んで、約10cm外へ延びる。本

来はもっと長かったものと思われる。

遺存状態 使用面より上はすべて削平されており、

残っていなかった。掘り方も深いところで約4cm程

下がる程度であった。カマド手前には長さ約40~50

cm、幅約17~20cm、深さ約5cm前後の細長い穴があ

り、カマドの下部構造の可能性があり本来はその辺

まであった可能性がある。

遺物出土状態遺物はまったく出土しなかった。

備考重複関係から10世紀後半以前の可能性があ

る。

87号住居跡（第306・333・358・359図、 PL159・179・

190) 

位置 E区i • i -31 

主軸方位 NlOl゚E

重複 87号住→43号土坑

規模縦 (2.10)mX横2.50mX深さO.Olm

形状隅丸長方形

埋没土床面より上は削平されており、残っていな

かった。

掘り方 As-Cを多鼠、ロームブロック粒子少量、焼

土粒子、炭化物片をわずかに含む暗褐色土により埋

められていた。カマド左脇から北側は緩やかに窪む。

床面貼り床無し。ほぼ平坦であり、特別に硬くし

まってはいなかった。

貯蔵穴位置不明。南東コーナーで確認された長

径約25cm、短径約18cm、深さ約17cmの楕円形小ピッ

トが位置的には可能性が高い。

周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態 ごくわずかに小破片が出土した。西

壁側からは縄文土器片や石器が出土した。

カマド位置東壁南寄り。

規模全長 (80)cm 最大幅130cm 焚き口幅110cm



袖 不明。

煙道 現状で住居壁を切り込んで、約30cm外へ延び

る。東側は43号土坑に壊されている。

遺存状態 ほとんど削平されており、残っていな

かった。焚き口から手前部分が掘り方で確認された

だけであった。袖等に礫が使用されていたことを示

す小ピット等は確認できなかった。本来は粘土等が

使用されていた可能性もあるが判然とはしない。

遺物出土状態 焚き口部分の掘り方から土器小破片

が2点出土した。

備考 10世紀後半～11世紀前半頃と推定される。

88号住居跡（第307• 333図、 PL159 • 179) 

位置 E区n-34• 35、o-34 

主軸方位 Nl04'E 

重複 無し。

規模 縦 (3.70)mX横 (1.60)m X深さ0.28m

形状 隅丸長方形か？西側は攪乱で壊されている。

埋没土 As-Cを少量、炭化物と橙色のブロックを

ごくわずかに含む暗褐色土である。下部は As-Cを

ほとんど含まない。上部の方がしまりは良い。

掘り方 しまりの良い茶褐色～黄褐色土により埋め

られていた。床面より場所により約2~3cm程下が

る程度であり、特別な床下土坑、ピット等はなかっ

た。

床面貼り床有り。多少の凹凸があり、全体的には

東から西側にやや傾斜する。硬くしまっていた。北

東コーナーで焼土が認められた。

貯蔵穴位置 不明。

周溝無し。

柱穴不明。

遺物出土状態 北東コーナーから焼土とともに椀破

片 (88住 1)が出土した。掘り方からは縄文土器等

が検出された。

カマド 位置 不明。南壁の可能性有り、北東コー

ナーの焼土部分は壁外に延びないのでカマドの可能

性は低い。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。

4.平安時代

89号住居跡 （第308• 333図、 PL159 • 179) 

位置 E区s-36

主軸方位 N89゚E

重複 無し。

規模 縦(1.20)m X横2.80mX深さ0.31m

形状 隅丸方形か？ 西側は攪乱で壊されている。

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土である。カマ

ド前では灰が若干混じる。

掘り方 As-Cを少鱚含む黒褐色～暗褐色土により

埋められていた。場所によって小礫や As-Cを多く

含む部分もある。床面より約10cm弱下がるが、床下

土坑、ピットは持たない。

床面貼り床有り。ほぽ平坦であり、あまり硬くし

まってはいなかった。

貯蔵穴位置 不明。

周溝 無し。

柱穴 不明。

遺物出土状態 カマド手前と東壁から土器小破片が

出土した。

カマド位置 東壁やや南

規模 全長110cm 最大幅132cm 焚き口幅38cm

袖 主に粘土で一部角礫が使用されていた。

煙道 住居壁を切り込んで、約50cm外へ延びる。

遺存状態上部は削平されていたものの、比較的良

く残っていた。構築材に角礫を用いそのまわりに粘

土を貼って固定し全体を形作っていた。燃焼部底面

には厚さ約 7cm程の焼けた粘土があった。カマド奥

壁と左袖内側壁と右袖脇に焼けた粘土が残ってい

た。掘り方は使用面より約15cm程下がる。燃焼部か

ら右袖側にかけて小ピットが3基確認された。

遺物出土状態 左袖から燃焼部部分から杯(89住3)

や須恵器甕破片 (89住 4)が出土した。

備考 11世紀前半頃の住居と考えられる。
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II 検出された遺構と遺物
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逹． L=155.60 ．塾＇
貯蔵穴

SC SC ． ．  ＝ L 一こ155.40 

号1

床下土坑 1
SD SD' 

2て万‘l

L=l55.20 

床下土坑2
SE SE' ．．  

ヽ

1で 2

L=155.20 

゜
2m 

22号住居跡

［ 暗褐色土

1 茶褐色土

2 茶褐色土

貯蔵穴

1 茶褐色土

As-Cを多く含む。

As-C・ローム漸移層プロックを多く含む。

ローム状の土に白い鉱物粒を含む。

As-C・ローム漸移層プロックを多く含む。

床下土坑 l

1 茶褐色土

2 茶褐色土

3 茶褐色土

床下土坑2

1 茶褐色土

2 茶褐色土

3 茶褐色土

隻I 剖
と・

--
I 

／ 

KSA 豆
も＼゜＼ 六

。こし こ
KSA' 

｀ 
臼・

ロ均

臼・

塁1

KSA L =155.50 

ローム状の土に As-C (<f, 1 mm以下）少し含む。

1より暗<As-C少ない。

非常にもろくサラサラしている。単一的。

ローム状の土に As-C (<f, 1 mm以下）少し含む。

l層より暗く軽石少ない。

非常にもろくサラサラしている。単一的。

履1

g叶
H

。
lm 

カマド

1 茶褐色土 As-C (</> 2~3 mm) を少し含む。しまり弱い。

2 暗褐色土 1より暗<As-Cの入り方も少ない。

3 黄褐色土 もろい。内容物少なく、ロームに似る。

4 暗褐色土 砂質。非常にもろく、サラサラする。

5 茶褐色土 As-C (</> 1~2 mm) を多く含む。しまり弱い。

6 茶褐色土 5より As-Cが少なく、炭化物含む。

7 茶褐色土 やわらかくサラサラする。内容物が少なく、赤褐9

色の粒を僅かに含む。

8 茶褐色土 6よりやや固く、炭化物をわずかに含む。

9 茶褐色土焼土を含む。

10 茶褐色土 9より焼土は少ないが、焼土粒をわずかに含む。

11 茶褐色土 As-C多く、ザラつく。しまり弱い。

12 茶褐色土 内容物少ない。細かく、やわらかい。

第241図 22号住居跡・カマド
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4.平安時代
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l 黒褐色土 As-C (,/, 1~2 mm) を10％含む。

固くしまっている。貼床の土。

暗褐色土 As-Cを多く含み、中に硬化した

土を含む。

4よりやや明るい。

ロームを多く含む。しまりは弱い。

3よりやや明るい。

ロームを多く含む。しまりは弱い。

3よりやや暗い。
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床下土坑3
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しまりはない。 As-C (<f, 1 mm)を5％以下

含む。

ほぽ均ー的。 As-Cは含まない。2 黒褐色土

床下土坑I

1 にぶい褐色土

床下土坑2

1 暗褐色土

床下土坑3

l 暗褐色土

黄褐色土に暗褐色土が斑状に混じる。

均ーな砂質土。ローム漸移層が斑状に混じる。

均ーな砂質土。ローム漸移層が斑状に混じる。
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1 黒褐色土 As-C (</, 1~2 mm)を20%、

焼土粒を 5％含む。しまりない。

にぶい黄褐色土砂質。

暗褐色土焼土粒を20％含む。
2
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23 • 24 • 75 • 85号住居跡・カマド
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85号住

検出された遺構と遺物
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2 黒褐色土 撹乱をうけた様なサラサラでもろい層。
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茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

暗褐色土

黒褐色土

茶褐色土

焼土

暗褐色土

焼土

KSA 

75号住居跡カマド

1 暗褐色土焼土と As-Cを含む。

2 焼土層

3 黄褐色土

KSA' 

焼土及びロームを含む。

4

5

6

7

8

9

 

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

ロームを斑状に含む。 As-C (cf, 1 mm以下）を少し含む。

3より暗く、ロームを含まない。 As-Cを少し含む。

焼土多く、しまり弱い。

内容物少なくしまり弱い。 As-Cわずかに含む。

炭化物のような黒色土を含む。焼土粒わずかに含む。

焼土多く、しまり良い。

カマド内壁の崩落土。煙道寄りは大粒の焼土目立つ。

As-C混入。

灰及びローム混じる。

ロ゚ lm 

As-Cを多く含み、中に硬化した土を含む。

硬化が見られ、 As-C (cf, 1 mm以下） を多く含む。

焼土粒を含み、しまり弱い。炭化物状の黒色土をわずかに含む。

非常にもろい。根による撹乱。

内容物少ない。

As-C (cf, 1~2 mm) を10％含む。固くしまる。（貼床の土）

第243図 24 • 75 • 85号住居跡カマド
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4.平 安時代
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25 • 26号住居跡

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土
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黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

12 暗褐色土

SB 

25号住 SA' 

2 

13 暗褐色土 12に似る。 12よりしまり悪い。黒褐色土プロック

を少鼠含む。

13の黒褐色土プロックのみ。

As-C (¢, 1~2 mm大）を少誠、焼土粒子(¢,1 

~3 mm大）を含む。しまり良い。

焼土粒子 ・プロックを多く、 As-C (¢, 1 mm以下）

を少量含む。しまり良い。

As-C少鼠、焼土粒子(¢,1 mm大） ・ローム粒子

(¢, 3mm)を極少屈含む。しまりやや良い。

暗褐色土 13に似る。 13よりロームプロックの混入が多い。

しまり良い。

土坑
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As-C多くしまり良い。茶褐色土が斑状に混入。

1より As-C少なく 、茶褐色土の割合が高い。

As-C少なく 、サラサラする。

1 • 2より暗い。 As-Cは1と同程度含む。

As-Cが1より多く、 4より細かい。

As-Cがやや少ない。

5に似る。しまり良い。

As-C多く、茶褐色土が斑状に混入。 ］より

しまり弱い。

8よりAs-C少なく、茶褐色土多い。
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］ 暗褐色土 As-C (ef, 1 mm程度）と灰のプロック ・黄褐色の

プロック(</,2~3 mm)を含み、しまり良い。

しまり良く，ロームを斑状に含む。
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26号住居跡貯蔵穴

1 暗褐色土 As-Cを少し、茶褐色土を斑状に含む。

2 暗褐色土 As-C多く ］より暗い。

3 暗褐色土 茶褐色土多く、 As-C少し含む。

25 • 26号住居跡
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II 検出された遺構と遺物
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27号住居跡

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 茶褐色土

7 黒褐色土

8 暗褐色土

9 暗褐色土

10 暗褐色土

、(.0
卜
廿

a巴

As-C (cf, 2~5 mm) を多く含み、やや弱い。

1に似るが、多くの茶褐色土を斑状に含む。

1 • 2より暗く、細粒の As-Cを多く含む。

ローム状の茶褐色土を混入。

lに似るが、茶褐色土を斑状に含む。

ローム状でしまりはあまり強くない。

焼土粒子少鼠、炭化物粒子多く含む。しまり良い。

ローム漸移層プロックを多量。 7よりしまり弱い。

細粒緻密粘性あり。焼土粒少混。やや固くしまる。

9に斑状のローム混入。やや同くしまる。

貯蔵穴
竺． L ＝155.00 ・竺
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文
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床下土坑
L = 155.00 翌'

珍［ ここ！I)2□fl 
し．

―→ ¥|  、ー。 2m 

礫を含み、かなり乱れた状態。しまり良い。

礫を含み、しまり良い。

．
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2 3 6 1 

24 21 lm 
L =155.20 

貯蔵穴

l 茶褐色土

2 暗褐色土

床下土坑

1 暗褐色土 As-C少し混じる。

2 ロームプロック

3 黒褐色土焼土。ローム微粒混入。粘性あり。やや固い。

4 黒褐色土 3と近似。焼土等なし。粘性あり。やや固い。

カマド

1 黒褐色土 灰白色の粒を少し含む。炭化物により黒い。

2 赤味をおびた灰色土 灰層。しまり強い。

3 暗褐色土 As-C (¢, 1 mm以下）を含む。

4 灰白色土 ややザラついた灰。

5 茶褐色土灰を多く含む。

6 赤褐色土焼土。

7 黄灰色土 As-C (¢, 1~2 mm) をわずかに含む。（灰層）

8 暗褐色土 7の土が少し混入する。しまり弱い。

9 暗褐色土焼土粒をわずかに含む。 8より暗い。

10 暗褐色土 As-C (¢, 2~3 mm) を少し含む。しまり良い。

11 暗褐色土 全面にやや黄色味を帯びた灰を含む。

12 暗褐色土 11に似るが、灰を含まず暗い。

13 赤灰色土焼土。ボロボロと崩れる。

14 暗褐色土 12に似る。灰が斑状に少し混入する。

15 茶褐色土 灰を全面に混入し、一部プロックを含む。

16 黒褐色土 茶褐色土を斑状に含む。

17 黒褐色土 16に似るが、やや明るい。内容物が少ない。

18 茶褐色土 焼土のプロックと黒褐色土のプロックを含む。

19 茶褐色土 As-C (¢, 2~3 mm)少し含み、 一部焼土混入。

20 暗灰褐色土 As-C (¢, 1 mm未満）を含む。しまり良い。

21 黄灰色土灰層。固く、しまりが良い。

22 暗褐色土 茶褐色の土を斑状に含む。

23 暗褐色土 22より茶褐色の土が多く As-Cを含む。

24 茶褐色土 サラサラしたしまりの弱い上。内容物は少ない。

25 茶褐色土 ローム粒子をわずかに含み、しまりが良い。

26 茶褐色土 灰（黄灰色の硬質土）と焼土プロックを含む。

27 茶褐色土 内容物ほとんどなく、やわらかい。

28 暗褐色土 ロームプロックを含む。しまり良い。

29 赤褐色土焼土多い。

30 暗褐色土 焼土・ As-Cを少し含む。ローム土混入。

31 暗褐色土 灰及びローム粒を含む。

第245図 27号住居跡・カマド
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下 一

゜

罪-37より
2 rn東 ーミ

28号住居跡

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

2m 

As-Cを多 く含む。

lに似るがやや柔らかく、 As-Cも少ない。

As-Cをほとんど含まず。しまり弱い。

非常にしまり良く固い。As-Cを多く含む。

(28号住の床）

SA L=l55.10 

茫 s
8 

29号住居跡

l 茶褐色土

茶褐色土

3

4

5

6

7

8

 

茶褐色土

茶褐色土

暗褐色土

灰褐色土

茶褐色土

暗褐色土

笥I

.~A' 

---—二＝フ

As-C (<f, 3~5 mm)を含む。しまりは弱く 、

崩れやすい。

1よりしまりやや強く、含まれる As-Cが少な

く大きい。

白い鉱物粒を含み、しまり良い。

ロームを少し含む。

固くしまり、 As-C及び炭化物を含む。

固くしまる。灰を多く含む。

白い粒子を含み、しまり良い。

茶褐色土を斑状に含む。しまり弱い。
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SA' 

璽
声 L=155.00 K坐 '

2ニ
゜カマド

1 黒褐色土

2 暗茶褐色土

3 灰褐色土

4 灰褐色土

．
 
g
s
X
 

lm 

しまり弱く、白い鉱物粒を少し含む。

しまり弱く、黄色鉱物粒を少し含む。

しまり良く、灰状の土を多く含む。

3より灰が少なく、焼土粒を含む。

第246図 28 • 29号住居跡・カマド
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II 検出された遺構と遺物

— 
SB SB' 

応

，
 
5

号

、

o

l
 
3
 

ー

6
 
3
 

乱

辛

撹

SA SA' 

一 三、2 ¥ l 
L = 155.10 

ーし二-

叙

p 1 
辿． L ~ I 54 . 70 SD' 

31号住居跡

貯蔵穴

1 褐色土 均ーな砂質土。ロームプロック及び炭化物を含む。

ピット 1

l 暗褐色土 (</, 1~3 mm)のAs-C少し含み、しまり悪い。
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Dピット
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貯蔵穴
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撹乱

゜
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30 • 31号住居跡

1 黒褐色土 As-C多く、しまり良い。茶褐色土斑状に混入。

2 暗褐色土 As~C多く、茶褐色土が1より多い。

3 暗褐色土 As-C多く、茶褐色土が2よりさらに多い。

4 茶褐色土 1~3より As-Cがやや少なく、明るくなる。

5 暗褐色土 As-C多く、 2より暗い。

6 暗褐色土 5よりさ らに暗く、炭化物含む。

7 茶褐色土 ロームプロックを少し含む。

8 黒褐色土 As-Cを少鼠、ロームプロックを少鼠含む。

9 黒褐色土 9より As-Cの腿が多い。ロームプロック極少星含む。しまりやや良い。

10 茶褐色土 ローム土及び極少量の黒褐色のプロックが混入。しまり良く、粒子微細。

11 黒褐色土 As-Cを少鼠含む。

゜
2m 

12 ローム漸移土 13よりやや暗い。

13 ローム漸移土

第247図 30 • 31号住居跡
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31号住居跡カマド

1 茶褐色土 As-C多く含み、ローム

プロックを少し含む。

2 茶褐色土 ］より暗く、ローム混入。

3 茶褐色土 ローム多く、しまり弱い。

4 茶褐色土焼土を含み、ローム土混入。

5 茶褐色土 ロームプロックを含み、

しまり良い。

6 暗褐色土 内容物少なく、しまり弱い。

7 暗褐色土被熱した As-C混入。

8 暗褐色土粘性有り。焼土粒、ローム

少鼠混入。

9 灰

10 黒褐色土 As-C少駄、焼土混入。

11 焼土と灰 ・ローム土の混土

第248図 31号住居跡カマド
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床下土坑 1
堕．挫'

℃ 

床下土坑2
五．送'

下→二J
2 l 

L~l54.50 

32号住居跡

1 茶褐色土 32住埋没土。 As-C (</, 1~3 mm)を10％含む。

2 暗褐色土 As-Cが少なく、茶褐色土を斑状に含む。

3 暗褐色土茶褐色土が多い。

4 暗褐色土 As-Cを5％含む。焼土粒を含む。

床下土坑l

1 暗褐色土 しまり弱く、崩れやすい。 As-CIO％含む。

床下土坑2

1 暗褐色土 As-C少量含む。しまり弱い。

2 茶褐色土 As-C極わずか含む。
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叫l 11塾＇
～ カマド

1 暗褐色土 As-C極少址。 Hr-FPわずか含む。

2 暗褐色土 ローム小プロック(¢,1 cm粒）を少駄含む。

3 黄褐色土焼土を少鉱含む。（カマド崩落土）

4 赤褐色土焼けたローム層。

゜
2m 5 暗褐色土 焼土粒子少量、ロームプロック溶混多く含む。

第249図 32号住居跡・カマド
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II 検出された遺構と遺物

逹 33号住 34号住 旦~'

L三

às
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33 • 34号住居跡

1 暗褐色土 34住の埋没土。 As-C (¢, 1~3  mm) を15％含む。

2 茶褐色土 33住の埋没土。 As-C (¢, 1~3 mm) を10％含む

3 灰黄褐色土 2の土に粘土質の土混入。 (33住カマドの床材又はカマド材のもの）

3' 灰黄褐色土 3よりも若干明るい。

4 褐色土 34号住の掘り方埋土。ローム漸移層土と住居のフク土との混合土。

As-C (¢, 5mm以下）がまばらに10％混じる。

5 茶褐色土 白色鉱物粒を含む。

床下土坑

l 暗褐色土 しまり弱く、サラサラ。内容物少ない。
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カマド

l 暗褐色土 均ーな砂質土。わずかに焼土粒含む。

2 にぶい黄褐色土 灰褐色の粘土質プロックを含む。

3 暗褐色土均ーな砂質土。

4 灰褐色土 粘土質土。カマド天井構築材か。

5 灰褐色土粘上質土プロックの層。

6 灰褐色土粘土質土 天井材の土。

7 明赤褐色土焼土プロック主体の層。

8 暗褐色土 混じりの多い砂質土。煙道の土。

9 暗褐色土と茶褐色土（それぞれ均一土）の斑状混合土。

第250図 33 • 34号住居跡 ・カマド
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34号住居跡カマド

1 褐色土 焼土粒を50％含む。

2 暗褐色土 As-C (<f, 1 mm以下）を 5％含む。住居の埋没土。

3 黒褐色土 As-C (</, 3 mm以下）を10％含む。しまりあり。貼床の土。

4 暗褐色土 3に似るが、 As-C (</, 5mm以下）と褐色土が混じる。

5 褐色土 As-C (<f, 5 mm以下）を10％含む。一部に 1の焼土が混じる。

6 暗褐色土 3に似るが、より多く As-Cを含む。しまり弱い。

第251図 34号住居跡カマド
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文 号住

35号住居跡

1 暗褐色土 埋没土。 As-Cを極多量含む。

2 褐色土 砂質で均一の土。（貼床）

3 茶褐色土 As-Cを多量含む。

36号住居跡

l 暗褐色土 As-C (ef, 5mm以下）を15％含む。

ローム漸移層プロックを斑状に含む。

第252図 35 • 36号住居跡
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~~ 37: 38号住居跡
三 1 暗褐色土 As-C (¢, 3 mm以下）を15％含む。

2 暗灰黄褐色土 As-C (¢, 1 mm位）を含む。

~ 3 黄褐色土に暗褐色土の斑状混合土

4 黄褐色土砂質。

〖\ |]\二 ： ：こ］ ご：¢く混しりも少ない。

暗褐色土プロックを斑状に含む。

7 茶褐色土 As-Cをほとんど含まない。

8 褐色土 As-C (¢, 1~3 mm) を5%、

焼土粒を含む貼り床の土。

> 9 暗褐色土にローム漸移層褐色土の斑状混合土

10 9に灰白色の粘質土が混入。
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38号住居跡床下土坑2

l 暗褐色土 As-C (¢, 3 mm以下）を10％含む。

2 黄褐色土 砂質土。ローム層土の再堆積土。

3 灰黄褐色土粘土質土が混じる。

4 褐色土 ローム層ブロック。ローム粒を含む。

5 にぶい黄褐色土 4より一段明る＜、より多くの

ローム層プロック含む。
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37号住居跡カマド 8 褐色土 茶褐色土に 7の土が混じる。

1 茶褐色土 炭化物をわずかに含む。しまり良い。 9 黒褐色土 粘りある土。上面が使用面。

2 茶褐色土焼土と灰を含む。 10 茶褐色土焼土粒を含む。

3 茶褐色土 内容物が少ない。しまり弱い。 11 暗褐色土焼土粒を含む。

4 茶褐色土 ロームプロックを少し含む。しまり弱い。 12 茶褐色土 As-C (ef, I~3 mm)を少星含む。

5 茶褐色土 As-Cを多く含む。しまり弱い。

6 茶褐色土 5に似るが、 As~C少ない。

゜
7 灰黄褐色土 粘土質。カマド構築材。

lm 

第253図 37 • 38号住居跡 ・カマド
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39 • 40号住居跡

1 茶褐色土 As-C (¢, 1~3 mm) を5％含む。

2 暗褐色土 やや粘りのある土。（貼床）

3 暗褐色土 As-C (¢, 1~5 mm) を5%含む。暗褐色土に茶褐色土の斑状混合土。

4 灰褐色土 As-C (¢, 5mm以下）を10％含む。

5 灰褐色土 As-C (¢, 5mm以下）を10％含む。灰褐色の粘質土をプロック状に含む。

6 床下土坑5の1層

7 床下土坑5の2層

40号住居跡

床下土坑 l

1 暗褐色土と黒色のプロック状混合土 As-C (¢, 5mm以下）を15％含む。一部に焼土粒が混じる。

2 1に黄褐色の粘土を含む。

3 1に同じ。

4 1に含まれる暗褐色土のみの層。一部に粘土粒が入る。

床下土坑 2

1 灰白色粘上層 層全体がひとつの固まりになっている。

2 灰褐色砂層

床下土坑3• 4 

1 黒褐色土 As-C (¢, 2mm以下）を 5％含む。炭化物を含む。しまりなし。

土坑全体に石 (¢,20cm程）が埋められている。

2 茶褐色土とローム漸移層土の斑状混合土 As-Cを含まない。均ー的な砂質層。

床下土坑5

l 暗褐色土 ブロック状の堆積土。

2 黒褐色土 ほぼ均ー的な土。しまり弱い。

3 2に暗褐色土がプロック状に混じった土。

床下土坑6

1 にぶい黄褐色土 均一の堆積土。

2 暗褐色土 As-Cを5％含む。ややしまり弱い。

3 にぶい黄褐色土 プロック状の堆積土。

第254図 39 • 40号住居跡 ゜
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II 検出された遺構と遺物

39号住
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39号住居跡カマド

l 茶褐色土 As-C (</, 1 mm前後）を 5%、一部に焼土粒を含む。黒褐色土と住居埋没土が均ーに混じった土。，

2 茶褐色土 1より黒褐色土の混じりがやや多い。大きめの焼土粒を含む。

3 暗褐色土 一部に炭化物を含む。焼土粒は 1• 2より少ない。

4 暗褐色土 As-Cを5％含む。（住居埋没土）

5 暗褐色土 As-C (</, 1~5 mm)を5％含む。暗褐色土に茶褐色土の斑状混合土。 (39住埋没土Secの3)
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40号住居跡カマド

l 灰褐色土 As-C (<f, 5 mm以下）を含む。しまりのある土。

2 黒褐色土 As-C (<f, 3 mm以下）を含む。

3 暗褐色土 粘土粒が斑状に混じる。

4 暗褐色土 As-Cを含まない均ーな土。

5 暗褐色土 粘土プロックが混じる。

6 暗褐色土 As-Cを含む。しまりある土。

7 暗褐色土 粘土粒をわずかに含む。

8 暗褐色土 均ーにAs-C (2mm以下）を含む。住居埋没土。

9 黄褐色土 白い鉱物粒を含む。ローム層。

10 茶褐色土 ローム質でAs-C (¢, 1 mm程）をわずかに含む。

11 暗褐色土 灰を含む。橙色の As-Cを極わずかに含む。

12 黄褐色土 ローム質でしまり良い。

13 暗褐色土 灰を多く含む。しまり良い。

14 暗褐色土 灰を多く含み、カリカリする。

15 茶褐色土 10に似る。ややしまり良い。

16 黄褐色土 ローム層で橙色の As-Cをわずかに含む。

第255図 39 • 40号住居跡カマド
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4.平 安時代
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41号住居跡

1 暗褐色土 茶褐色土を斑状に含む。 As-C少し含む。

2 暗褐色土 As-Cが1より 多い。

3 暗褐色砂質土 砂質土。しまり弱い。撹乱と思われる。 (As-C多混）

4 暗褐色土 As-C少し混じる。

5 暗褐色粘質土 強粘。焼土粒多混。カマド手前にある土坑埋没土。

6 黄褐色粘質土 掘り方土坑の内側に粘付。カマ ド手前にある土坑埋没土。

第256図 41号住居跡
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l 灰褐色土

2 暗褐色土

撹乱
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暗褐色土

撹乱

暗褐色土

茶褐色土

暗褐色土

茶褐色土

巽S-38

砂質で粗く、崩れやすい。

As-C多く 、茶褐色土を斑状に含む。

炭化材多い。

2よりわずかに暗い。炭化物多い。

3より As-C少な く茶褐色土多い。

As-C多く、しまり良い。

炭化物を少し含む。As-C (¢, 1 mm以下）

をわずかに含む。

¢, 1~2 mmの礫や灰、ロームプロック を

含み、乱れた陪。しまりはない。

堕． l

て

塾 ． 39号土坑

口
玉
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42号住 l 塾 '

ロズ⇒三ニニニこ
7央之二こ戸一・
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ズ2迎 ／，II

強し；い 口：ロ
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 て 2文二

L = 155.00 s
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ピッ トl

l 黒褐色土

2 茶褐色上

ピット 2

l 茶褐色土

2
 
黄褐色土

As-Cわずかに含む。しまり

白い鉱物粒(¢1 mm以下）をれ

含む。地山？

As-Cを少し含み、暗褐色の土を斑状

に含む。

内容物少なく、しまり良い。
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II 検出された遺構と遺物

墨I 痴`
X

k§-A 

＼
，
 。
k互＿A L =155.30 K坐‘

g叫
x

42号住居跡カマド

l 暗褐色土炭化物多く、 As-Cわずかに含む。

2 茶褐色土 しまり弱く、内容物少ない。

3 茶褐色土 As-C (<f, 1~2  mm) をわずかに含む。

4 灰褐色土 灰を含み、しまり弱い。焼土少し含む。

5 灰褐色土 4より暗い。炭化物少し含む。

6 暗褐色土 As-Cわずかに含む。しまり弱い。

7 灰白色土灰が多く、しまり弱い。

8 茶褐色土 しまり弱い、崩れやすい。

9 暗褐色土 灰を少し含む。しまり弱い。

10 暗褐色土 9より明る＜、粗い。ローム土をわずかに含む。

11 茶褐色土 焼土粒とローム粒を含む。

12 茶褐色土 ローム粒と炭化物を含む。

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

茶褐色土

黄褐色土

茶褐色土

茶褐色土

,8
S
)I 

゜
lm 

As-Cわずかに含む。やや粗く、しまり弱い。

炭化物をわずかに含む。しまり良い。

ローム土を多く含む。As-C (<f, 1 mm程度）を

わずかに含む。

15より明る＜、灰を含む。しまり弱い。

As-Cわずかに含む。しまり弱い。

As-C少し含む。茶褐色土を斑状に含む。

18に似るが、 As-Cほとんど含まない。

As-C少し含む。ローム土多い。

粗いローム土のプロック。

灰状の土を少し含み、粗い。

22に似るが、灰が少ない。白い鉱物粒子わずかに

含む。

第258図
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43号住居跡

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

裂

As-C多籠に含む。

As-Cが1より少ない。

As-Cをほとんど含まず、やわらかい。

゜
2m 
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4.平安時代

立． 竿
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竿 ．L=155.40 
表土

§A' 

撹乱

44号住居跡

l 暗褐色土 As-Cを少し含む。

2 暗褐色土 茶褐色土のプロックを斑状に含む。 As-Cを多く含む。
3 暗褐色土 1に似るが、やや柔らかく As-Cの屈も少ない。
4 茶褐色土 As-Cをわずかに含み、しまり強い。
5 暗褐色土 2より粒が細かく、 As-Cを少し含む。掘り方。

-=コ←

土坑

~-L = 155.00 延

塾． L=155.30 

14応 4

第260図 44号住居跡

租I
46号住居跡土坑

1 暗褐色土 As-C少試、茶褐色土

を斑状に含む。

しまり弱い。

2 暗褐色土 As-C多最。茶褐色土

は1より少ない。

塾' 1-1 しまり弱い。

3 暗褐色土 As-C少屈。

しまり弱い。

4 暗褐色土 As-C殆ど含まない。

細かくしまり良い。

」
席I

46号住 45号住 旦'

12 

45 • 46号住居跡
1 暗褐色土 As-C多く含む。礫

(</, 1~3 mm) を含む。

茶褐色土を斑状に含む。

2 暗褐色土 1に比べ、しまり良い。茶褐色土少な

い。 As-Cは多く含む。

3 黒褐色土 As-C多く含むが、やや暗く非常に

しまり良い。

4 暗褐色土 2より、やや As-C少なく、ローム

プロックを含む。

5 暗褐色土 1 • 2に比べ、明るい。茶褐色土を
多く含む。

6 暗褐色土 もろく、崩れやすい。根などによる
撹乱。

7 暗褐色土 1に似る。

8 暗褐色土 内容物少なく柔らかい。

9 暗褐色土 4よりさ らに As-C少なく、ローム

プロックを含む。

10 暗褐色土 黒褐色土を含み、しまり良い。

11 にぶい黄褐色土 漸移陪土に10が混じる。

12 暗褐色土 As-C (</, 3 mm以下）を15％含む。

固くしまる。

13 褐色土 12と同様しまり良い。 As-C

(</, 3 mm以下）を10％含む。

14 褐色土 As-C (</, 3mm以下）を10％含む。
15 暗褐色土 As-C (</, 3 mm以下）を10％含む。

暗褐色土と褐色土が斑状に混じる。

第261図 45 • 46号住居跡
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II 検出された遺構と遺物
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45号住居跡カマド

l 暗褐色上 As-C多く、茶褐色土が少し斑状に入る。

2 暗褐色土 1より明る＜茶褐色土が多い。

3 茶褐色土 As-C多く、ローム土を含む。

4 暗褐色土 As-C多く、 1に似る。

5 黒褐色土と暗褐色土が斑に混じった土。

6 黒褐色土 As-C (¢, I~2 mm) を5%含む。

7 暗褐色土 As-C (¢, I~3 mm) を10％含む。

8 茶褐色土均一の砂質土。

46号住 ｀
詞
〗

詞`
H

45号住居跡旧カマド手前の窪み

］ にぶい赤褐色土 焼土粒、炭化物粒を多く含む。やや粘りのある砂質土。
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46住居跡カマド

1 茶褐色土 As-Cと焼土粒を含む。

2 茶褐色土 As-C少なく、灰と黒褐色の土を含む。

3 茶褐色土 As-C多く、ザラつく。

4 茶褐色土焼土と灰を多く含む。

5 茶褐色土 内容物少ないが、 As-C少し含む。

6 にぶい褐色土 漸移層と黒褐色土の斑状混合土。

7 茶褐色土 しまり弱く、灰と炭化物少し含む。

8 茶褐色土 灰を少し含む。しまり弱い。

9 茶褐色土 5に似る。

10 黒褐色土 炭化物の影評か黒味が強い。

11 赤褐色土焼土多い。しまり強い。

12 茶褐色土 5 • 9に似る。

13 明黄褐色土粘土質。

14 褐色土 砂質。わずかに焼土化。カマド埋没土。

第262図 45 • 46号住居跡カマド
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Em-35より千m東 ゜

竿 L=l55.50

述'

4.平安時 代

47号住居跡

I 明褐色砂質土粒子を多砒含む。（土坑埋没上）

II 黒褐色土粒子が多く、砂質。（ピット埋没土）

1 暗褐色土 As-Cを多品に含む。やや砂質。

2 暗褐色土 1よりやや暗く、 As-Cやや少ない。

ローム漸移屈プロックを多く含む。

3 黒褐色土 2よりローム漸移層プロックを少屈

含み、暗い。

4 黒褐色土 As-Cを少凪、焼土粒子微拡含む。

しまりは極めて良い。

p 1 
SC SC' ． ．  

p 2 
SD SIJ' ．．  
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SE SE 
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ピット 1 • 2 • 3 • 4 
1 黒褐色土 ロームプロックを多く、 As-Cを少姐含む。

2 黒色土 きめ細かく単一的で他のものは混じらない。

3 黒褐色土 As-Cを多く含む。しまり弱い。

47号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子を少屈含む。しま り悪い。

1' 暗褐色土 1より若干黄色味帯びる。 1よりしまり良い。

2 暗褐色土 1より暗い。焼土粒子 ．As-Cを少絋含む。

しまり良い。

2' 暗褐色土 2より若干焼土が多い。

3 黄褐色粘性土 若干焼けている。焼土粒子を少星含む。

4 赤褐色粘性土 焼土粒子を少虻含む。

5 黄褐色粘性土焼土粒子を少凪含む。しまり良い。

6 赤黄褐色粘性土 2'より赤味 ・黄色味が強い。焼土粒子

は2'よりやや多い。

7 暗褐色土焼上プロックを含む。 (As-Cを含まない。）

8 赤褐色土焼土プロック。

9 黒褐色土 As-Cを多祉に含む。しま り弱い。

9' 暗褐色土 9より As-Cは少ない。

隻I ; _ • 10 暗褐色土焼土粒子わずかに含む。
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2より明るい。

l] 暗褐色土 焼土粒子わずかに含む。

しまり悪い。

12 暗褐色土焼土少屈含む。As-C

ほとんど含まない。

しまり強い。

13 暗褐色土焼土粒子を少械含む。

As-Cわずかに含む。

14 暗褐色土 As-C少屈含む。

ローム漸移層を含む。

しまり弱い。

15 暗褐色土全体にやや赤味帯びる。

As-C・焼土粒子少輩含む。

15'暗褐色土 15よりやや暗い。

16 黒褐色土 As-Cをやや多く含む。

しまりは極めて良い。

17 暗茶褐色土 焼土粒子を微屈に含む。地山より若干暗く、

しまり弱い。

18 暗茶褐色土 焼土粒子多く、炭化物少凪含む。炭混じる。
13 

゜
lm 
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II 検出された遺構と遺物
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48号住居跡

l 暗褐色土 As-Cを多く含む。

2 茶褐色土 漸移層プロック多鼠、 As-C多く含む。

3 黒褐色土 1より暗い。As-C少量含む。漸移層

プロックは含まない。

4 茶褐色土 焼上プロックを含む。

5 暗褐色土 大形の漸移層プロック(<f,3~5 cm) を

多量に含み、 As-Cを多く含む。

6 黒色土とロームの混合土 しまり良い。（床）

7 黒色土とロームの混合土 6に比べ、しまり弱い。

8 暗褐色土 As-C少星、ロームプロック多く含む。

7より明るい。
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＼二： 6三 3

土坑
SC L=l55.40 SC 

床下土坑

茫． L=155.40 ．翌

口 l2天ミニ:;z-4

床下土坑

1 黄褐色土 ローム状でしまり良い。 48住の床か？

2 暗褐色土 As-Cを少し含む。しまり弱い。

3 茶褐色土 黄褐色のローム状のプロック含む。 As-C含む。

やや乱れた層。

4 茶褐色土 3に比べ、プロック少ない。 As-C少し含む。
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KSA 
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・
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カマド

l 黒褐色土 As-Cを多く、黄褐色粘性土プロック(¢,2 cm) 

を含む。ローム粒子を少量含む。

2 黒褐色土 ハードロームプロック・ローム粒子を少量含む。

ローム粒子は 1より多い。

SA, r - 。

国

:̀： 
0
っーO
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゜
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土坑

1 黄灰褐色土 As-C含む。しまり良い。

2 暗褐色土 As-C含む。しまり弱い。

3 暗褐色土 ソフトローム主体。若干の暗褐色土が混じる。

しまりは弱い。

履I

〇 ．監A'

．
 

8:S
)I ゜

lm 

3 赤黄褐色粘性土 しまり良い。（袖）

3' 赤黄褐色粘性土 若千灰を含む。 3よりしまり弱い。

4 暗褐色土 1よりやや褐色強い。 As-Cは1より少ない。

5 黒褐色土 2 • 4より暗く、 As-Cをわずかに含む。

6 黒褐色土焼土多く、しまり弱い。

7 暗褐色土 焼土粒子を少し含み、炭化物をわずかに含む。

8 茶褐色土焼土粒多い。 As-C (¢, 1 mm未満）わずか含む。

9 茶褐色土焼土粒含まない。 As-C (¢, 1 mm未満）わずかに

含む。しまり弱い。

10 茶褐色土 9に似るが、焼土粒わずかに含む。

11 茶褐色土 8に似るが、焼土粒が少ない。 9より粗い。

第264図 48号住居跡 ・カマド
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4.平安時代
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SA L =155.50 塾'

戸 ―-
p 2 

竺． L= 150.50．廷＇

⑰ 

亨
49号住居跡

1 暗褐色土 As-Cを多黛に含む。

2 暗褐色土 やや黄色味帯びる。しまり良く、粘性有り。

1より暗い。

3 黒褐色土 As-C多く (1より少ない）含む。 1より暗い。

4 暗褐色土 地山よりわずか暗い。As-Cを極わずか含む。

ピット 2

① 黒色土 As-Cほとんど含まず、しまり悪い。

② 暗褐色土 やや黄色味帯びる。As-C含まず、しまり弱い。
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カマド

1 暗褐色土 黄褐色砂岩片 ・粒子を含む。やや黄色味を帯びる。しまり弱い。

2 暗黄褐色土 黄褐色砂岩片 ・粒子を極めて多鼠に含む。しまり弱い。

3 暗褐色土 焼土粒子 ・黄褐色砂岩粒子を少量含む。

4 黒褐色土 焼土粒子をわずかに含む。 3よりしまり良い。

5 黒灰色土 灰を多く含む。 7より黒味が強い。

6 黒褐色土 As-C・焼土粒子 ・炭化物を少擢含む。

7 暗灰褐色土 灰を多乱に含む。 As-C・焼土粒子を少泣含む。

8 暗褐色土 全体に焼けており、やや赤味帯びる。 As-Cを多屈、焼土粒子を少星含む。

9 暗褐色土 7よりやや明るい。 As-Cを極わずかに含む。地山よりややしまりが悪い。

10 黒褐色土 As-Cは、ほとんど含まない。 若干の焼土粒子を含む。

11 黒褐色土 As-Cを少誠、焼土粒子を微量含む。地山より黒く、しまりも弱い。

第265図 49号住居跡 ・カマド
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II 検出された遺構と遺物

-=  

SC 

SA 

i
 I
L
.
I
 

＄
 □P1 P2 

=i—- _-----二＝主乏 。

シ 可―
塾． L=155.50 ．塾’

3亡ニニニニニ］
北東土坑

送 ．芙

三L = 155.20 

e
 ゚

p 1 
SD SD' . . 

叉
L = 155.20 

゜

．
 

3̀
S
 

.

,‘

.
 

às
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50号住居跡

1 黒褐色土

2 暗褐色土

．塾＇

痴
3
S
 

As-C (,p 2~5 mm) を全面に含む。

しまりはあまり良くない。

1よりやや明るく、含まれる As-Cは1より

やや少ない。

2より As-C少なく、しまり弱い。

As-Cをやや多く含む。しまりは良い。

2m 

3 暗褐色土

4 黒褐色土

住居北東土坑

1 As-Cを多鼠、しまりは悪い。

2 住居2と同じ。

住居内北西ピット(p1) 

1 黒褐色土 As-Cを多く含む。しまりはあまり強くない。

南西コーナー床下土坑 (P2) 

1 黒褐色土 As-Cを多く含む。

2 黒褐色土 As-Cを多く含む。 1よりしまり良い。

3 灰白褐色粘性土 しまりは極めて良い。

恩 嬰I

カマド

l 暗褐色土 As-Cを多鎚に含む。しまり弱い。

2 暗褐色土 As-Cを多く、焼土粒子微菌含む。やや粘性有り。

3 暗赤褐色土 焼土を薄く含み、やや赤味を帯びる。

4 黒褐色土 焼土粒子を少鼠、 As-Cを多く含む。

5 暗褐色土 焼土粒子を少鼠、炭化物粒子をわずかに含む。

6 暗黄赤褐色粘性土 焼土粒子多く、灰少鼠含む。しまり良い。

7 暗赤褐色粘性土 やや黄色味帯びる。 6よりしまり・粘性弱い。

8 黒褐色土 焼土粒子微屈含む。しまり弱い。

9 黄灰褐色粘性土 しまりは非常に良い。

10 黄灰褐色粘性土 9よりやや暗く、暗褐色土の且が多い。

11 黄褐色粘性土焼けている。

12 赤褐色土（焼土） しまり弱い。

13 暗褐色土 As-Cを少鑓含む。しまり弱い。

14 暗灰褐色粘性土 As-Cを少絨含む。やや赤味を帯びる。

15 暗褐色土 やや赤味を帯びる。 As-C・焼土粒子 ・プロック

を少鼠含む。

15'暗褐色土 やや赤味を帯びる。 As-C・焼土粒子 ・プロック

を15よりやや多く含む。

16 赤黄灰褐色粘性土 黄褐色粘性土の焼けたもの。黄色味が強い。

しまり良く 、ガリガリしている。

17 暗灰褐色土 やや赤味帯び、焼土粒子 ・プロック含み、しまり弱。

18 暗黄灰褐色粘性土 焼土プロックを多く、 As-Cを少撻含む。

19 暗灰褐色土 やや赤味帯び、(17より赤味強い）灰を少羅含む。

20 黒灰褐色土 灰を多旦、焼土粒子わずかに含む。しまり弱い。

21 黒灰色土 灰 ．As-Cを多く、焼土粒子は極微贔含む。

22 暗褐色土 焼土プロック ・粒子少虻含み、やや黄色味帯びる。 K旦AL = 155.4~ 

23 暗褐色土 22より黄色味弱い。黄灰色粘性土プロック少量含む。

24 暗褐色土 As-C・焼土粒子極わずかに含み、黄色味帯びる。

25 黒色土 炭化物を多く、焼土粒子及び灰を少黛含む。

26 黒灰褐色土 灰を多く、焼土粒子 ・プロックをやや多く含む。

27 暗灰褐色土 黄褐色粘性土粒子 ・As-C少量、灰やや多く含む。

28 暗褐色土 黄色味帯び、黄褐色粘性土 ・焼土粒子少量含む。

29 暗灰色粘性土 しまり良い。 As-C・焼土粒子わずかに含む。

30 暗褐色土 As-Cわずかに含む。しまりは21より良い。
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4.平安時代
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土坑
SD L ~ I55.80 SD' 

＼ 
51号住居跡土坑

1 黒褐色土 As-Cが多く、

しまり良くない。

2 黒褐色土 1に比べ、 As-C

少ない。

］より細かい。

ロームプロック、

As-Cわずか。

3 茶褐色土

u
s
 

しまり弱い。

SA L =155.80 u
s
 

SA' 

3こ三三疇三←
翌． 撹乱 ① ．旦ぜ

亨 ―-
51 • 52号住居跡
1 暗褐色土 As-Cを多絨に含む。

2 暗褐色土 As-C多く 含む。 1よりやや明る

く、粘性もある。ロームブロック

少鼠含む。
SA 

3 暗褐色土 やや黄色味帯びる。 As-Cは含ま

ない。

4 暗黄灰褐色粘性土 As-C少黛含む。しまり

良い。

5 黒褐色土 ロームプロック少凪含み、 As-C

をやや多く含む。

6 黒褐色土と大形ロームプロックの混合土

7 黄褐色土 ロームに若干の黒褐色土が混じる。

7' 黄褐色土 7より黒褐色土のはは、さらに少ない。

8 黒褐色土 炭を多虻、ローム小プロック(¢,1cm)を少鼠、 As-C

をやや多く含む。

9 暗褐色土 ロームプロックを 8よりやや多く含み、全体としてやや

黄色味を帯びる。

10 暗黄褐色土 ロームプロックを含む。As-Cはほとんど含まない。

① 暗褐色土 As-Cを多く含む。炭化物（木材片）を多鼠に含む。

② 暗黄灰褐色粘性土 As-Cを少量含む。しまり良い。

③黒褐色土 炭を多く含む。しまり弱い。

④ 黒褐色土と地山泥流層の小礫層ロームとの混合土 しまり弱い。

I 暗灰褐色砂質土 As-Cを多く含む。

II 黒褐色土 As-Cを多最含む。

SA' 

SB' 

'.)S 

゜
2m 
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II 検出された遺構と遺物
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8 暗黄赤褐色土 やや黄色味を帯びる。焼土プロック ・焼土粒

子を多撻に含む。しまり強い。

9 暗黄褐色粘性土 焼土粒子を少最、灰を多く含む。しまり悪

51号住居跡カマド

l 暗褐色土 As-Cを多く含む。しまり良い。

2 暗褐色土焼土粒子 ・プロックを多く含む。 As-Cを多く

含む。若干灰を含む。 1より明るい。

（南半部の方が焼土粒子・プロックは多い）

2' 暗赤褐色土焼土粒子・プロックを多く含む。

3 黄褐色土 焼土粒子 ・プロックを含む。（カマドの袖）

しまり良い。下半部の方がやや暗い。

4 暗褐色土 1より明るい。

5 暗褐色土 黄褐色粘性土粒子を少量、 As-Cを多く含む。

6 暗褐色土 黄褐色粘性土プロ ック、焼土粒子を少星含む。

やや黄色味を帯びている。

7 赤褐色土 ガリガリに焼けた焼土。

し＼。

10 暗褐色土 全体に焼土粒子を均ーに少最、 As-Cをわずか

に含む。

11 暗褐色土 焼土粒子は、ほとんど含まない。黄褐色粘性土

ブロックをわずかに含む。

12 黒褐色土 As-C・ロームプロックを少絨含む。しまりは

極めて良し。（住居の床）

13 暗灰褐色土 ローム粒子 ・プロックを少敵、灰をやや多く、

焼土粒子をわずかに含む。

14 黒褐色土とロームの混合土 ほぼ同屈。

15 暗灰白褐色土 黄褐色粘性土粒子 ・プロックを多く 、焼土粒

子をやや多く含む。しまり良い。

16 暗灰黄褐色土 焼土粒子 ・As-Cはほとんど含まれない。

地山よりやや暗い。

52号住
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52号住居跡カマド

1 暗灰褐色土 炭化物を多皇、焼土粒子 ・プロックを含む。

灰が多く混じる。しまり弱い。

2 暗黄褐色土 暗灰褐色土を少屎含む。焼土粒子微量含む。

3 黒褐色土 1よりも黒い。他はほぽ1と同じ。

第268図 51 • 52号住居跡カマド

352 



SA 

塾 L=155.80 笥I ．塾’三 i
11 

剖

SA 

．
 
g
s
 

4.平安時代

膀1 53号住居跡．， 
As-Cを多最に含む。

2 暗褐色土 As-C多く、暗黄褐色土プロック少量含む。

1よりやや明るい。

3 暗褐色土 黄褐色土プロック（ローム漸移陪プロック）多く、

全体に黄色味を帯びる。 As-Cを少星含む。

4 暗黄褐色土 As-Cは、ほとんど含まれない。しまり良い。

5 ロームプロック

6 暗褐色土 As-Cを多く含む。 2より若千黒味が強い。

7 暗褐色土 全体に黄色味帯び、 2より明るく、 3より暗い。

As-Cを少絨含む。

8 黒褐色土 As-Cを多屈、炭化物片を少鼠含む。

9 暗褐色土 As-Cを少鼠含む。

10 暗褐色土とロームの混合土 As-Cをわずかに含む。

11 暗灰褐色粘性土 焼土粒子をわずかに含む。

号j'¥__ 12 暗褐色土 As-Cを少凪、ロームプロックを多く含む。

゜
2m 

カマド

1 暗褐色土 As-C少黛、焼土粒子 ・炭化物粒子わずか含む。

2 暗褐色土 焼土粒子 ・プロック、灰褐色粘土プロック少屈

含む。

3 暗灰褐色土 灰褐色粘性土を多く含む。

4 灰褐色粘土 暗褐色土 ・灰を少最含み、焼けている。

5 黒色粘性土 灰を多く含む。しまり良い。

6 暗褐色土 As-Cを多く含む。（住居埋没土）

6' 暗褐色土 6とほぼ同じであるが、若干暗い。

7 灰褐色粘土 焼土粒子 ・炭化物少鼠、灰を多く含む。

8 暗褐色土 焼土粒子 ・プロック ・炭化物粒子を少量含む。

やや粘性有り。

9 黒灰色粘性土 焼土粒子 ・プロックを多く含む。灰を含む。

炭化物粒子少星含む。しまり良い。

10 黒灰褐色土 灰を多く、ロームプロック・ As-C・炭化物

粒子少批含む。しまり弱い。

11 暗褐色土 As-Cをわずかに含む。 24よりやや暗い。

12 暗褐色土 全体にロームが混じり、やや黄色味を帯びる。

As-Cを10よりやや多く含む。

13 黄褐色粘性土プロック

14 暗褐色土 As-Cを多鼠、焼土粒子を少鼠含む。

15 暗灰褐色土 灰 ・炭化物を多く、焼土粒子を少鼠含む。

16 暗褐色土 全体にやや黄色味を帯びる。焼土粒子極わずかに含む。

貯蔵穴 p I p 2 
SC SC‘ SD SD' SE SE' ＿憂34- ¥ 3 夏ローム

L=l55 50 L=l55 50 
L ~ 155 60 

貯蔵穴

l 黒灰褐色土 炭化物多量、 As-C少鼠、灰を多く含む。しまり弱い。

2 暗褐色土 炭化物片を 1より少なく、 As-C少鼠含む。しまり弱い。

全体にやや黄色味を帯びる。

3 黒灰褐色土 1よりやや明るい。炭化物を少最含む。

4 暗黄褐色土 ロームに暗褐色土が混じったもの。

ピット 1• 2 
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 暗黄褐色土

ローム小プロック(</>1~2 cm) と黒色土小プロック少獄含む。

ロームプロック (<f> 2~3 cm) を含む。しまり弱い。

ロームプロックを多く、 As-Cを少屈含む。

暗褐色土を少是含む。
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17 暗褐色土 ロームプロック(</,1~2 cm)を多く、 As-C

をわずかに含む。やや黄色味を帯びる。

18 暗褐色土 As-Cを少益含む。 17よりやや暗い。

19 暗褐色土 As-Cを少凪含む。 18よりやや暗い。

20 ロームと暗褐色土の混合土 ローム量の方が多い。

21 暗黄褐色土 暗褐色土を、 As-Cをわずかに含む。 20より

しまり良い。

22 暗褐色土 As-Cを多く 、ロームプロックを含み、 23より

やや明るい。

23 暗褐色土 As-Cを多星に含む。

24 暗褐色土 As-C含む。 11より明る＜、地山よりやや暗い。

25 黒灰褐色土焼土粒子やや多く、 As-C少梵、灰多く含む。
地山よりやや暗く、しまり弱い。

第269図 53号住居跡 ・カマ ド
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II 検出された遺構と遺物
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カマド

l 暗黄灰褐色粘性土 As-Cやや多く、焼土粒子 ・炭化物粒子わずか含む。

2 暗褐色土 lょりやや明るい。ローム粒子やや多く、焼土粒子少量含む。

3 暗褐色土 全体にやや黄色味を帯びる。ローム粒子をやや多く含む。

6より赤味は弱い。

暗褐色土焼土粒子 ・As-Cを少量含む。

暗黄褐色粘性土 小礫を含む。焼土粒子をわずかに含む。

暗黄褐色土 焼土粒子 ・プロックを含み、やや赤味を帯びる。

黄白色粘性土 小礫を含む。

黒褐色土 焼土粒子を多く含む。やや粘性有り。

暗灰褐色粘性土焼土粒子を多く含む。礫(<f,2 cm程度）を含む。

4

5

6

7

8

9

 

54号住居跡

1 暗褐色土 82号住 lょりやや暗く、焼土粒子をやや多く含む。 As-Cを多量に含む。

2 暗褐色土 礫を含み、 As-Cを多蜃、焼土小プロックを少鑓含む。

3 82住カマド埋没土

第270図 54号住居跡 ・カマド
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55住居跡

1 暗褐色土

I 暗褐色土

II 暗褐色土

As-Cを多贔に含む。 2より暗い。しまり良い。

As-Cを多く含む。炭化物を少量含む。

全体にやや黄色味を帯びる。ロームプロック ・小礫を多く含み、しまり弱い。

第271図 55号住居跡
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1 暗褐色土 As-Cを多量に含む。焼土ほとんど含まず、しまり良い。

2 暗褐色土 As-Cを多く、焼土ブロック粒子を含む。

3 暗赤灰褐色粘性土焼土粒子を含む。

4 暗灰褐色土 As-Cを多く含む。極わずかに赤味を帯びる。（若干被熱）

5 暗灰褐色土 As-Cを多く、焼土粒子を極わずかに含む。

6 赤灰褐色粘性土 焼けている。黄褐色ロームプロックを含む。

7 赤灰褐色粘性土 ロームプロック含まず、焼け方も 6より弱い。 As-Cを

少鼠含む。

8 暗灰褐色粘性土 ロームプロックを含む。

9 黒褐色土 As-Cを多贔に含む。（下の住居埋没土）

10 黒色粘性土 As-Cをやや多く、焼土粒子・プロックを少鼠含む。

11 黒色粘性土 As-C多く、焼土粒子・炭化物粒子少星含む。しまり良い。

12 暗褐色土 9よりやや明るい。ロームプロック・焼土粒子をわずかに含む。

13 黒褐色粘性土 As-Cを多く含む。焼けて若干赤味を帯びる。

14 黒褐色粘性土 11に近いが、 11よりやや赤味を帯びる。

15 焼土 ガリガリに焼けている。

16 焼土 赤紫色に焼けている。

17 焼土 暗赤褐色に焼けている。

18 暗褐色土 As-Cを多量に含む。焼土粒子は殆ど含まない。

第272図 55号住居跡カマド
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黄色味を帯びる。

56号住居跡 6 暗褐色土 As-Cをわずかに、ローム粒子を少量含む。

l 暗褐色土 礫含み、 As-C多量、焼土小プロック少量含む。 しまり弱い。

2 暗褐色土 ロームを多量に含み、全体に黄色味を帯びる。 7 ロームプロック

カマド 8 暗黄灰褐色粘性土 ロームプロック・粒子を多く、焼土粒子

l 暗褐色土 2より暗い。 As-C多く、小礫を少量含む。 をわずかに含む。

2 暗褐色土 1より明る＜、 As-Cやや少ない。 9 暗褐色土 As-Cを少鼠、ローム粒子をやや多く含む。

3 暗褐色土 焼土ブロック・焼土粒子多く含む。粘性有り。 1より粘性が強い。

4 暗灰褐色土 焼土粒子わずかに含む。やや粘性有り。 1より 10 暗灰褐色土 ロームプロックやや多く、炭化物粒子多く、

やや明るい。 焼土粒子・礫を少鼠含む。

5 暗灰褐色土 4とほぼ同じ、ローム粒子・プロックを含み、 11 暗灰褐色土 炭化物粒子・焼土粒子を10より少なく含む。

第273図 56号住居跡・カマド
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II 検出された遺構と遺物
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57 • 58号住居跡

l 暗褐色土

2 暗褐色土
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①
 

As-Cを多輩に含む。

As-C多く含む。(1より少ない） 1よりしま

り良く、粘性有り。

暗灰褐色土 2より As-C少ない。ロームプロック・炭化

物粒子を含む。

暗褐色土 ロームブロックを含む。しまり良い。（貼床）

黒褐色土 ロームプロック多く、 As-Cやや多く含む。

暗黄褐色土 黒褐色土プロック少氣、ロームブロック多く含

む。しまり悪い。

暗褐色土 ロームを極めて多械に含む。

黄褐色土 ほぼローム。しまり弱い。

暗黄褐色土 若干の炭化物片を含む。しまり弱い。

暗褐色土 As-C・総社砂層小プロックを少鼠含む。しま

り悪い。

1より若干明るい。 As-C多蟄、ロームプロッ

ク極わずかに含む。

暗褐色土

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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暗褐色土

黒褐色土

貯蔵穴
翌 L~155. 70 ．堕

麟①よりやや暗く、 3よりやや明るい。 As-C多
く （①よりも少ない）、ロームプロック少凪含む。

暗黄褐色土 ロームと黒褐色土との混合土。しまり極めて良

い。（貼床）

暗褐色土 黄白色粘性土小プロック多鼠、 As-C少鼠含む。

暗灰紫色粘性土 As-C・焼土粒子・小プロック少鼠含む。

暗褐色土 暗灰紫色粘性土プロック ・焼土粒子少量含む。

暗灰紫色粘性土 白色粘性土小プロック少量含む。単一的。

暗灰紫色粘性土 白色粘性土小プロックを少黛、焼土粒子を

わずかに含む。

焼土粒子をわずかに含む。しまり良い。

総社砂層プロック多く、 As-Cやや多く含む。

貯蔵穴

1 暗褐色土 As-Cを少星含む。炭化物を多く含む。

2 暗褐色土 ロームプロック多く含む。全体に黄色味帯びる。

3 暗灰黄褐色土焼土プロック ・焼土粒子を含む。

床下土坑
芸．．逹

で
I 2 

p 1 
翌．且E'

w 
p 2 
些．．包

2̀ 

p 3 
堕． SH‘

で7 L ~ 155.40 

58号住居跡床下土坑 l

1 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。しまり良い。

2 暗褐色土 黒褐色土・ロームプロック含む。しまり良い。

ビット 1• 2 • 3 

1 暗褐色土 地山の砂質ロームを含む。しまり良い。

2 黒褐色土 As-Cを少鼠含む。

3

4

5

6

7

 

黒褐色土 ロームプロックを少蜃含む。しまり弱い。

暗黄褐色土 ロームプロックを多量に含む。

暗褐色土 As-Cをわずかに含む。

黒褐色土 As-Cを少載含む。炭化物をわずかに含む。

暗褐色土 炭化物片を多量に含む。

゜
2m 
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4.平安時 代
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1 黒灰色土 As-Cを少屈、白色粘性土

粒子 ・焼土粒子を極わずか、

灰を含む。

2 黒灰色土 1よりやや黒味が強い。

3 黒灰褐色土 As-C・白色粘性土粒子

をわずか、灰を含む。

4 明褐色土 焼土粒子 ・プロックを多く、

白色粘性土粒子を含む。

床下土坑2

1 黒褐色土 白色粘性土小プロックやや

多く、焼土粒子を少贔含む。
SB' 2 暗褐色土 白色粘性土小プロック極めて

多黛、焼土粒子を多く含む。

3 暗灰褐色土 白色粘性土粒子 ・As-C • 
灰を少屈含む。

4 黒灰褐色土 As-Cやや多く、白色粘性

土プロック少品、灰多い。

5 暗黄褐色土粘性有り。 As-Cわずか。

6 暗灰褐色土 4より やや明るい。 As-C

も少ない。他は 4に類似。
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l 暗褐色土 As-Cを多屈に含む。やや砂質。

2 暗褐色土 As-C・焼土粒子少量、 黄褐色粘性土含む。

3 暗褐色土 As-Cを多黛に含む。

4 暗灰褐色土 焼土粒子 ・プロッ クを多く、灰を含む。

5 暗黄褐色土焼土粒子を少黛含む。

6 黄褐色粘性土 若干焼けて赤味を帯びる。

7 黄褐色粘性土 6より赤味が薄い。

8 暗褐色土 As-Cを多く含む。

9 暗褐色土 As-C・焼土粒子を多く含む。

10 赤褐色土 焼土プロック多屈、炭化物粒子少祉含む。

11 暗黄褐色土 As-Cやや多く、焼土粒子 ・ブロック少屈含む。

12 暗灰褐色土 As-C少蘇、灰多く、焼土粒子やや多く含む。

13 明褐色土 灰を多量、焼土粒子を少屈含む。

14 明褐色土 暗褐色土を含む。 As-Cを極わずかに含む。

15 黒褐色土 焼土粒子 ．As-C少凪、明褐色土プロック含む。

16 明褐色土 焼土粒子をやや多く含む。

17 明褐色土 焼土粒子 ・プロックを含む。やや粘性有り。

18 暗褐色土 As-C・焼土粒子少址含む。しまり極めて良い。

（床）

19 暗褐色土 全体にやや黄色味帯び、 As-Cやや多く、焼土粒子

わずか含む。 18同様しまり良く、ガチガチに固める。

20 赤褐色土 粘性土全体に焼けている。

21 黒灰色土 As-C・焼土粒子をわずかに含む。

22 明褐色土 As-Cを極わずかに含む。焼土粒子は21よりさらに

少なく含む。
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II 検出された遺構と遺物
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］ 明褐色土 As-Cを多星に含む。砂質でしまり弱い。 22 黒褐色土 白色粘性土プロック含む。しまり極めて良い。

2 暗褐色土 As-Cを多星、焼土粒子少試含む。 （住居の床）

3 黒褐色土 As-Cを多く、焼土粒子少量含む。 23 暗褐色土 24より暗い。 As-Cを少絨、焼土粒子をわず

4 黒褐色土 As-Cを少量含む。やや粘性有り。 かに含む。

5 暗褐色土 As-Cを多く、焼土粒子少鼠含む。やや砂質。 24 暗褐色土 白色粘性小粒子・ As-Cを少誠、焼土粒子を

6 暗黄灰褐色粘性土 ロームプロック少鼠、若干の灰を含む。 極わずかに含む。

7 灰褐色粘性土 ロームプロックを少量含む。 25 暗赤褐色粘性土 焼土粒子を多鼠、 As-Cを少量含む。

8 暗褐色土 As-Cを多量に含む。（住居埋没土） 26 茶褐色土 やや粘性有り。 As-C・焼土粒子を少量含む。

9 灰褐色土 焼土プロックを含む。しまり悪い。 27 茶褐色土 やや粘性有り。 As-C・焼土粒子を少量含む。

10 灰褐色土 焼土プロックを多量に含む。しまり悪い。 全体にやや黄色味を帯びる。

11 暗褐色土 焼土粒子を少量含む。 4よりしまり弱い。 28 暗灰紫色土焼土粒子を微鼠含む。 粘性有り。

12 暗褐色土 11より暗い。焼土粒子・プロックを含む。 29 暗灰紫色土 黄褐色粘性土粒子を少絨含む。粘性有り。

しまり悪い。 30 暗褐色土 As-C・焼土粒子を少鼠含む。

13 暗赤褐色粘性土 全体に焼けている。 31 暗褐色土 27よりやや暗い。 As-C・焼土粒子少量含む。

14 黒褐色土 しまり悪い。（撹乱） 32 暗褐色土 全体にやや黄色味帯びる。焼土粒子を極わずか

15 暗赤灰褐色土 しまり弱い。焼土粒子 ・プロック・炭化物 に含む。

を含む。（灰層） 33 暗褐色土 全体にやや黄色味帯びる。地山よりやや暗い。

16 暗灰褐色粘性土 焼土粒子を含む。 As-C少械含む。 As-Cを極わずかに含む。

17 茶褐色土 全体に赤味帯びる。焼土粒子をやや多く含む。 34 暗灰褐色土 灰を多く、焼土粒子を少量、 As-Cをわずか

18 茶褐色土 全体に赤味帯びる。焼土粒子 ・プロック ・白色 に含む。

粘性土プロックを含む。 35 暗茶褐色土 焼土粒子を少絨、 As-Cをやや多く含む。

19 暗褐色土 やや赤味帯び、 As-C・焼土粒子を少量含む。 36 暗褐色土 As-Cを少絨、焼土粒子を極わずかに含む。

20 茶褐色土 As-C・焼土粒子をわずかに含む。 37 暗褐色土 やや黄色味を帯びる。ローム漸移層プロックを

21 茶褐色上 20に近いが20よりやや明る＜、地山より暗い。 多く、焼土粒子を極微屈含む。

第276図 57号住居跡カマド
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① 暗褐色砂質土 As-Cを多屈に含む。 珍ン・
② 暗褐色土 ①より暗い。ロームプロック

を少祉、 As-Cを多く含む。

②より明るい。ロームプロッ

ク多く、 As-Cを少茄含む。

明褐色土 地山の砂質ロームプロックを多拭に含む。

ロームプロックの盛土

明褐色砂質土（耕作土） As-Cを多量に含む。

暗褐色土 As-Cを多品に含む。

暗褐色土 As-C多黛、ロームプロックを少拡含む。 3よ

りやや明るい。

As-Cを多 く含む。 (4より少ない）焼土粒子

をわずかに含む。

As-C多く、ロームプロックを少星含む。 5よ

り暗い。

暗灰褐色土 ロームプロッ クを極多昼、焼土粒子 ・灰を少絨

含む。

白色ローム ・灰 ・焼土粒子少黛を含む。しまりは

悪い。

ロームプロッ クをわずかに含む。 8より、しまり

良い。

ロームプロック ・As-Cを多屈に含む。

ロームプロック • As- C を多批、焼土プロック

を含む。

赤黄褐色土焼土粒子を多く、灰を含む。（カマド埋没土）

暗褐色土 ロームプロックを含む。

黒褐色土 総社砂層プロック ・As-Cを多く含む。しまり

は非常に良い。（床）

明褐色土 総社砂層プロックを多星に含む。しまり良い。

黄褐色粘性土焼土粒子を少凪含む。

暗灰褐色土 焼土粒子をやや多く、 As-C・炭化物粒子を

少鼠含む。灰を含む。

③
 

④

1

2

3

4

 

5
 

6
 

7
 

8
 

，
 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

暗褐色土

ヽ ． ＿芝;.,•

・、 i ーぷ/----

＿一一 撹乱
＿一・
一― 令

暗褐色土

黒褐色土

灰褐色土

灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

18 

20 

21 

22 

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

ピット ］

1 黒褐色土

2 暗褐色土

ピット 2

1 黒褐色土

2 明褐色土

ビット 3

1 黒褐色土

゜
2m 

黒灰色土 焼土粒子を多祉、黄褐色粘性土プロックを多く、

As-Cをやや多く含む。

19 暗黄褐色土 焼土粒子・暗褐色土を少屈、As-Cをわずか

に含む。

10よりも暗い。 As-Cを多く含む。しまり弱い。

20より明る＜、しまりは悪い。ロームプロックを

含む。

焼土粒子を18よりやや少なく、 As-C・ローム

粒子を少鼠含む。

黄褐色土ロームプロック(<f,2~7 cm大）多く、

As-Cを少鼠含む。

全体に 1より小さいロームプロックを含む。

黄褐色ロームプロック ・粒子を多く含む。

黄褐色ロームプロック ・粒子を多く含む。 1より

しまり良い。

全体に黄褐色土ロームプロック(¢,l~5 cm大）

を含む。

固い微粒子含む。（地山）2 明褐色土

ビット 4

］ 暗褐色土 黄白色粘性土を多鼠、焼土プロックを少屎含む。

2 黒褐色土 炭化物、黄白色粘性土粒子 ・As-Cを少量含む。

3 黄白色粘性土 しまり弱い。

第277図 59 • 60号住居跡

359 



II 検出された遺構と遺物
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59号住居跡カマド 18 黒褐色土 As-C (<f, 1~2 mm大）少鼠含む。しまり良い。

1 暗褐色土 軽石を多く含む。やや砂質。しまり良い。 19 灰褐色土 黄白色の微粒子のプロックを所々含む。しまり良

2 暗黄褐色土 暗褐色土とロームの混合土。 As-C少量含む。 い。

しまり良い。 20 暗褐色土 黄褐色粘土プロック ・焼土プロック含む。しまり

3 黄褐色粘性土プロック しまり良い。 良い。

3' 黄褐色粘性土プロックを固めたもの。しまり良い。 21 赤褐色土 焼土プロックを全体的に含む。

4 暗褐色土 As-C・ロームプロックを多く、焼土粒子含む。 22 暗褐色土 黄褐色粘土プロックを多く含む。

しまり良い。 23 黄褐色土 微粒子で固い。焼土粒子を若干含む。

4' 暗褐色土 4よりやや暗く、しまり悪い。 24 明褐色土 23とほぽ同じだが、 As-Cを少量含む。

5 暗褐色土 As-Cを多く、焼土粒子を少量含む。 25 暗褐色土 12とほぽ同じ。

6 暗褐色土 As-Cを多く、焼土粒子を含まない。 26 暗褐色土 As-Cを少量含む。しまり悪い。細粒子。

7 暗褐色土 As-Cを少量含む。しまり良い。 27 黄褐色粘性土 As-Cを少輩、焼土粒子を極少量含む。

8 暗褐色土 ロームプロック含む。しまりは極めて良い。 3'と似ている。

9 暗黄褐色粘性土焼土プロックを含む。 28 黒褐色土 As-Cを若干含み、焼土粒子を極少量含む。

10 暗褐色土 As-Cを多く、焼土ブロックを少最含む。 しまり良い。

しまり弱い。 29 黄褐色土 粘性ブロックを含み、焼土を少量含む。

11 黄褐色粘性土 As-C少量、黄褐色の焼土プロックを含む。 粒子細かく、しまり良い。

(3'に対応する）しまり良い。 30 暗褐色土焼土粒子 ・As-Cを少量含む。しまり良い。

12 暗褐色土 11のプロックを上面に少鼠含み、赤褐色の焼土 31 明褐色土 砂質ロームプロックを少量、 As-Cをわずかに

プロックを少星含む。しまり良い。 含む。

13 暗褐色土 As-C・赤褐色の焼土プロックを少量含む。 32 暗褐色土 砂質ロームプロック多量、焼土粒子少量含む。

しまり良い。 しまり良い。

14 暗褐色土 13より若干明るい。全体的に赤褐色の焼土粒子 ・ 33 明褐色土 やや黄色味帯びる。 As-Cを極わずか、焼土粒

プロック、若干As-Cを含む。しまりは良い。 子をわずかに含む。

15 黒褐色土 As~Cを少量、赤褐色の焼土プロックを含む。

しまり良い。 59号住居跡カマドピット l

16 明褐色土 As-Cを若干、 15より焼土プロックを多く含む。 1 明褐色土 総社砂層プロックを多く、 As-Cを極わずかに

しまり良い。 含む。

17 黒褐色土 As-C (</, 1~7 mm大）を少量、赤褐色焼土粒 2 明褐色土 1より明るい。総社砂層プロックを多鼠に含む。

子を若干含む。しまり良い。

゜
lm 
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4.平安時代
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［ 暗褐色土砂質土 しまり悪い。 As-C多量に含む。（撹乱）

l 暗褐色土 As-Cを多く含む。

2 暗褐色土 ローム漸移層プロックを多く、 As-Cを少量

含む。全体に黄色味を帯びる。

3 暗褐色土 炭化物粒子を含み、しまり弱い。

4 暗黄褐色土 暗褐色土を少鼠、 As-Cをわずかに含む。

薗

．
 

`
8
S
 

．述＇

ピット 1
:2£. L ~ l55.80 ．述’

g
s
 

文
5 暗褐色土

ピット 1

1 黒褐色土

゜
2m 

焼土粒子を少量、ロームプロックを均等に多く

含む。しまり悪く、粒子細かい。

As-Cを多く、総社砂層小プロックを多く

,a
s
 

，155 
k
-

KSA
-』

KSA' 

含む。しまり悪い。

2 暗黄褐色土 ほぼローム。若干の暗褐色土が混じる。

息I

甜
KSA'::<: 

．
 
3
S
 

SD L =155. 70 SD' 

ヽ

4 暗黄褐色土焼土粒子わずかに、灰多く含む。

14 2 
5 暗褐色土 焼土粒子をわずかに含む。

尻I 尻I. 6 暗褐色土焼土粒子をわずかに含む。 1より
。品1l 仁 n¥ 7 黒褐色土汀言：：し）。い。炭化物粒子 ・

焼土粒子を少星含む。しまり良い。

竿o ¥ ( \s」〗に ダ）I~：：土は：：：ば。や粘性有り。
暗黄褐色土 As-Cを少量含む。。

黄褐色土 粘性有り。軽石を極わずかに含む。

吋 1 ― ` 呂|い令‘呂|( 12 黒褐色土焼土粒子わずか含む。 9より暗い。
13 黒褐色土 As-Cをごくわずかに含む。しまり良い。

竿． ~155.80 _ _g: 14 黒褐色土 ロームブロックを含広しまり弱い。二 15 暗褐色上 砂質ロームプロックを多量、炭化物粒子を含む。

② 小鍛冶炉フク土

0 1 m 1 黒色土 鉄滓を含む。灰を多く含む。しまり弱い。
2 黒灰色土炭化物を多く含む。（灰層）

カマド

I 明褐色砂質土（耕作土）

l 暗灰褐色土 As-Cを少量、焼土粒子をわずかに含む。

2 黒褐色土 灰 ・炭化物多く、焼土粒子を 1より多く含む。

3 黒灰褐色土 炭化物 ・灰を多く、焼土粒子をわずかに含む。

粘性有り。

台石周辺

l 暗褐色土 As-Cを多く含む。しまり弱い。

① 黒褐色土 As-Cをわずかに含む。焼土粒子を少量含む。

ややしまり良い。

②暗黄褐色土総社砂層を多撮に含む。しまり弱い。
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II 検出された遺構と遺物
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62号住居跡

l 暗褐色土 As-Cを多く、しまり良くない。

2 黒褐色土 As-Cを少斌、小黄褐色砂質ロームプロックを

多く 、しまり弱い。

3 暗褐色土 As-Cをわずかに含む。

4 黒褐色土 ロームプロックを多く、 As-Cを少最含む。

しまりは非常に良い。

5 暗褐色土 やや黄色味帯びる。ロームプロックを少量含む。

As-Cは、ほとんど含まない。

I 暗褐色土 小ロームプロックを多絨、 As-Cやや多く含む。

しまり悪い。

江

カマド

l 暗灰褐色土 炭化物粒子 ・焼土粒子を少猿、灰を含む。

しまり悪い。

2 暗黄褐色土 灰を含み、炭化物粒子 ・焼土粒子を微量含む。

3 暗褐色土 炭化物粒子 ・焼土粒子を微蘇含む。しまり悪い。

4 黒褐色土 ロームプロックを少鼠含む。粒子は細かい。

5 暗褐色土 ロームプロックを少絨含む。粒子細かく、しまり

悪い。

p 1 
SC SC' . .  

＼ 
堕
床下土坑

SD' 

L=l55.80 一。 2m 

［［ 明褐色土 小ロームプロックを多屈、 As-Cを少最含む。

しまり悪い。

床下土坑

1 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。 As-Cを少量含む。

しまりは非常に良い。

2 暗褐色土 やや黄色味帯びる。ロームプロックを少量含む。

As-Cは、ほとんど含まない。

ピット l

l 暗褐色土 As-Cを多く、総社砂層プロックを少量含む。

しまり悪い。

履

゜
lm 

6 暗褐色土 5よりロームプロックの屈が多い。

7 黄褐色ロームプロック

8 暗褐色土 焼土粒子 ・炭化物粒子を少量含む。粒子細かく、

しまり悪い。

9 黒褐色土 3に似る。炭化物粒子と焼土をほとんど含まず、

粒子細かく、しまり悪い。

10 暗褐色土 4に似る。 4よりロームプロックが多い。しまり

良い。

第280図 62居住居跡 ・カマド
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4.平安時代
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63号住居跡

l 暗褐色土 耕作土の土層に近い。 As-Cを少鼠含む。

2 黒褐色土 As-C (<f> 1~3 mm大）多く含む。しまり良い。

3 黒褐色土 2とほぽ同じだが、 As-Cの粒子が小さく、砒

も少ない。

一へ＼今

石ぃ、、 八 ＼ K豆
し、

履I
KSA L = 155.90 国 '

三
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詞
〗

甜
H

二

カマド

1 黄褐色土 焼土粒子を少鼠含む。しまり良く、粘土質。

2 赤褐色土 lとほぽ同じ。焼土プロック。

3 暗褐色土 焼土プロックと焼土粒子の混土。しまり少し良い。

4 暗褐色土 焼土プロックを多く、 As-Cを極少鼠含む。し

まり良く、粘土質。

4 明褐色土 粒子が細かい。 As-Cを少し含む。しまり良い。

5 黒褐色土 As-Cを多く、ロームプロックを少量含む。し

まりは非常に良い。（床）

ピット 1

1 黒褐色土 As-Cを多く含む。

40号土坑

芦 KSA' 

．
 
g
s
X
 

。
lm 

5 暗褐色土 4とほぽ同じだが、 3が少鼠混じっている。

6 黒褐色土 焼土粒子を極少鼠含む。

7 黒褐色土 焼土粒子を極少量、ロームプロック ・As-Cを

含む。

8 黒褐色土 焼土粒子を極少鼠含む。しまり良く、粒子細かい。

（粘土質）

9 暗褐色土 焼土粒子を極少鼠、 As-Cを少絨含む。しまり

やや良い。

10 暗褐色土 9に似る。 9より As-Cが少なく、しまり良い。

11 黒褐色土焼土粒子を極少呈含む。しまり良く、粒子細かい。
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II 検出された遺構と遺物
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1 黒褐色土 As-C多く、しまり良い。

2 黒褐色土 lに似るが、茶褐色土が混入する。

3 黒褐色土 As-C少なく、しまり弱い。

4 茶褐色土 As-Cをほとんど含まない。地山か？

5 黒褐色土 lに似るが、やや明る＜茶褐色土が混じる。

6 暗茶褐色土 As-Cを極わずかに含む。しまり弱い。

7 暗褐色土 As-Cを多く、炭化物を少鼠含む。しまり悪い。
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8 明褐色土 若干の As-C、ロームプロック（茶褐色土）を

含む。しまり悪い。

9 ピット 2の1

床下土坑

l 灰紫色粘性土と黄白粘性土の混合土 As-Cを少量含む。

しまり良い。

ピット 2

l 暗褐色土 As-Cを多星、地山（砂質ロームプロック）を

少籠、焼土プロック・粒子をわずかに含む。
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KSA L =156.00 K坐’ カマド
1 茶褐色土 ローム粒と As-Cを含む。

2 黒褐色土 ローム粒を少し含む。

3 茶褐色土 1より明るく、ローム土を少し混入。

4 黒褐色土 As-C (ef, 1 mm以下）を含む。しまり良い。

5 黒褐色土 ローム状の土を混入。しまり良い。

6 黒褐色土 非常にもろく、崩れやすい。

7 茶褐色土粘土状で、焼土を含む。

8 茶褐色土 7より暗く、焼土を含まない。

9 黒褐色土 As-C、ローム粒を少量含む。
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65号住居跡

l 黒褐色土

2 茶褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土
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As-C多く含む。しまり弱い。

As-Cを含まず、サラサラする。

2より暗いが、 As-C含まず、やわらかい。

1に似るが、 As-C少ない。

粒子細かく 、As-Cを少し含む。サラサラする。

．
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゜
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｀ ミ笥i / 
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歪C
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66号住居跡

1 暗褐色土 As-Cを多量に含む。 2よりやや暗い。

2 暗褐色上 As-Cを多く含む。ロームプロックを含む。 1よりやや粘性有り。

3 暗褐色土 2よりやや暗い。 As-Cは2より多く含む。しまり弱い。

4 黒褐色土 As-Cと炭化物を少量含む。

5 暗褐色土 黄褐色粘性土プロックを含み、 As-Cを少量含む。

6 黒褐色土 As-Cを少量含む。しまり良い。粘性少し有り。

7 暗褐色土 黄褐色土プロックを少量含む。しまり弱い。粘性少し有り。

ピット 1

1 暗褐色土粒子細かい。 As-Cを少量含む。粘性あまりない。

2 黒褐色土粒子細かい。 1より As-Cを少し多く含む。粘性あまりない。

SC_・ 表土 SC' 

Lど三／
ここ '!_Il'

L ~ 155.80 

゜
2m 
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II 検出された遺構と遺物
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66号住跡カマド

l 暗褐色土 As-Cを多く含み、黄褐色粘性土ブロックを含む。

2 黄褐色粘性土

3 暗褐色土 焼けた黄褐色粘性土プロックを多く含む。しまり弱い。

4 暗褐色土 灰を含む。 As-Cをわずかに含む。しまり弱い。

5 暗褐色土 灰を含む。焼土粒子 ・ブロックを含む。しまり弱い。

6 暗褐色土焼土を多く含み、やや赤味を帯びる。

7 暗褐色土 As-Cを多く含む。黄褐色粘性土プロックをわずかに含む。

8 暗褐色上 I • 7より暗い。 As-C・黄褐色粘性土粒子を少輩含む。

9 暗褐色土 1よりやや黄色味帯びる。黄褐色粘性土粒子を多く、焼土粒子を少鼠含む。

10 暗褐色土 As-Cを少絨含む。焼土粒子を極わずかに含む。

11 黒褐色土 赤褐色粘性土の焼土プロックをやや多く含む。しまり弱い。

12 明褐色土 若干焼土粒子を含む。しまり良く、粒子細かい。

13 明褐色土 12よりやや暗い。 12よりしまり良い。粒子細かい。

14 黄褐色粘性土 黄褐色の焼土粒子・プロックを全面に含む。 As-C (¢, 1~3 mm大）を

多く含む。しまり良い。

15 明褐色土 黄褐色の焼土粒子 ・プロックを少旦含む。 As-C (¢, 1 mm大）を多く含む。

しまりやや良い。

16 黄褐色土 15とほぼ同じだが、やや黄色味を帯びる。

17 黒褐色土 As-Cを含む。しまり悪い。

18 暗褐色土 As-C多く含む。上面に焼土粒子を若干含む。しまり悪い。 1とほぼ同じ。

19 暗褐色土 黄褐色粘土プロックを多く含む。しまり良い。焼土プロックを少最含む。

3と対応。

20 赤褐色粘性土 赤褐色の焼土粒子 ・プロックを全面に含む。 As-Cを少量含む。しまり

良い。 4と対応。

21 暗褐色土 赤褐色の焼土プロックを少最含む。 As-C (¢, I~2 mm大）を少量含む。

しまりやや悪い。

22 茶褐色土 焼土粒子・プロックを少量含む。粒子細かく、しまり良い。

23 茶褐色土 22より焼土が少ない。ほぼ似ている。

第285図 66号住居跡カマド

366 
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67号住居跡

l 暗褐色土 As-Cを多星に含む。

2 暗褐色土 As-Cを多星に含む。焼土プロックをわずかに

含む部分がある。 1よりやや暗い。

3 暗褐色土 As-Cを多く含む (2より少ない）。 2よりや

や明る＜、粘性有り。

夏I

p 1 
SC SC ．．  
ヽ
l 

＜ 
吼

KSA L =156.10 

◎ 

KSA' 

カマド

1 黒褐色土 As-Cを多望、黄褐色粘性土小プロック ・焼

土粒子を少量含む。

2 暗赤黄褐色粘性土 焼土粒子・プロックを多く含む。

2' 暗赤黄褐色粘性土 2より粘性弱く、しまり悪い。

3 黒褐色土 焼土粒子 ・プロック多く、 As-Cを少量含む。

全体に赤味を帯びる。

4 黒褐色土 焼土粒子 ・As-Cを極わずかに含む。

5 黄褐色粘性土 焼土粒子を少量含む。

6 暗褐色土 As-Cを多量に含む。焼土粒子少贔含む。

scl
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p
 

sci 

P 2 • 3 
SD SD' ． ． 
ベ ー
I 

L ~ 155 . 70 

呵 0 2m 
r.fl 

4 暗褐色土 やや黄色味を帯びる。軽石を少量含む。

5 暗褐色土 As-C少凪含む。粒子細かい。しまり良く 、粘

性少ない。

ピット 1

1 黒褐色土 As-Cを多く含む。黄褐色土のプロック(¢,2 

~4 mm大）を含む。しまり良い。

ピッ ト2 • 3 

2 暗褐色土 As-C (¢, 1 mm大）を少量含む。しまり良い。

微細質土。
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7 暗黄褐色土 焼土プロック • As- C を少星含む。 粘性有り。

8 黒褐色土 焼土粒子 ・プロックを含み、 As-C少鼠含む。

9 暗褐色土 焼土粒子やや多く、 8より As-C多く含む。

10 赤褐色粘性土（暗灰褐色粘性土の焼けたもの）

11 暗赤黄褐色粘性土 2とほぼ同じ。10に焼土粒子 ・プロック

を多く含む。

12 黒褐色土 焼土粒子 ・ブロック ・As-Cを少試含む。

しまりやや悪い。

13 黒褐色土 As-C (¢, 2mm大）極少鼠含む。粒子細かく 、

しまりやや悪い。

14 暗灰褐色土 焼土粒子を少黛含む。 15より暗い。

15 暗灰褐色土 灰 ・焼土粒子を多く含む。

16 黒灰褐色土 灰多く、焼土粒子を少なく含む。しまり弱い。

17 黒褐色土 As-Cを多く含む。

第286図 67号住居跡 ・カマド

367 



II 検出された遺構と遺物
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68号住居跡

1 黒褐色土 As-Cが非常に多く、礫(¢,1~2 cm)を含む。しまり良い。

2 黒褐色土 1に似るが、 As-C少ない。

3 暗褐色土 黄褐色のプロックを含み、 As-C少ない。

4 黒褐色土 2よりさらに As-C少ない。しまり弱い。

5 暗褐色土 内容物少なく、細かい。地山か？

6 暗褐色土 As-C (¢, 1 mm大）を含む。 As-YP(¢, 3 mm大）を少屈

含む。しまり良く粒子細かい。

7 暗褐色土 As-Cをわずかに含む。地山よりもやや暗い。

詞`
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KSA L = 156. 30 KSA' ． ．  

゜
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カマド

1 暗褐色土 焼土粒子 ・ブロック ・As-Cを多く含む。

2 暗褐色土 焼土粒子 ・プロックを多鼠に含み、黄灰白色粘

性土を多く含む。

3 黄灰白色粘性土 焼土粒子を少虻含む。

4 暗灰褐色粘性土 焼土粒子・プロックを多屈に含む。

5 暗黄灰褐色土 焼土粒子少鼠含む。粘性有り。

6 焼土プロック（天井の崩落か）

7 被熱したローム（天井の崩落）

8 暗褐色土 3が混入。

9 黒色土 As-Cを多く、焼土粒子をわずかに含む。

10 黒褐色土 焼土粒子 ・焼土プロックを少旦含む。

11 暗褐色土 焼土ブロックを多く、 As-Cをわずかに含む。

12 黄褐色粘性土 若干の焼土粒子を含む。

13 黒灰褐色土 焼土粒子少見含む。しまり弱い。

14 暗赤褐色土 焼土粒子 ・プロックを多鼠に含む。

15 暗灰褐色土 炭化物粒子 ・焼土粒子を多く含む。

16 暗褐色土 As-Cを多く含む。焼土粒子を少絨含む。
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69号住居跡

l 黒褐色土 As-C (ef, 1~3 mm)を多く含む。しまり強くな

し＼。

2 黒褐色土 1に似るが、 As-Cの混入がやや少ない。

3 黒褐色土 As-Cを含むが、やや砂質土を含む。

4 黒褐色土 As-Cの混入がやや少なく、しまりが弱い。

根などが入ったと考えられる。

5 黒褐色土 lに似る。 As-C少量。 4よりしまり強い。
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6 黒褐色土 As-Cは少なく、ロームプロックと黒色のしまり

の強い土のプロックを含む。

7 黒褐色土 As-Cをほとんど含まない。 1より粒が細かい。

8 暗褐色土 As-Cを極わずかに含む。地山より若干暗い。

9 黒褐色土 As-Cを多く含む。焼土粒子を極わずかに含む。

10 黒褐色土 As-Cを少量含む。極めてしまり良く 、硬質。

焼土粒子をわずかに含む。

ピット 1

1 黒褐色土 As-Cを少鼠含む。 2より黒味が強い。

2 暗褐色土 As-Cを少籠含む。
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1 暗褐色土 As-Cを少量含む。焼土粒子をわずかに含む。

2 暗褐色土 焼土粒子をわずかに含む。 1よりやや明るい。しまり悪い。

3 暗黄灰色粘性土 焼土粒子をわずかに含む。

4 黄褐色土粘性土 焼けている。やや赤味を帯びる。

5 暗褐色土焼土粒子をわずかに含む。

6 暗褐色土 黄褐色粘性土ブロック多鼠、焼土粒子・プロック少屈含む。

7 暗灰褐色土 灰を多く含む。焼土粒子 ・炭化物粒子を多く含む。

8 暗黄灰褐色粘性土 しまり良い。

9 暗褐色土 黄褐色粘性土を多く含む。焼土粒子を少鼠含む。しまり弱い。

10 暗灰褐色土 灰を多く含む。焼土プロック・焼上粒子少量含む。

11 黒灰褐色土 黄褐色粘性土粒子 ・焼土粒子を少量含む。

12 暗褐色土 As-Cをわずかに含み、若干の灰と焼土粒子を少量含む。

13 暗褐色土 焼土粒子 ・ブロックを少量含む。しまりは極めて良い。
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II 検出された遺構と遺物
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1 茶褐色土

2 茶褐色土

3 茶褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 黒褐色土

As-Cを少し含む。ローム土を斑状に混入する。

1に似る。焼土粒、炭化物を含む。

2に比べ、 As-Cが少ない。焼土を含む。

As-Cが多い。しまり強くなく、粒粗い。

4に似る。ローム土を斑状に含む。

根による撹乱。ポロボロの土でしまり弱い。

゜
ー

7

8

9

 

6 

暗褐色土

茶褐色土

暗赤褐色土

黒灰褐色土

カマド

1~6 住居セクションを参照。

As-Cをわずかに含む。

焼土を全面に含む。 As-Cわずかに含む。

焼土粒子を多く含む。 As-Cを少最含む。

焼土粒子・プロックを少量含む。しまり弱い。

第289図 70号住居跡・カマド

-~~/ 1― 

l
l
 

、‘

¥

o

 

6

9

 

a
 

9

。
、
今＼

 

＼
 

撹乱

-f:-q-36 

g̀
s
 

g
s
 ヽ A

 ヽ

泣ロニこニニニ逹 ゜
2m 

71号住居跡

① 暗褐色土

② 暗褐色土

72号住居跡

］ 暗褐色土

2 暗褐色土

1より明るい。漸移層プロックやや多く、 As-

Cを多く含む。

2より明るい。 As-Cを多く含む。

As-Cを多く、漸移層プロックをやや多く含む。

1より As-C少なく含む。

5

6

7

 

8
 

，
 

黒色土

茶褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色上

As-C多く、炭化物を 4よりやや

少なく含む。

As-Cを3よりやや少なく、炭化

物片を多く含む。

炭化物を含む。しまり良い。

漸移層プロックを極めて多量に含む。

漸移層プロックと黒褐色土の混土に As-C (<f> 1 

~3 mm) を含む土が2: 1の割合で混じる。

漸移層の土が均ーに混じり込む。 As-C (<f> 1 mm 

以下）を10％含む。

8と同様、漸移層がより多く混じる。

3
 

4
 

暗褐色土

暗褐色土
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71号住居跡床下土坑

l 暗褐色土 As-C (<f> 1 mm以下）を均ーに含む。漸移層

ブロックを含む。

72号住居跡床下土坑 1

1 暗褐色土 As-C (</, 1 mm以下）を均ーに含む。

2 茶褐色土 1に漸移層土が多贔に混じったもの。

As-C (</, 1 mm以下）を均ーに含む。

3 暗褐色土 4より明るい。漸移層プロックを含む。

4 黒褐色土 As-C (</, 1~3 mm)を15％含む。しまり悪い。

5 茶褐色土 漸移層が混じった土。

床下土坑2

l 茶褐色土 漸移層土をプロック状に含む。 As-C (</, 1cm以

下）を20％含む。土器を多く含む。
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73号住居跡

l 暗褐色土 As-Cを多量に含む。

ローム漸移層プロックを含む。

2 暗褐色土 As-Cを多星に含む。炭化物粒子

・焼土粒子を含む。

3 黒褐色土 As-C多く、焼土粒子・プロック

を少量含む。 2より黒い。しまり良い。

4 暗褐色土 As-Cを少量、焼土プロック多く

含む。しまり良い。

5 黒褐色土 As-Cはほとんど含まない。

4より暗く、しまり弱い。

6 黒色土 As-Cを多く含む。ローム漸移層

プロックは含まない。

黒褐色土 白色粘性土ブロック、粘土粒子、

As-Cを少黛含む。

しまりは極めて良い。

8 暗褐色土 As-Cを少量、焼土粒子をわずか

に含む。しまり良い。

9 暗褐色土 As-C多く、焼土粒子少量、暗灰

褐色粘性土を含む。しまり弱い。

10 暗褐色土 全体にやや黄色味を帯びる。焼土

粒子を少量含む。やや粘性有り。

p 1 
SC SC' 

1文 3

L ~154.80 

ピット l

1 黒褐色土 As-Cを少輩、焼土粒子を極わずかに含む。 2より黒味強い。

2 暗褐色土 As-Cを少最、焼土粒子・ブロックを少鼠含む。

3 黒褐色土 As-Cをわずかに、極微細な焼土粒子を少量含む。 2より黒い。

第292図 73号住居跡
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II 検出された遺構と遺物
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73号住居跡床下土坑

l' 明褐色砂質土（耕作土） しまり悪く、サラサラする。

① 暗褐色土 73号住埋没土の 1と同じ。

② 暗褐色土 73号住埋没土の 2と同じ。

③ 黒褐色土 ②より As-Cやや少なく、炭化物少星、灰を含む。

④ 黒色土 ③より As-C少なく、炭化物・灰を多量に含む。

③より黒い。

⑤ 暗褐色土 As-Cを少最含む。全体にやや黄色味を帯びる。

しまり良い。
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カマド

1 暗褐色土 しまり悪い。焼土を少屈含む。

2 焼土プロック しまり良い。ガリガリに焼けている。

3 暗赤褐色土 As-C少絨、焼土プロック・粒子を多く 含む。

しまり良い。

4 暗褐色土 焼土粒子 ・As-Cを少鼠含む。

5 暗褐色土 4とほぼ同じ。焼土粒子 ・プロック少鼠含み、

灰を含む。しまり良い。

6 黒褐色土 5より暗く、しまり弱い。焼土粒子ほとんど含

まない。

7 暗赤褐色土 焼土粒子・プロックを多く含み、灰を含む。

しまり良い。

8 黒褐色土 焼土粒子をほとんど含まない。

9 黒褐色土 As-Cを少量含む。しまり良い。

10 黒色土 As-Cを含まない。焼土粒子を微量に含む。

しまり良い。

11 暗黄褐色粘性土 As-Cを少量含む。

12 暗褐色土 As-Cを多く含む。地山よりやや明るい。

13 赤褐色土（焼土） As-Cを少量含む。

14 赤褐色土（焼土） 13よりやや焼け方が弱く、黄色味帯びる。

15 暗褐色土 焼土粒子 ・プロック ・灰を多く含む。 As-C

をわずかに含む。しまりは弱い。

16 黒褐色土 焼土プロックを多く、 As-Cを少絋含む。

しまり良い。

17 暗褐色土 As-Cをやや多く、焼土粒子をわずかに含む。

18 黄褐色粘性土 やや焼けている。

19 黒褐色土 As-Cを多く含む。

20 暗褐色土 19より明るい。 As-Cを少試含む。焼土粒子

を極わずかに含む。
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4.平安時代
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74号住居跡

1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土

6 黒色士

7 暗褐色土

8 黒褐色土

9 暗褐色土

As-C・漸移層溶混多鼠含む。

As-Cを多昼に含む。

As-C多量、漸移層溶混含む。

As-C・焼土粒子を少斌含む。

焼土粒子は含まない。

As-C微斌。しまり弱い。

As-C少量含む。しまり良い。

As-C極わずか。しまり良い。

白色粘土ブロック・焼土粒子 ・

炭化物少雇含む。しまり良い。

10 灰白色粘土 しまりは極めて良い。

11 暗褐色土 焼けた白色粘性粒子 ・プロック

多く含む。しまり極めて良い。

12 暗褐色土 As-C少凪含む。しまり良い。

13 暗茶褐色土 As-C・焼土粒子を極わずか

に含む。しまり良い。
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カマド

1 暗褐色土 As-Cを多く含む。

2 黄褐色粘土 焼土粒少最、黄白色粘土プロック・粒子多鼠。

3 黄褐色粘土 プロック。

4 暗灰褐色土 灰を含む。しまり弱い。

5 赤黄褐色粘土 焼土粒子・プロックを多く含む。

6 暗褐色土 As-C・黄白色粘性土プロック及び粒子少量、

焼土粒子をわずかに含む。

7 暗灰褐色土 As-Cを多く含む。

8 赤褐色土（焼土） 黄褐色粘土の焼けたもの。

9 黒褐色土 焼土粒子 ・プロックをやや多く含む。

10 赤黄褐色土焼土粒子 ・プロックを多く含む。粘性有り。

11 黄褐色粘土焼上を少量含む。しまり良い。

12 黒褐色土 As-Cを少獄含む。しまり良い。

13 黒色土 As-Cを多絨に含む。しまりは比較的良い。

14 暗褐色土 As-C・焼土粒子を微鼠に含む。

15 黒灰色土 灰を多量、焼土粒子・炭化物粒子を少鼠含む。

16 茶褐色土 極めてしまり良い。

17 白色粘土 焼土粒子・プロックを含む。

18 黒色土 As-C多星に含む。 13よりしまり弱い。

19 黄灰褐色土 黄白色粘性土多く、焼土粒子をやや多く含む。

20 黒褐色土 As-C微星、黄白色粘土を極わずか含む。

21 黄白色粘土 若干の暗褐色土を含む。

22 暗灰褐色土焼土粒子少屈、炭化物片含む。灰が混じる。

23 暗褐色土 微細な焼土粒子をわずかに含む。しまり弱い。

゜
lm 
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II 検出された遺構と遺物

76号住居跡

1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 茶褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

As-C多く含む。しまりは弱い。

As-C多く含む。 1よりしまり強い。

As-C多く含む。 1• 2に比べ、ローム多く含む。しまり弱い。

As-Cが少ない。粒もやや細かい。

As-Cをほとんど含まず。しまりあり。

しまり良い。 As-C (q, 1 mm末満）を含む。

6に似るが、ロームが斑状に混入する。

vs 。
2m 

第295図 76号住居跡
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77号住居跡

1 褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土
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k旦A.

As-C (¢, 3mm以下）を少鼠含む。

As-C (¢, 3 mm以下）を少凪含む。

暗褐色土ブロック溶混を少量含む。 As-Cを

3より少なく含む。しまり良い。

恩

KSA' 

g叫
H

゜
lm 

カマド

1 暗褐色土

2 褐色土

3 暗褐色土

As-C (¢, 3 mm~1 mm)を20％含む。

漸移層プロックを含む。

As-C (¢, 3 mm~1 mm) を25％含む。

固くしまる。（住居埋没土）

第296図
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灰黄褐色土 焼土粒を多く含む。

暗褐色土 均ーなやや粘りのある土。

にぶい黄褐色土 しまりない。 As-Cを含まない均ーな土。

暗褐色土 As-Cを含まない均ーな土。

鈍い黄褐色土 ローム粒 • 7などが混じる。

暗褐色土 As-C・ローム粒を斑に含む土。

77号住居跡 ・カマド
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78号住居跡

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3

4

 

5
 

6
 

8
 

，
 

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

明褐色土

明褐色土

暗褐色土

/ 

k旦A

表土。

As-Cを多く含む。しまりやや良く、粒子は少

し粗い。 3に類似。

As-Cを全体的に多く含む。(78号住埋没土）

As-C多く、焼土粒子とロームプロック(¢,2 

cm大）を少し含む。しまり良く、粒子少し粗い。

As-Cを極少量、ローム粒子を少鼠含む。しま

り良く、粒子細かい。 (78号住床）

5に似るが、ロームプロック(¢,5~10mm大）を

少最含む。

ロームプロック(¢,5~10mm大）を多く、焼土粒

子を少絨含む。

ローム粒子少鼠含む。しまり良く、粒子細かい。

(78号住掘り方）

ロームブロック(¢,2~7 cm大）を少拭含む。

しまり良く、粒子細かい。

第297図

カマド

1 暗褐色土
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As-C・焼土粒子 ・焼土プロックを少餓含む。

しまり良い。

1より焼土粒子 ・プロックを多く、しまり良い。

ロームプロック ・焼土粒子 ・プロック少は含む。

しまり良く、粒子細かい。

暗褐色土 lょり As-Cを少なく含み、やや明るい。

暗褐色土 黄褐色粘性土プロックを含む。

黄褐色粘性土 やや焼けており、若干赤味を帯びる。

暗褐色土 As-Cを少屈含む。

明褐色土 やや黄色味を帯びる。焼土プロックを少址含む。

暗褐色上 黒色土 ・焼土プロックを多量に含む。粘性有り。

明褐色土 焼土粒子を多く含む。

暗褐色土 焼土プロック ・ロームプロックを多く含む。

黒褐色土 焼土粒子少贔、炭化物粒子を微星含む。

明褐色土 ロームプロック ・黒褐色土プロックを含む。

しまりは極めて良い。（住居の床）

暗褐色土

茶褐色土

78号住居跡 ・カマド
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黒褐色土 2より暗く、 As-C少し含む。

茶灰色土 灰を多く含み、しまり弱い。

暗茶褐色土 白い鉱物粒わずか含み、細粒。

暗褐色土 As-Cを少し含む。

黒褐色土 As-Cを少し含み、 9より粗い。

茶褐色土 2に似る。ロームやや多く含む。
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II 検出された遺構と遺物
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80号住居跡

l 茶褐色土

2 暗褐色土

しまり良く、 As-Cをわずかに含む。

1より暗く、 As-C (cf, 5 mm程度）をわずかに含む。

しまりは 1より弱い。

3 暗褐色土 2より暗い。白と黄灰色の鉱物粒(cf,1 mm以下）少旦。

4 暗褐色土 ロームプロック ・白と橙色の鉱物粒をわずかに含む。

5 暗褐色土 しまりは良く、 As-Cをわずかに含む。

6 暗褐色土 2に似る。 As-Cほとんど含まず、しまり若干弱い。

7 暗褐色土とロームの混土（貼床）

8 暗褐色土 As-Cを多屈に含む。ローム混入。焼土 ・炭粒あり。

9 暗褐色土 8とほぼ同じ。やや黒い。

10 暗褐色土とロームの斑状混土。

カマド

l 黒褐色土

2 茶褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黄褐色土

6 赤褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 茶褐色土

10 茶褐色土

11 茶褐色土

12 暗褐色土

13 茶褐色土

14 暗褐色土

15 茶褐色土

16 黒褐色土

17 茶褐色土

18 黒褐色土

19 茶褐色土

20 茶褐色土

21 暗褐色土

ロームをわずかに含み、しまり弱い。

焼土粒を少し含み、しまり弱い。

内容物が少なく、細かい。

焼土が多く、しまり弱い。

ロームプロックを混入し、しまり良い。

焼土が多い。

焼土をわずかに含み、しまり弱い。

焼土を薄く含み、しまり弱い。

ロームを多く、焼土粒を少し含む。

ローム・焼土を多く含む。

10よりロームを多く、焼土を少し含む。

焼土を少し含み、しまり弱い。

12より明る＜、焼土をわずかに含む。

焼土殆ど含まず、 As-Cわずかに含む。

ローム土少し含み、焼土わずかに含む。

内容物が少なく、しまり弱い。

白い鉱物粒をわずかに含む。

茶褐色土を斑状に含む。

しまり良く、粒が細かい。

19より淡く、灰状の土を含む。

焼土を部分的に含み、 As-C

(<f, 1 mm以下）わずかに含む。
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4.平安時代

-=三

SA 

床下土坑 1
迅． L~ 155.80 ．廷’

送＇応

床下土坑2
,&, L~I55. 80 2 I ．芝

下 ーム
3 

p 1 
SD SD' . . 
マ I 
L ~ 155.80 

ー坑

初

彎

』

況i十Ek-31より lm北
塾． L=l55.80

ぐ——--

゜

81号住居跡

l 暗褐色土 ローム粒子 ・ブロック多く、焼土粒子 ・炭化物粒子をわず

かに含む。全体に黄色味を帯びる。

2 暗褐色土 ローム粒子 ・プロックを含む。しまり非常に良い。

3 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子をやや多く含む。

床下土坑1

1 暗褐色土 As-C多く含む。ローム粒子・小ブロックを少量含む。

焼土小プロックをわずかに含む。

2 暗黄褐色土

3 暗黄褐色土

．逹＇床下土坑 2

← 2m 
ロームプロックを多く含む。ローム粒子を多鼠に含む。

As-YP粒子を多く含む。
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1 黒褐色土 As-Cを多量、ローム小プロックをわずかに含む。

2 暗黄褐色土 炭化物粒子をわずか、ローム小プロックを多量に含む。

2'暗黄褐色土 2に近いが、2よりやや明るい。

3 黒灰褐色土 ローム小ブロックを少鼠含む。粘性有り。

4 暗黄褐色土 ローム粒子・プロックをやや多く含む。

5 暗黄褐色土 4に類似。黒褐色土ブロック(¢,2~4 cm大）を含む。

ビット l

1 暗黄褐色土 黒褐色土プロック含み、ロームプロックを多星に含む。

カマド

I 暗黄褐色土 焼土粒子 ・炭化物粒子を少量、ローム粒子 ・小プロック

を多く含む。しまり良い。 (55住床）

2 暗褐色土 ローム粒子 ・ブロックを多く、焼土粒子 ・炭化物粒子を

わずかに含む。全体に黄色味を帯びる。

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

ローム粒子 ・プロックを含む。しまりは非常に良い。

As-Cを多く、ローム粒子をやや多く含む。

As-C多く、炭化物粒子を少鼠含む。 6よりやや暗い。

第300図 81号住居跡・カマド

82号住居跡

l 暗褐色土 54号住 1よりやや明るい。 As-Cを多量、

焼土粒子を少星含む。

貯蔵穴

l 暗褐色土 焼土プロックを多く含む。炭化物をやや多く含む。

2 暗褐色土 ］よりやや明るい。ロームプロック含み、 小礫少量。

カマド

l 暗褐色土 やや黄色味を帯びる。ローム粒子を含み、焼土粒子を極

わずかに含む。粘性有り。

2 黒色粘性土 焼土粒子を少鼠、炭化物粒子を多く含む。しまり良い。

3 暗黄灰褐色粘性土 焼土粒子をやや多く、ローム粒子を多く含む。

4 暗褐色土 全体にやや黄色味帯びる。炭化物粒子やや多く、黄褐色

粘性土粒子・ブロックと焼土粒子・プロック多く含む。

5 暗灰褐色粘性土 ロームブロック、焼土ブロック ・粒子を含む。

6 暗灰褐色粘性土焼土粒子を少量含む。

7 黒灰褐色土 ローム小ブロック ・焼土粒子微鼠含む。やや粘性有り。

8 暗褐色土 ローム粒子をやや多く含む。

9 黒褐色土 灰を多く含む。焼土粒子・プロックをやや多く含む。

10 暗灰褐色土 ローム粒子・焼土粒子を少鼠含む。粘性有り。

11 赤褐色土 黄白色粘性土の焼けたもの。

12 茶褐色土 全体に黄色味を帯びる。ローム粒子を多く含む。

13 黄褐色粘性土

14 暗褐色土 黄褐色ロームブロック ・白色粘性土プロックを多量に含

む。炭化物片 ・焼土粒子をやや多く含む。

15 暗褐色土 16よりやや明るい。黄褐色粘性土ブロックがやや多い。

16 暗褐色土 15よりやや暗い。黄褐色粘性土ブロックを含まない。

As-Cをやや多く含む。

第301囮 82号住居跡
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II 検出された遺構と遺物
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83号住居跡

l 耕作土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

第303図

第302図

2m 

As-C • As-Bを多く含む。しまりは弱い。

As-Cを多誠、漸移層プロック溶混を少試含む。

As-Cを多く、漸移層ブロック溶混を多屈含む。

3とほぽ同じだが、やや暗い。

3よりやや明るい。漸移層プロック溶混を多く

含む。しまりは良い。

83号住居跡

82号住居跡カマド ゜
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84号住居跡

1 暗褐色土

暗褐色土

カマド

l 暗褐色土

泣． L = l55.80.~'

し＼、、ヽ＿

84住
2・ - " 1 56住

゜
2m 

KSA L=155.80 

ロームプロックを少鼠、 As-Cを多鼠に

含む。礫を含む。

ロームを多く含み、全体にやや黄色味を

帯びる。

炭化物粒子 ・焼土粒子を極微量含む。

黄白色砂岩（地山の岩の崩れたもの）

を少撮含む。

ー＝ー、―

゜
lm 

第304図 84号住居跡・カマド
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4.平安時代
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86号住居跡

1 暗褐色土 As-Cを多鉱に含む。焼土粒子少屈含む。

2 暗褐色土 ロームプロックを多鼠、炭化物を少凪含む。

カマド

1 暗灰褐色土 焼土プロック ・黄褐色粘性土粒子及びプロック

を少屈含む。焼土粒子・地山岩片を多く含む。

灰をやや多く含む。

貯蔵穴 l
SB SB 

疇

貯蔵穴2
SC SC' 

I 、

2 

L = 155.80 

。
2m 

貯蔵穴 l

1 黒褐色土 地山（砂質ロームプロック） ・小礫を多く、 As-Cをやや多く含む。しまり良い。

（貼床）

2 暗褐色土 全体にロームを多く含み、黄色味を帯びている。As-Cを少鼠含む。しまり弱い。

3 黒褐色土 ローム粒子 ・小プロックを少鉱、炭化物粒子をわずかに含む。しまり弱い。

4 暗褐色土 2よりやや暗い。小礫やや多く含む。ローム粒子 ・プロックを 3より少なく含む。

3よりしまりやや良い。

貯蔵穴2

1 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。小礫を少誠含む。

2 灰白紫色粘性土 床面の粘土を貼り付けている。

第305図 86号住居跡 ・カマド
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II 検出された遺構と遺物
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87号住居跡

l 暗褐色土 As-Cを多く、黄褐色ローム粒子・小プロック

を少星、焼土粒子・炭化物片をわずかに含む。

2 黒褐色土 As-C極めて多鼠に含む。しまり非常に良い。

3 暗褐色土 As-Cをやや多めに含む。（しまり少ない。）

第306因 87号住居跡

88号住居跡

1 暗褐色土 As-Cを10%、炭化物と橙色のプロックを極わ

ずか含む。非常にしまり良く固い。

2 暗褐色土 As-Cをほとんど含まず。 1ほど固くない。

白い鉱物粒(<{,1 mm以下）を少量含む。

3 黄褐色土 ローム質でしまり良い。

4 茶褐色土 ローム質でしまり良い。 2が少し混入する。

第307図 88号住居跡

Es-37より
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89号住居跡

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土
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4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

カマド

1 暗褐色土

2 暗褐色土

As-Cを20％含む。しまり良い。

1より明るい。灰と思われる黄褐色土をうっすらと混入する。

1に似るが、含まれる As-Cの粒径がやや大きい。炭化物を

極わずかに含む。

As-Cは少なく、しまり良い。

As-Cを含まない。やや柔らかい。（地山？）

As-Cを少量含む。

As-Cほとんど含まず、黒い礫(¢,2~3 mm)極わずか含む。

As-Cを20％含む。ローム土をプロック状に含む。

As-C (<f, 3 mm以下）を10％含む。

にぶい黄褐色土 ・砂質土が混じる。にぶい黄褐色土は、カマド

構築材か。

3 黒褐色土 やや粘りのある土。

4 暗褐色土 1に似る。にぶい黄褐色土粒が混じる。

5 暗褐色土砂質土。 As-C (<f, 2 mm以下）を 5％以下含む。

6 にぶい赤褐色土焼土層。

7 にぶい黄褐色土 砂質土。焼土粒混じる。

8 黒褐色土砂質土。

1 m Rl 両袖粘土塊は、 40号住居跡床下土坑2に埋まった灰白色粘土に似る。
ここではカマド構築材として利用したものか。

第308図 89号住居跡・カマド
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1.平面形態

隅丸方形

2.断面形態

平底形

隅丸長方形

丸平底形

4.平安時代

円形 楕円形

丸底形 尖底形

]--]□ヘ
第309図 平安時代の土坑分類模式図

b 土坑・ピット

本遺跡では100基以上の土坑及び200基を超える

ピットを検出した。その中で、木の根や自然の窪み

と考えられるものを極力除き、番号を付し、取り上

げたものは土坑51基、ピット36基である。多くの土

坑やピット内からはほとんど遺物は出土せず、仮に

出土したとしてもその多くは縄文時代の土器 ・石器

であった。また、その分布は一部住居跡と重複する

ものの、住居跡があまりない場所を選んでそれを避

けるように比較的まとまって検出された。調査区全

体の中で見ると南半よりも北半の方により多くが存

在していることがわかる。北半のピット群は柱穴の

ように整然と並ぶものはほとんど確認できなかっ

た。しかし、その分布状況からすると検出された住

居跡とは別の建物があった可能性は否定できない。

ここでは、土坑群についてその平面形態と断面形態

の組み合わせにより大まかに分類し、その上で遺物

の出土状態などについても見ていきたいと思う。

土坑分類基準

1 平面形態

方形 隅丸方形を呈するもの

長方形 隅丸長方形を呈するもの

円形 ほぼ円形を呈するもの

楕円形 やや細長く楕円形を呈するもの

2 断面形態

平底形 底が平坦で両壁がほぽ直立するもの

丸平底 底は平坦であるが、両壁の立ち上がり

はやや丸みをもつもの

丸底形掘り方は浅く、底から滑らかに壁に立

ち上がってしまうもの（いわゆる鍋底状

を呈するもの）

尖底形掘り方は浅く、底はやや不定形で、中

央部が深く下がるもの

例えば、平面形態が円形で断面形態が丸底形のも

のは土坑観察表の備考欄に「円形、丸底」という具

合に記載した。土坑に関しては精選したものを1/40

図で掲載し、それ以外は全体図にのみ載せた。ピッ

トに関しては無遺物もしくはほとんど出土していな

いものが多く、本文中では 1基 1基あえて取り上げ

ず、全体図にのみの掲載とした。
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II 検出された遺構と遺物

35号土坑（第310図、 PL160) 

平面形は長方形を呈し、底面は比較的平坦である。

壁はほぽ直線的に開き立ち上がる。平安時代よりも

新しい可能性もある。

36号土坑（第310図、 PL160) 

平面形はほぼ隅丸長方形を呈し、底面はやや丸み

を持つが比較的平坦であり、壁も僅かに開いて直線

的に立ち上がる。角礫や縄文土器片等が出土した。

37号土坑（第310図）

平面形はやや不整形な円形を呈し、底面は平坦で

あり、壁は直立気味にに立ち上がる。角礫や縄文時

代の石器等が出土した。

38号土坑（第310図、 PL 160) 

平面形はほぽ隅丸方形を呈し、底面は平坦であり、

立ち上がりはやや丸みを持ち壁はほぼ直立する。羽

釜の口縁部破片と縄文土器片が出土した。

40号土坑（第310図、 PL160) 

平面形はほぽ隅丸長方形を呈し、底面は平坦であ

り、壁はほぽ直立する。

41号土坑（第310• 334図、 PL179) 

26号住居跡を切り込む。平面形はほぽ円形を星

し、底面は平坦である。壁はやや開き直線的に立ち

上がる。墨書のある須恵器の杯と羽釜の破片が出土

した。

42号土坑（第310図）

66号住居跡を切り込む。平面形はほぽ円形を呈し、

底面は丸底である。墨書のある須恵器の杯と羽釜の

破片が出土した。

43号土坑（第310図、 PL 160) 

87号住居跡を切り込む。平面形はほぽ円形を呈し、

底面は比較的平坦である。壁はやや丸みを持ち直立

気味に立ち上がる。

44 • 45号土坑（第310図、 PL160) 

45号土坑を44号土坑が切り込む。

44号土坑は平面形は不整形な円形を呈し、底面は

やや丸みを持つ。壁は僅かに開き立ち上がる。

45埒土坑は底面は平坦で、壁は直立気味に立ち上

がる。掘り方は非常にしっかりしている。

382 

46号土坑（第310図、 PL160) 

平面形は北東側が段をなす楕円形である。南西側

はほぽ円形を呈する。底面は全体として平坦である。

壁は開き立ち上がる。椀の破片や縄文土器片が出土

した。

47号土坑（第310図、 PL160) 

平面形はほぽ円形を呈し、底面は比較的平坦で、

壁はやや開き直線的に立ち上がる。

48号土坑（第311図、 PL160) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面はやや丸みを持ち、

壁はやや開き立ち上がる。須恵器の小破片が出土し

た。

49号土坑（第311図、 PLl61) 

平面形は楕円形を呈し、底面は比較的平坦である

が、最深部は北寄りに位置する。壁はやや開き立ち

上がる。須恵器の小破片等が出土した。

51号土坑（第311図、 PLl61) 

平面形は楕円形を呈し、底面は比較的平坦である

が、やや丸みを持つ。壁はやや開き立ち上がる。縄

文の石器の小剥片が出土した。

52号土坑（第311図、 PL161) 

平面形は楕円形を呈し、底面は凹凸を持ち、南部

に最深部が位置する。南壁はやや直線的に開く。北

壁は直線的に立ち上がり、段状になる。

53号土坑（第311図、 PL161) 

平面形はほぽ円形を呈し、底面は平坦であり、壁

はやや直立気味に立ち上がる。

54号土坑（第311図、 PL161) 

西半が調査できなかったので全体形は不明である

が平面形は隅丸長方形を呈すると思われる。底面は

やや丸みを持つ。壁はやや丸みを持ち立ち上がる。

55号土坑（第311図、 PL161) 

平面形はほぼ円形を呈し、底部中心に最深部が位

置する。断面形は尖底となる。

56号土坑（第311図、 PL161) 

平面形は隅丸方形に近いほぽ円形を呈し、底面は、

南東部に最深部が位置する。須恵器の小破片が出土

した。



57号土坑（第311図、 PL162) 

平面形は隅丸方形に近いほぽ円形を呈し、底面は

比較的平坦であるがやや凹凸を持つ。壁は緩やかに

開き立ち上がる。

58号土坑（第311図、 PL162) 

平面形はほぽ円形を呈し、底面は比較的平坦であ

りほとんど凹凸はない。壁は開いて立ち上がる。

59号土坑（第311図、 PL162) 

平面形は隅丸方形を呈し、底面は平坦である。東

壁はほぽ直立するが、西壁は緩やかに開き立ち上が

る。

60号土坑（第311図、 PL162) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は平坦で、壁もや

や開いて立ち上がる。

61号土坑（第311図、 PL162) 

平面形はほぼ不整形な円形を呈し、底面はやや丸

みを持つ。壁も丸みを持ち開いて立ち上がる。

63号土坑（第311図、 PL162) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は比較的平坦であ

るが、南東部に小ピットを持つ。

64号土坑（第311図、 PL162) 

平面形は円形を呈し、底面は平坦であり、掘り方

も浅く皿状となる。

62号土坑（第312図、 PL162) 

平面形は二子状となり、 2基の土坑の重複と考え

られる。北側の方が南側を切り込む。 2基とも平面

形はほぽ円形を呈し、底面は平坦であり、壁も緩や

かに立ち上がる。掘り方は浅い。

65号土坑（第312• 334図、 PL162・179)

平面形はやや不整形な円形を呈し、底面はほぽ平

坦で、壁はやや丸みを持ちながら直立気味に立ち上

がる。須恵器の椀の破片が出土した。

66号土坑（第312図、 PL162) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は比較的平坦であ

る。壁は開き立ち上がる。掘り方は浅い皿状となる。

67号土坑（第312図、 PL163) 

2基の土坑の重複であり、北側 (A)が南側 (B)

に切り込まれる。

4.平安時代

A・B土坑とも西側は調査できなかったため全体

の平面形は不明である。

A土坑はほぽ円形を呈するものと思われる。底面

はやや丸みを持ち、掘り方は浅く皿状となる。

B土坑もほぼ円形を呈するものと思われる。底面

は平坦であり、壁は直立気味に立ち上がる。

68号土坑（第312図、 PL163) 

平面形はやや不整形な円形を呈し、底面は平坦で、

壁はやや開いて直線気味に立ち上がる。

69号土坑（第312図、 PL163) 

平面形は円形を呈し、底面はやや凹凸を持つ丸底

であり、西壁はやや開き直線的に、東壁は緩やかに

立ち上がる。

70号土坑（第312• 334図、 PL163•179)

平面形はほぽ隅丸長方形を呈し、底面は平坦で、

壁はやや開き気味に立ち上がる。遺物は灰釉陶器の

椀と歪んだ羽釜の口縁部破片等が出土した。

71号土坑（第312図、 PL163) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は平坦であり、壁

はやや丸みを持つものの、直立気味に立ち上がる。

縄文中期土器片等が出土した。

72号土坑（第312図、 PL163) 

平面形はほぼ隅丸長方形を呈し、底面は平坦で、

壁はあまり開かず、直立気味に立ち上がる。縄文中

期土器片、南壁から亜角礫が出土した。

73号土坑（第312図、 PL163) 

平面形はほぽ隅丸長方形を呈し、底面は平坦で、

壁は直立気味に立ち上がる。南東隅付近の底部と上

場から亜角礫が出土した。

74~77号土坑（第312図、 PL163 • 164) 

断面の観察により古い方から並べると77号土坑→

76号土坑→74号土坑→75号土坑の順になる。これら

4基の土坑からは、ほとんど縄文時代の土器や石器

であった。

74号土坑は平面形はほぼ楕円形を呈し、底面は比

較的平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。中央部

よりやや西寄りに小ピットを持つ。

75号土坑は平面形はほぼ円形を呈し、底面はやや
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II 検出された遺構と遺物

s~二塾＼

i -
逗彗I- ＼＼．塾’笙． L=

＼ロ
38号土坑

1 黒褐色土

2 黒褐色土

ーロ

述

呈 L= 155.10塾＇

口
¥ i号1

呈口竿塾

40号土坑

35号土坑

l 茶褐色土 As-C (¢, 2~5 mm)全面に含み、

しまり弱い。

36号土坑

1 暗褐色土 As-C (¢, 2~5 mm)多く含む。

茶褐色土が斑状混入する。

2 暗褐色土 As-Cが1よりも少ない。茶褐色

土混入量が 1よりも多い。

37号土坑

1 暗褐色土 しまり弱く、 As-C多く含む。

2 暗褐色土 1より細かく、さらにしまり弱い。

塾' / 3 暗褐色土細かく内容物少ない。

SA：ロロ／口□ こ塾
As-C多く、しまり弱い。

1より As-C少なく、しまり弱い。

l 黒褐色土 ハードロームプロックが全面混入する。

As-C多い。

SA _ L = 155 . 80 ・塗'

こ

・
 

・
 

,
H
S
 

HS~I 

s. 

痴
sA

□

41号土坑

l 黒褐色土 As-C多く、茶褐色土が斑状混入。

しまり弱い。

2 黒褐色土 1より As-C少なく、茶褐色土多い。

3 黒褐色土 1似るが、 As-Cが1より多い。

42号土坑

1 黒褐色土 しまり良くない。 As-C (,t, 2~ 

5 mm大）含む。

2 暗褐色土 しまり良くない。 As-C (,t, 1~ 

3 mm大）、ロームプロック(,p2 mm 

大）少鼠含む。

3 黒褐色土 しまり良い。粒子細かい。

4 明褐色土 全体的にロームプロック含む。しま

り良い。粒子細かい。

5 明褐色土 6とほぼ同じだが、ややロームプロ

ック多い。

43号土坑

1 暗褐色土 ローム粒子及びロームプロック、 As-C多く含む。

2 暗茶褐色土 ローム粒子少屈含む。 1よりしまり悪い。

ロームブロック含まない。

44 • 45号土坑

l 黒褐色土 As-C少量、ロームプロック(¢,1 cm以下）

わずか含む。

2 黒褐色土 1より As-C少なく、ロームプロック多い。

3 黒褐色土 2よりさらにロームプロック多く、黄色As-C

わずか含む。

46号土坑

l 黒褐色土 As-C多く、ロームブロック(¢>5 mm~1 cm) 

わずか含む。

2 暗褐色土 As-Cわずか含む。

3 暗褐色土 ローム土少し混入し、ハードロームプロック

とAs-Cわずか含む。

I ¥ 
SA/ I AU )) ¥ ¥ SA'塾．II .-. ¥ ¥ SA' 

SA L=l55.80 呈 ＇ 述 L=155.70

立
．塾'

こ 3 

47号土坑

1 暗褐色土 As-C少塁含む。

2 暗褐色土 1よりやや明る<、 As-Cが1より少ない。

3 茶褐色土 As-Cほとんど含まず、ローム土混入する。

ローム漸移層似る。

。
2m 

第310図 35~38 • 40~47号土坑
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4.平安時代

口 塾

塾． L=155.60 - ~ぎ

＼ 
逹 L= 155.80 述

上ニニ［

SA' 

48号土坑

1 暗褐色土 As-C (<{, 3~5 mm)多く含み、しま り弱い。

SA I l 51土．り ＼送'

SA L=155.80 ・築

＼ 

: S̀A 

塾 ．L=155.80 ．立さ＇

▽ 
51号土坑

1 黒褐色土 As-C (<f> 3~5 mm)多く含み、しまり弱い。

49号土坑

l 暗褐色土

2 茶褐色土

52号土坑

1 暗褐色土 As-C (<f, 3~5 mm)多く含み、しまり弱い。

As-C少し、白鉱物粒を As-Cより多く 2 暗褐色土 白鉱物粒わずか含む。

：：：物粒：ずカニしまり良し::二 ：＼ロロニSA

一
塾口塾

塾． L=155.80 ．塾＇

三

L=155.80 

塾文□／塾 55号土坑

l 黒褐色土 As-C (¢, 5mm前後）多く含む。ポロポロする。

2 茶褐色土 白鉱物粒と橙色鉱物粒少し含み、しまり良い。

53号土坑

l 暗茶褐色土 しまり弱く、ザラつく。ロームプロックわずか

含む。

2 黄褐色土 ローム土多 く、茶褐色土混入する。

54号土坑

l 表土陪

2 暗褐色土 As-C (¢ l~3 mm)多く含み、しまりやや

良い。

3 茶褐色土 ローム土多く混入。

56号土坑

1 暗褐色土 As-C少品含む。しま り良 くない。

2 暗褐色土 1よりも明るく、 As-C少ない。橙色鉱物粒わ

ずか含む。

57号土坑

1 暗褐色土 As-C少し含む。しま り良い。

2 暗褐色土 lょり As-C少ない。ローム土わずか混入する。

堕

竺ロ
塾

s

A

-

[
.
-□
三

¥

訊

-

SA
-

SA
-

塾□
]
 

し-
SA
-

61号土坑

1 暗褐色土 As-C少し、橙色鉱物粒わずか含む。

2 暗褐色土 しまり良く、 As-C含まない。

58号土坑

l 暗褐色土 As-C少し、橙色鉱物粒わずか含む。

59号土坑

l 暗褐色土 As-C少し、橙色鉱物粒わずか含む。

2 暗褐色土 1よりやや明るく 、As-C少ない。

ロームプロックわずか含む。

60号土坑

1 暗褐色土 As-C少し、橙色鉱物粒わずか含む。

2 暗褐色土 ］に比べ、 As-C少ない。

63号土坑

1 暗褐色土 As-Cわずか含む。

2 暗褐色土 1似るがAs-C少ない。

3 茶褐色土 白と橙色鉱物粒わずか含む。しまり良い。

64号土坑

1 暗褐色土 白と橙色鉱物粒少し、 As-Cごくわず

か含む。

]
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第311図 48 • 49 • 51~61 • 63 • 64号土坑
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II 検出された遺構と遺物

剖 ～
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SA - SA' 

て

：口：L =155.80 でー2

68号土坑

］ 暗褐色土

71号土坑

1 黒褐色土

2 黒褐色土

72号土坑

1 暗褐色土

暗褐色土

茶褐色土

暗褐色土

暗褐色土

As-C少し含む。

1似るが、黄色粒わずか含

む。

As-Cわずか含み、 1よ

り暗い。

ローム土多く、橙色粒わず

か含む。

As-C多い。しまり良い。

As-Cわずか含み、しま

り良くない。

65号土坑

1 暗褐色土

66号土坑

1 暗褐色土

2
 
黄褐色土

一
s： □万：
＿てニデフ—
L=155.80 

As-C少屈含み、しまり弱い。上部As-C

若干多い。

As-C少拭含む。ローム土混入とプロック

わずか見られる。

ローム土と 1混じる。

2

3

 

暗褐色土

暗褐色土

73号土坑

l 暗褐色土

2

3

 

茶褐色土プロック多旦、 As-C多く、ローム粒

子、炭化物粒子少鼠含む。

茶褐色土 しまり良い。

黄褐色ローム層 暗褐色土プロック含む。

［ 

'-
s
 

茶褐色土（ローム漸移層）プロック多く、 As-C

多鼠含む。炭化物粒子少位、焼土粒子わずか含む。

茶褐色土プロックやや多 く、As-C少星含む。

1よりやや明る<、 As-C少ない。

全体やや黄色味帯びる。 As-C多械含む。しま

り良い。 2より明るい。

As-C、ロームプロック少最含む。しまり良い。

1より暗く、 2より明るい。 As-C少鼠含む。

2よりさらにしまり悪い。
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67号土坑

1 暗褐色土

2 茶褐色土

送［口 SA

塾． L=l55.40 ．翌

て

69号土坑

1 暗褐色土

70号土坑

1 暗褐色土

SN-

訊
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As-C少し含み、ローム土混入する。

As-C少し含み、しまり弱くローム土多い。

□ 塗 L=155.40 ．塾’

こ

茶褐色土プロック、 As-C多鼠、黄白色粘性土

プロ ック少絨含む。

茶褐色土プロック極めて多屈、 As-C多星、焼

土粒子少拡含む。

口L =155.40 

I

S

A

 

SA 5

6

 

暗褐色土

暗褐色土

塾． L= 155.40 

三

SA' 

SA' 

7 4 • 75 • 76 • 77号土坑
1 暗褐色土 As-C多く、茶褐色土が斑状混入する。

2 黒褐色土 橙色粒(¢,1 mm以下）少し含み細かい。

3 暗茶褐色土 3似るが、色調やや明るい。

4 暗褐色土 1似るが、含まれる As-Cやや細かく茶褐色土

少ない。

l似るが、やや lょり As-C多い。

茶褐色土を斑状含むが、 As-Cわずか含む。

゜
2m 

第312図 62 • 65~77号土坑
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丸みを持ち、壁は開き立ち上がる。

76号土坑は平面形は楕円形を呈し、底面は比較的

平坦で、壁は直立気味に立ち上がる。

77号土坑はほぽ楕円形を呈し、底面はやや凹凸を

持つ。掘り方は浅い皿状となる。

78号土坑（第313図、 PL164) 

平面形はほぽ隅丸方形を呈し、底面は平坦で壁は

丸みを持ちやや開き気味に立ち上がる。

79号土坑（第313図、 PL164) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は丸みを持ち、壁

は緩やかに立ち上がる。

80号土坑（第313図、 PL164) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は丸みを持つ。掘

り方は浅い皿状となる。

81号土坑（第313図、 PL164) 

4.平安時代

平面形は不整形な楕円形を呈し、底面は比較的平

坦である。壁はやや開き立ち上がる。亜角礫が出土

した。

82号土坑（第313図、 PL164) 

平面形はほぼ円形を呈し、底面は平坦で、壁はほ

ぼ直立して立ち上がる。

83号土坑（第313図、 PL164) 

平面形は不整形な円形を呈し、底面は平坦であり、

壁はやや開き気味に立ち上がる。

85号土坑（第313図、 PL 164) 

平面形は不整形な楕円形を呈し、底面は平坦であ

る。壁は一端直立気味に立ち上り段をなす。

86号土坑（第313図）

平面形はほぼ円形を呈し、底面は平坦であり、壁

は緩やかに開き立ち上がる。

口 塾

逹 L=155.20．塾’丈

78号土坑文二こニプ L=155.20 

l 茶褐色土 しまり弱く、砂質土多い。 As-Cごくわずか含む。
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l方—-
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79号土坑

1 茶褐色土 やや粘質でポロボロする。 As-Cごくわずか含む。

80号土坑

1 茶褐色土 As-Cl5％程含み、しまり良い。

2 暗褐色土 しまり弱く、やわらかい。内容物少ない。
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81号土坑

1 褐色土 As-C (¢, 5 mm以下） 20％含む。しまり有り。
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82号土坑

l 茶褐色土

2 黒褐色土

3 茶褐色土

4 暗褐色土

しまり弱い。 As-C (<f, 2 mm以下） 5％以下含む。

しまり弱い。土器片有り。

ローム漸移層土がプロック状混じる。

ローム粒、黒色土粒わずか混じる。

83号土坑

1 暗褐色土 As-C (</, 2 mm以下） 10％含む。暗褐色土と

2がプロック状混じる。

2 茶褐色土 軽石含まない均質砂質土。

85号土坑

1 赤褐色土

2 茶褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 茶褐色土

6 暗褐色土

7 黄褐色土

焼土。しまり良い。

As-C少量含む。ローム状の土混入。しまり良い。

As-Cわずか含む。

固く。 As-C多い。

灰多く含む。

しまり良く、白鉱物粒少量含む。

ローム状で白鉱物粒わずか含む。

86号土坑

1 暗褐色土 As-C (<f, 5 mm以下） 20％含む。

2 黒褐色土 均一砂質土。一部ローム粒含む。

第313図 78~83 • 85 • 86号土坑 ゜
2m 
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II 検出された遺構と遺物
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第314図 22 • 24号住居跡出土土器
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	Ⅱ　検出された遺構と遺物
	1.　縄文時代
	a　土器
	b　石器

	2.　弥生時代
	（1）遺構
	（2）遺物

	3.　古墳時代
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	b　土坑・ピット
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